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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　朝。

「おはようございます！」

　ばーん！　と勢いよく扉を開けて、アイは部屋に押し入った。

「おはようございまーす！」

　二発目。まるで大たい砲ほうのような大声を上げて、占せん領りよう軍がごとき足取りでずかずかと侵しん攻こうする。対する部屋の主は「ひぇぇ……」と呟つぶやいてベッドの上でダンゴムシのようにまるくなった。

　アイはカーテンを押し開き、寒風を招き入れ、床ゆかに脱ぬぎ捨てられたシャツやらブラジャーを手持ちの洗せん濯たく籠かごにぽいぽいと放ほうり込んでいく。そして、

「朝ですよー！　起きてくださーい！」

　ベッドの上に転がるダンゴムシを見下ろして三発目の挨あい拶さつを放つ。だがダンゴムシはもぞもぞとうごめき「やだよぅ……」と呟くのみだった。

「そんなこと言わないで起きてください！」

「断る！」

「もう！　そんなことを言う人はこうですよ！」

「きゃぁああ！」

　ばさりっと毛布を奪うばい取る。すると中からシャツ一枚を纏まとったディー・エンジーが転がり出てきた。宿を取られたヤドカリみたく、ディーは寒々とした尻しりをシーツに隠かくす。

　どうやらまた遅おそくに帰ってきてそのまま寝ねたらしい。

「ううー。かんべんしてよぅ……ボク、寝たのついさっきなんだよ……」

「それは分かりますけど。……でも、今日はダメです」

　えーなんでさー。と駄だ々だをこねて敷しき布ぶ団とんとマットレスの間に逃にげようとしていた尻を摑つかまえながら言うと、ディーは頭を隠した辺りでようやく、

「──あ」

　と呟き、がばりと起きてこちらを見た。その目には理性の色が戻もどっていた。

「起きましたか？」

「うん！」

「じゃあ、制服を持ってきましたから、着き替がえてください」

　そこからはディーも素す直なおだった。寒さに文句を言いつつ布団を抜ぬけだし、顔を洗って学校の制服に袖そでを通す。アイも少し手伝って、最後に髪かみを梳すいてやった。

「はい、出来ましたよ」

「ん、さんきゅ」

　ぽんと背中を叩たたいてやる。するとディーは跳はねるように立ち上がって『どう？　美人？』と聞いてきた。『はいはい』とアイはおざなりに返事をする。

「世界で一番美人ですよ」

「ふふん、ありがと」

　そして、二人は並んで部屋を出て、階段をゆっくりと下り始めた。窓から落ちた朝日が古びた床材の一本一本を光らせていた。

「それにしても、アイに世話してもらうのってなんだかあべこべで新しん鮮せん」

「そうですか？」

「そうですよ」

「そう言われてみればそうかもしれませんね」

「そうでしょうとも」

　トントンと階段を下りながら、たぶん世界で一番どうでもいい会話をする。うしろを歩くディーが勝手に頭を撫なでてくるがたぶん理由なんかないので何も言わない。

「んじゃ、またあとで」

「ええ」

　そうこうしているうちに三階に着いて、二人は別れた。ディーはそのまま一階へ向かい、アイは廊ろう下かを折れて奥へと向かう。

　正面の扉をコンコンとノックする。

　すると意外なことに返事があった。

「はいよ。──ってお前か」

　がちゃりと、扉を開けて出てきたアリスはなんと、すでに目を覚ましていた。

「あら、アリスさん。もう起きてたんです……か……？」

　言っている間にアイの声は尻すぼみになっていった。というのも、アリスの格好が普ふ段だんとはまったく違ちがったからだ。

　アリスが着ていたのは、黒曜石のような漆しつ黒こくのスーツだった。

「んだよ。びっくりした顔して」

「あ、いえ、……アリスさんもまともな格好できるんだなって思いまして」

「……言ってくれるじゃねえかコラ」

　デコピンされた。アイは弾はじかれたデコをさすさすとさすりつつ、じぃっと下から上へ視線を上げた。どこからもってきたのか、スーツは三つ揃ぞろいの立派なもので、仕立てたかのようにぴったりだった。

　ふむ。

　最初はちょっとびっくりしたが、これはなかなか悪くないと思う。少なくとも普段のボロ雑ぞう巾きんみたいな制服姿よりはずっと。いつもこんなふうにちゃんとしていればいいのにと心から思う。

「あれ？　でもアリスさん……」

　そこでアイは気が付いた。完かん璧ぺきに見えたスーツ姿だったが、ひとつ足りない。

「ネクタイは？」

「あいつか……」

　途と端たんにアリスが顔色を曇くもらせる。その首元に本来あるべき布きれの姿はない。

　……っていうか「あいつ」ってなに？

「あいつなら、ここだ……」

　と言ってアリスはポケットから〝腸ちよう捻ねん転てんを起こした蛇へび〟みたいな布きれを引っ張り出す。

「俺が、ふがいないばっかりに……」

　まるで『戦いの果てに命を落とした好敵手』を見るような目つきだった。

　ええっと……っと、アイは顎あごに人差し指を当てて首を傾かしげ、たっぷり三秒ほど言葉を選んでから、四秒目で結局すべて放り捨てた。

「アリスさん。ネクタイ結べないんですか？」

「ロープワークなら出来る」

　えへんと胸を張っているがそんなことは聞いてない。

「つまり結べないということですね」

「ぐっ！　……っせーなー。そんな文字通り自分の首を絞しめるような技術しるかよ。こちとら自殺志願者じゃねーんだ」

「ネクタイの結び方を知ってる人全員を自殺志願者あつかいしましたよこの人」

　仕様がない。アイはやれやれ、とため息をついてネクタイを取った。

「お？」

「動かないで、くださいね」

　すっと手を伸のばして首に巻く。アリスが少しびっくりしている。

「おいおい、冗じよう談だんはやめろって、それ超ちよう絶ぜつ難しいぞ。少なくともぱっと見で出来る事じゃないって」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私はロープワーク完璧ですから」

「ぐっ！　……ふ、ふん、なんだお前、自殺志願者だったのか」

「あっははー、どちらかというと他殺志願者ですかねー」

　ぎゅー。

「静かにしてなさい」

「…………はい」

「わかればよろしい」

　そして、アイはネクタイを結んであげた。

　手を伸ばす。アリスが気を利きかせて頭を下げる。ハグするように腕うでを回す。真っ白い布で彼を縛しばる。いつもより近い距きよ離り。なんとなく気まずいようなくすぐったい空気。二人してとぎれた会話の糸口を探す。だけどなかなか見つからない。

「……お前、背、伸びたな」

　そんなときに、アリスが言った。

「そうですか？」

　ほっと、息をついて結ノびツ目トを作る。

「ああ、ちょっと前まで背せ伸のびしないと届かなかっただろ」

　確かに、出会った当時はそうだった気がする。

「……そういえば、そうでしたね」

　思わず、アイはしんみりとしてしまった。

　考えてみれば、昔の自分はずっと、背伸びをして生きていた気がする。














　墓はか守もりになるために背伸びをして、

　世界を救うために背伸びをして、

　そうして限界まで背を伸ばして、最後にはぽきりと折れて倒たおれてしまった。

　そのことが、アイはすこし悲しい。

　夢に破れたことが悲しいのではなく、そのことを悲しいと思わなくなった自分が悲しい。

「その服も、なんか昔よりしっくりきてるしな」

　だから、アリスにそう言われたときも、アイはとても嬉うれしくて、同時に少し悲しかった。

「この服、ですか？」

　それは今では滅めつ多たに着なくなった、墓守の装よそおいだった。

　アリスが正装としてスーツを選んだように、アイもまた、今日という日の装いとして墓守の服を選んでいた。

「おう、なんか、昔はいかにも〝墓守の服〟って感じだったけど、いまはもうそれ、〝ただの服〟みたいだ」

「…………」

　すこし、アイは黙だまった。

　心が熱を持ち、同時に痛んだ。それは背が伸びるにつれて手足に感じる痛みと少し似ていた。どうやら、体も心も、大きくなるときは少し痛いようだった。

「……その理り屈くつだと、今のアリスさんはちょっと背伸びですね」

「なんでだよ？　んなことないだろ」

「おや、そうですか？　自分で着れない服を着ようとするのは、やっぱり背伸びでは？」

「ぐっ！　……すげぇ！　なんも言い訳できねぇ！」

　そして、アイの仕事は完成した。

　結び目が、ちょっと無骨なウィンザーノット。

　上から下まで確かく認にんして、アイは自分の作品に満足する。これならどこに出しても恥はじを搔かくことはないだろう。

「はい、出来ましたよ」

「おう」

　だというのに、この男子は何な故ぜかいきなり演武をやって足回りのフットワークを確認し、懐ふところに吊つった二丁拳けん銃じゆうの抜き打ちをした。

「うん。いい具合だ」

「……そうですか」

　ため息を吐つく。

「じゃ、そろそろ行きましょうか」

「おう。なるべく早いほうがいいだろうしな。……なんたって今日はめでたい──」

　アリスが言って、にやりと笑った。なぜかとても邪じや悪あくな笑えみだった。




「結けつ婚こん式しきだ」




　けっけっけ。アリスが笑う。アイの口からはもうため息しか出ない。

「それと、お葬そう式しきもですよ」




　時は晩秋、湖こ畔はんは見事な秋晴れに恵めぐまれ、今日という日は生きるのにも死ぬのにも良い日だった。

　その日、オスティアでは三組の結婚式と、三百人の葬式が行われる。
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　魔女旅団カヴンが暴れまわった事件からひと月がたち、街には二つの奇き跡せきが残された。

　一つは丘おかを取り囲む赤い炎ほのお。

　炎は二人の能力者──魔女旅団カヴンのマダムと、アリスによって作り出されたものであり、破は壊かいと再生を繰くり返して今このときも燃えつづけている。

　もう一つが丘の頂に鎮ちん座ざする暗黒の面。

　それは正常な世界につながる不思議の扉。その噂うわさは風のように世界に広がり、黒面を目指す人々はこぞってオスティアをめざし、炎の丘をぐるりと囲んでとぐろを巻いた。

　その数はすでに十万を超こえている。

　そんな彼等を受け入れるために、人々はそれこそ、死にものぐるいでこの一ヶ月を過ごしていた。

　道を敷しき、廃はい墟きよを直し、物資を調達し、そして戦う……街はまるで、生まれ落ちたばかりの怪かい物ぶつのように産うぶ声ごえを上げて泣き叫さけび、大人達の手を求めていた。

　たぶん、それは運命という怪物なりの、愛情だったのだろう。街は手当たり次し第だいに誰だれも彼もを巻き込んだ。使えるものはそれこそ死んでいるものだって使った。

　だが、それも、これまでだ。




　今日は、そんな彼等がようやく解放される日だった。
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　街はお祭り騒さわぎだった。

　アイが丘の袂たもとにつくと、灰で出来た街並みはすっかり飾かざり付けられていた。女達が料理を作り、男達が会場を作る。なかにはすでにおっぱじめてしまった調子のいい者もいるようで、彼等の顔は朗ほがらかで明るかった。

　ディーとアリスを引き連れて丘を登る。屋台で串くし焼やきと餅もちをもらい、配られた花を髪かみにさして歩いた。

　そして、三人は頂上についた。

　天幕に包まれたその場所は、人であふれていた。

「失礼します……あ！」

　きょろきょろと、天幕から中を覗のぞいていたアイが顔を輝かがやかせる。

「みなさん！　ここにいたんですね！」

　ぱっと垂れ幕をはねて中に入る。すると、彼等はすぐに振ふり返って、

「ん？　おお、アイ君ではないか。よく来てくれた」

　そこには、先の戦いを共に戦った、この町の名物市長であるベンドー・グラムが立っていた。彼はおきまりのスーツに山やま高たか帽ぼうという、シックながらも趣しゆ味みの良い格好をしており、火酒を片手に周囲の仲間と談だん笑しようしていた。他にも商工会の会長や警備隊長の姿もある。

「おお、なんじゃお前達。こんな老いぼれ共にわざわざ会いに来てくれたのかい」

「ちょっと！　会長、老いぼれどもはやめてください。私たちだっているのですから」

「なに言っとる、もはや似たようなもんじゃろ」

　どわはははと周囲が沸わく。自然とアイも笑顔になる。

　彼等が、今日の主役の片割れだ。

「お天気になって、……良かったですね」

　アイが言った。すこし言葉に迷ってしまった。だが爺じい達はまったく気にせず、

「うむ！　人生の門かど出でが快晴とは、まことにすばらしいことである！」

「暖かくてよかったのぅ」

「わしらにとってはちと業ごう腹はらじゃがな。脳みそがくさっちまう」

「お前のは元から腐くさっとるだろ」

　どわははは。とまた笑い声。彼等はアイの迷いなど少しも気にすることはなく、冗じよう談だんめかして笑って見せた。

　だからアイは余計に、悲しくなった。

「……おい」

　アリスがぽんぽんと背中をなでる。その力を借りて、アイは一歩を踏ふみ出して、ベンドーのお腹なかにぎゅっと抱だきついた。

　その体は冷たく、まるで氷を抱いたようだった。




　彼等はもう、死んでいる。




　ここに集つどう人たちは、そのほとんどが魔女旅団カヴンとの戦いで命を落とした人だった。

　今日は彼等の、葬式なのだ。

「……君は、なんだかいつも泣いているな」

　困ったような笑みを浮うかべて、ベンドーがアイの頭をぽんぽんとなでた。

　数々の浮き名を流したこの伊だ達て男おとこは、生しよう涯がいで三度も結けつ婚こんしたくせに、子供は一人もいなかったと聞く。そんな彼は、目の前の子供をどう扱あつかっていいのか計りかねた様子だった。

　なつかしい、死の香かおりに包まれながら、アイは言った。

「今日で、お別れなんですね……」

「……ああ」

　彼等は今日、荒こう野やに向かって出発する。墓はか守もりによる埋まい葬そうを受けるために……。




「ふんだ、あーあー、もったいない」




　そんな死者達を、真っ正面から馬ば鹿かにする者が居た。

「まったく、永遠を捨てるなんてなに考えてるんだか」

　天幕の片かた隅すみで、きゅーっと火酒をあおりつつ、心の底からくだらなそうに、ディー・エンジーが言った。

「ディーさん……」

「ふん、なにさアイ。止めないでよね。こっちは迷めい惑わくしてるんだもんね。……まったく、そろいもそろっていい年した大人が「尊厳」とかぬるいこと言い出さないでよね。君たちの仕事を明日あしたからだれが埋うめると思ってるのさ」

　酔すい漢かんの戯たわ言ごと、としても聞き捨てならない言葉だった。

　だがとがめる者は誰もいなかった。

「……そう言うなレィディ。そもそも、予定ではもっと早くこうするはずだったのに、君の口八丁に負けて、こうしてひと月も無様を晒さらしてしまったのだぞ」

　ベンドーがぶつくさと文句を垂れる。もともと彼は、戦いが終わった翌日にでも荒野に向かうつもりだったのだ。それがなんやかんやとディーの口車に乗ってしまい、こうして今日まで来てしまった。

「ふんだ、ボクは噓うそなんて言ってないよ。街をまとめる人が必要なのは事実でしょ？」

「……今となってはそれも疑わしいものだがな。……まったく、これが君の言う堕だ落らくというやつか。西方の魔女とかいう浮き名も、伊達ではなかったようだ」

　言って、ベンドーはいきなり頭を下げた。

「ディー・エンジー」

「な、なにさ、いきなり……」

　泡あわを食ったディーが止めようとする。だがベンドーは頭を下げたまま、

「この街をたのむぞ」

　それは遺ゆい言ごんだった。

「お前のような小こ娘むすめに託たくすのは甚はなはだ遺い憾かんではあるが致いたし方あるまい──」

「やめてよね」

　心底不快そうにディーが言う。

「……そんなこと言うなら残ればいいじゃないか……」

「いや、そんなことをしても、俺たちはもはや邪魔にしかならんだろう」

　ディーが驚おどろいた顔で死者を見た。

「ふん、なんだその顔は。これでも私は市長であるぞ。人を見る目も情勢を読む頭もある。これから先、この街に必要なのは我々のような古い人間ではなく、お前のような魂たましいの柔やわらかな者だ。──良いか悪いかは、別としてな」

　ぎこちなく、ベンドーが微ほほ笑えんだ。

「ディーさん……」

　アイはそっと、友人を支えるように隣となりに立った。そうせずにはいられないほど、今の彼女の後ろ姿は、せつなかった。

「我々は今日、消える」

　まるでいま、この瞬しゆん間かんになって気づいたかのように、ディーは目に見えて動どう揺ようした。

「そのことを悲しむな、とは言わん」

「か、悲しくなんか」

「泣くな、とも言わん」

「泣いてなんか……」

「すぐに立ち直れとも言わん。だが、忘れろとも言わん。……むしろ存分に悲しみ、苦しむがいい……」

　ベンドーはアイにしたよりもずっと自然にディーを抱いた。

「永遠を行く者達よ……願わくばお前の道に、神々の加護があらんことを……」

　ディーは泣きもせず、うめきもせずに、ただ肩かたをふるわせていた。アイも、アリスも、そんな友人を黙だまって支えた。

　天幕のしたに冷たい沈ちん黙もくがおりて、生きる者も死ぬ者も、だまってなにかを祈いのっていた。

　たぶん、もう、

　葬そう儀ぎは始まっているのだ。

「……………………バカ」

　やっとこぼれ落ちた幽ゆう霊れいの涙なみだは、罵ば倒とうの形をしていた。







　やがて、永遠が終わるように抱ほう擁ようは解けた。

「さ、そろそろ行きたまえ。我々はあくまで脇わき役やくだ」

　もらい泣きしてボロボロになっているアイを見て、ベンドーが苦く笑しようして言った。

「花はな嫁よめも花はな婿むこも、きっと待ちくたびれているぞ」
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　いくつもの天幕を越こえた先に、花嫁の控ひかえ室はあった。

『わぁ……』

　アイとディーは思わず感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらす。

　目の前には真っ白なドレスを着て赤ん坊ぼうを抱く、美しい花嫁の姿があった。

「綺き麗れい！」

「ホントだよ！　きゃー！　すごいすごい！」

　二人はその姿を見るやいなや、歓かん声せいを上げて彼女を褒ほめた。

「傷ス持カちーさん。素す敵てきです！」

　椅い子すに座る花嫁のもとへ駆かけ寄ると、その胸むな元もとに抱かれたセリカが「あうあう」と誇ほこらしげにうなった。まったくその通りだとアイも思う。

　真っ白なドレスはミルクのようになめらかに流れ、ドレープには螺ら鈿でん細工が虹にじ色いろの輝きを発している。頰ほおにはいままで一度としてさしたことない紅がのり、右みぎ眉まゆにかかる傷は隠かくすのではなく、むしろ彩いろどられるように飾かざられていた。

「わー……綺麗……」

「ホント……ポテンシャルはすごいだろうと思ってたけど、まさかここまでとは……」

「ありがとうございます、二人とも……」

　手放しの賞賛を受けて、だが傷ス持カちーが返したのは物もの憂うげな表情だった。

　どうしたのだろう？　と二人は顔を見合わせる。ちなみに花嫁の控え室は男子禁制であるため、アリスはいない、彼はいま、男衆の天幕で真っ白なタキシードを着た大男を指さして笑っている。

　そして、

『ん？』

　二人はそれに、気づいた。

「……えっと傷ス持カちー。一つ聞いて良い？」

　一瞬のアイコンタクトの末、ディーが代表して聞いた。

「ええ、かまいませんよ……」

　気もそぞろな傷ス持カちーはため息と共に答える。

「それ、なに？」

　言葉と共に突つき出された人差し指は傷ス持カちーの足を指さしていた。

　椅子に座り、長いスカートを纏まとったその場所は、なぜか不自然にふくらんでいた。まるで、なにか、棒状の物を隠し持もっているかのように……。

「…………」

　指し摘てきされて、傷ス持カちーはすうっと顔をそらして、

「………………なんでも、ありません」

『いやいや、いやいやいや』

　二人してぶんぶんと首を振ふる。

「そんな、なんでもないわけないでしょ。なに？　このふくらみ」

「気のせいです」

「…………えっと、どういうタイプの気のせい？」

　最近ますます人間くさくなった傷ス持カちーの行動は逆にわかりやすくなったとアイは思う。

「と、とにかく！　これはなんでもありませんから、二人は黙っていてください！」

「……ふーん、そういうこと言うんだ……」

　すぅっと、ディーが悪い顔になって、

「アイ」

「なんです？」

　パチンと指を鳴らそうとして失敗。

「やっちゃえ」

「はい」

　突とつ撃げき。

「ちょ、ちょっと待ってくださいアイ！　ダ、ダメです！　やめて！　そんなところに潜もぐり込んでもなんにもありません！　だ、駄だ目めです！　やめてください～～！」

　墓はか守もり二人の無む駄だにハイレベルな攻こう防ぼうの末、アイはスカートのなかから苦労してそれを引っ張り出した。

「……なにこれ？」

　ぽかんとした表情でディー。

「…………ショベルですね」

　似たような表情でアイ。

　その手に握にぎられているのは銀色に光るショベルだった。

　紛まぎれもない、墓守の、傷ス持カちーのショベルだ。

「なんですかこれ？」

「それは、あの、その……」

　傷ス持カちーがしどろもどろで弁解する。

「そ、そうです！　これは、嫁よめ入いり道具という奴やつです！」

「こんな嫁入り道具があってたまりますか」

　もはや、人間らしい、というより単純に小こ賢ざかしい傷ス持カちーの言葉を、アイはばっさり切りすてた。花嫁がしゅんと小さくなる。ディーが「ぶっ」と噴ふき出す。

「アハハ！　ド、ドレスからショベルって！　ドレスから！　ショベルって！」

「ディーさん笑いすぎです」

「ご、ごめ、……でも、ドレスからショベルが……ドレスショベル……くく……」

「新しい単語とか作らないでください」

「ごめん……くく……ショベルドレス……」

　本当にやめてほしい。一回耐たえた努力が風前の灯とも火しびだ。

「まったく──それで、傷ス持カちーさんはどうしたというんですか？」

「アイ……」

　傷ス持カちーはぎゅっと、アイの手を痛いほどつかんできた。まるで、雷かみなりを恐おそれてぬいぐるみを抱だく幼子のようだった。

「よーしよし。怖こわくない。怖くないですよー」














　しゅん、として小さくなっている頭をなでてやる。だが傷ス持カちーはなにも答えずにぷるぷるとふるえるだけだった。

　真っ白になるほどきつく摑んでくる手を包み込み、アイはしゃがんで花嫁を見上げた。すると、傷ス持カちーはようやく少し落ち着いたようだった。

「どうしましたか？」

　無言。

「もしかして、結けつ婚こん式しき、嫌いやになりました？」

　また無言。

「じゃあ、止やめちゃいましょうか」

「ちょ！」

　この式を強ごう引いんに進めた張本人が悲鳴を上げる。だがアイは黙もく殺さつ。ディーの『事情』なんて知ったことではない。

　だが、幸いなことに傷ス持カちーはゆっくりと首を振った。

「……結婚が、嫌になった訳じゃ、ないんです」

「そうなのですか？」

　これは意外だ、アイがあんなのと結婚なんて事になったら全力で逃にげる。

「……ただ、とても、不安なのです」

「なにが不安なのですか？」

　まるで幼子を諭さとすように、アイはこまかく聞いていった。すると、傷ス持カちーはひとつひとつ丁てい寧ねいに悩なやんで、絞しぼり出すように言った。

「……私は人間ではありません」

「ええ」

　それは誰だれにも変えられない事実だ。

「私の感情は薄うすく、本物かどうかさえ定さだかではありません」

「そうかもしれません」

「……人の常識にも疎うとく、いろいろな方に迷めい惑わくを掛かけてきました。おそらくこれからもそうでしょう。……つまり、だから、私は……」

　つっかえて、ひっかかって、それでも傷ス持カちーは吐はき出した。




「……私は、結局、墓守なのです……」




　それは、ずっと彼女の胸にくすぶっていた悩みなのだろう。

「そんな私が、この子の母で、あの人の妻であることなど、許されるのでしょうか……」

　死者の街で赤子を授さずかり、世せ界かい塔とうの頂でくじけ、そして炎ほのおの山で人を愛した。

　そんな悩みを抱かかえる存在など、傷ス持カちーのほかにはどこにもいないだろう。その懊おう悩のうは過去、未来、現在において二つと存在しない、唯ゆい一いつのものだ。

　けど、

「なんだ、そんなことですか」

　アイには、どってことのない、悩みだった。

　そんなの、世界中のみんなが抱えている悩みだ。

「なんだ、とはなんですか」

　ムッと傷ス持カちーが眉まゆ根ねを寄せる。美人に拍はく車しやが掛かっている今の状態でそんな表情をされるとすこしドキドキした。

「そんなことを言うくらいですから、アイは答えを知っているのですか？」

「いえ、知りません。でもそんなの関係ないんですよ」

　なんだそれは、という表情。

「じゃあもしも許されなかったら、傷ス持カちーさんはセリカのお母さんをやめちゃうんですか？」

　なんだと！　とセリカがグーパンチ。「へぶっ！」と流れ弾だまがディーをとらえる。

「愛することも、止めちゃいますか？」

「……それは」

「答えなんかとっくの昔に出てましたよ」

　アイは思い出す。あれは天へと上る塔での事だ。

　空と大地と、生と死の狭はざ間まで、傷ス持カちーは一人の男に攫さらわれた。

　そのとき、彼女はたしかに決断したのだ。

「……いいえ」

　傷ス持カちーは応こたえた。

「それは出来ません。誰に許されなくても、私はやはり、ひとがすきです」

「ええ、私もです」

　アイも答えた。

　そして、なんだか「くすり」と笑ってしまいたくなるような空気が流れた。アイも傷ス持カちーも『自分たちはなにをやっているんだろう』という気がしてすこし照れた。

「変な連中だねぇ、墓守ってのはさ。人間様には理解できないよ」

　すべてを知ったその上で、ディーが茶化すように言った。セリカがお腹なかをこちょこちょされて喜んでいた。

　傷ス持カちーが笑って、その通りだと同意した。そのころにはもう、彼女はいつもの彼女に戻もどっていた。

「アイ、あなたは覚えていますか？」

　なにを、と問い返す事すらなく、アイは答えた。

「ええ、覚えてますよ」

　不思議と、同じ景色を思い出していた。

　それは夜明けの、墓場でのことだった。

「あのときも、こんなふうな、丘おかの上でしたね」

　アイと傷ス持カちーとユリーが居て、父と母の墓がある、あの丘の。

「あのとき、あなたは世界を救うと言いました」

　託たく宣せんを告げる女め神がみのように、真っ白い衣ころもを纏まとった女が言う。

「そして私は『あなたを見守る』と言いました」

　無言で頷うなずく。

　今でも昨日のことのように思い出せる。身を切るような墓場の風と、真っ正面から昇る太陽。そして二人のまなざし。

　しみじみと傷ス持カちーが首をふるう。

「あのときは、こんなことになるとは思いもしませんでした……」

「そうですねぇ……」

　まさかあの二人が結ばれることになるとは、想像すらしなかった。

「きっとこれからも、そんな未来の連続なのでしょうね」

「ええ」

　アイは、急に、とてつもなく、不思議な気分になった。

　思えば奇き妙みような話だった。

　こうして炎の丘の頂で、結婚式を挙げる墓守がおり、その隣には自分がいる。

　なぜ、そんなことになったのかを、アイは一いちからぜんぶ説明することができる。

　だが同時に、まるで説明できない気もした。過ぎ去った時間のすべてを言葉にしたとしても、それは、なにか違ちがうモノのように思えた。

　過去の自分が聞いたら、きっと耳も貸さなかっただろう。

「ありがとう。アイ」

　突とつ然ぜん、傷ス持カちーが礼を言った。だがやはりアイは変だとは思わなかった。

「いいえ、こちらこそ。ありがとうございます。傷ス持カちーさん」

　お互たがいにふっと頭を上げるとまたあの空気だった。ぷっとアイは噴ふき出した。もう、なんだか耐えきれない気分だった。気持ちは正しく伝わって、傷ス持カちーもまた、目め尻じりに皺しわを寄せて笑っていた。ディーも、セリカも笑っていた。

　まるでシャボンの泡あわがはじけるような、そんな笑い声はいつまでもやむことなく天幕に響ひびいていた。
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　くぁん──くぁん──。




　議事堂の鐘かねが鳴っている。それは祝いの鐘であり、同時に悼いたみの鐘でもあった。

　丘には三百を超こえる死者と、万を超える生者の姿があった。

　彼等は歌う。古い歌を。風と混ざりあい、山やま裾すそを駆かける神話のころの新しい歌を。

　歌の中心を一人の花はな嫁よめが行く。

　真っ白な花嫁衣い装しようをその身に纏い、炎の道を歩くその姿は神話にある女神のようだった。

　花嫁の向かう先には華か美びな神しん殿でんも、荘そう厳ごんな教会も無かったが、代わりに神そのもののような奇き跡せきが待ち受けていた。

　暗黒の面。

　新世界へと続く扉とびらは、今日、この時ばかりは詣もうで参る人もなく、若い花嫁を祝福するように揺蕩たゆたっていた。

　黒面の前には一人の男が立っていた。

　男はなにかの冗じよう談だんのような真っ白なタキシードを着た、熊くまのごとき大男だった。

「くくくく……」

　それを見て、アリスが再び噴き出した。

「……アリスさん。静かに」

　もう何度目になるかもわからない小言を、アイは再び口にする。

「わ、わりぃ。でもみろよあれ。反則だろあんなもん、何度見ても笑える……」

「……ちょっとやめてよね！　ボクだってがんばって我が慢まんしてるのに……」

「ディーさんもしずかに」

　アイは並び立つ二人を小さく叱しかった。気持ちは分かるが。だからこそやめて欲しかった。釣つられて噴き出したらどうしてくれる。「だうだう」とアイの腕うでの中でセリカが同意する。

　三人プラス赤ん坊ぼうは見物客の最前列に立っていた。ほんの少し先には傷ス持カちーとユリーが儀ぎ式しきを執とり行っている。二人の前には『破は壊かい僧そう』と名高いマクシュ僧が『三つの袋ふくろ』の話とか『実戦的な夫ふう婦ふ生活の秘ひ訣けつ』などの説法を行っている。

「それにしても、いつかそういう日がくるんじゃないかとは思っていたけどよ……」

　あっという間に飽あきたらしいアリスが小さく言う。

「あの二人が結けつ婚こんするのは、もうちょっと時間が掛かると思ってたんだがな」

「ですねぇ……」

　しみじみ言うと、隣となりですべての元げん凶きようが慌あわてて言い訳を始めた。

「いやいや、そんなことないよ。順当な結果だよこれ。決してボクが無む理り強じいしたわけじゃないよ？」

　どうだか。とアイは思う。

　そもそも今日の葬そう式しきをお祭り騒さわぎにしてしまったのも、結婚式と合同にしたのも、すべてはこの魔ま女じよっ娘こが原因だった。

「いや、だってさ。いまこのタイミングで、死ぬことがネガティブにとらえられるのだけは絶対にまずいんだもん。これから来る人たちにとっては死は第二の誕生なんだから、出来るだけポジティブなものにしなきゃ」

　彼女の言い分は、なるほど、たしかに一理あるとは思う。だがアイにはその辺りの事情が体感としてはよくわからなかった。様々な国家を操あやつり、滅ほろぼしてきたこの元幽ゆう霊れいはこの街におけるほぼ唯一の大政治家であり、その視点は及およびもつかない高みにある。

「そのために、死者のお姫ひめ様さまとかにもお誘さそい出したのに……」

「え!?」

　思わず、アイは声を上げてしまった。

　死者の国のお姫様といえば、それはすなわちウッラ・エウレウス・ヘクマティカのことに他ならない。

　まさかそんなことをしているとは夢にも思わなかったが、ディーからすると『当たり前』のことらしい。なんせここには彼女の姉であるセリカがいて、さらに花嫁はその養母なのだから。

　そう言われてみると、その通りだ。

　アイも手紙を送ったりしたが、誘うという発想は全然無かった。

「残念だったなぁ」

「じゃあ、今日は、来られないんですよね？」

「うん。まあ、近いうちにくるって話だけどね」

「そうなんですか!?　やったぁ！」

「やったぁじゃないよもぅ……あー頭痛い」

　アイは純じゆん粋すいに喜んだが、ディーの顔色は悪かった。曰いわく、──いままで秘密のベールに包まれた死者の姫が外部に出るという意味がどうこう──とか、そもそもキミたちはセリカの扱あつかいを考えなさすぎる──とか説教をくらう。

「だからさ、オルタスとのパイプの為ためにも、ここでは死について、なんとか前向きに持ってかないとまずいんだ」

　死は、けして悼むものではない。

　それを知らしめるために、ディーは葬式と結婚式を一いつ緒しよにやりたかったのだという。

　それはわかる。が、

「でもだからって、ユリーさんと傷ス持カちーさんである必要はないのでは？」

　アイは隣の会場を盗ぬすみ見た。北と南のそれぞれの場所でもまた、結婚式が行われていた。

　今日の式は単独ではなく、複数のカップルによる複合式だった。

「いやいや、墓はか守もりと人間、っていうのがいいんだってば。そういった、本来なら排はい斥せきされるような人たちも、受け入れる街にしていきたいからさ」

　フッと、明後日あさつての方角を向いて、いい顔をする。

「良いことを言っているふうですがそれにも保険が掛かかってますよね？　だって、向こうのご夫婦さんだって死者同士なのですから。タブーを破るという意味では十分でしょ？」

「ま、そうだね」

　指し摘てきすると、ディーはあっさり前ぜん言げんを撤てつ回かいした。

「ようは、背中押したかったってだけの話さ」

「最初からそう言えばいいのに」

　たしかにあの二人は誰だれかに背中を押されないとまったく動かない気はする。そういう意味では、ディーのしたことは丁度良かったと考えていいのかもしれない。

　アイがそんなことを考えていた、そのときだった。式は指輪の交こう換かんを終えて、ついに、




「では、誓ちかいのキスを……」




　老ろう僧そうが言った。

「キ、キスゥ!?」

　思わず、アイは叫さけんだ。じろりと、老僧や他の客の視線が集まる。

「ばかっ！　静かにしろって！」

「だ、だってキスですよキス！」

「結婚式なんだからそれくらいするだろ！」

　言われてみればその通りだが、ことここに至るまでアイはそんなことをさっぱり考えていなかった。

　そして、そんな人間がもう一人いた。




「……キスって、私とユリーがですか？」




　花嫁がきょとんとした顔で言った。

　お前もか。

　という視線が二人に突つき刺ささり、参列者たちがざわざわと戸と惑まどい始める。

　それらを唯ゆい一いついさめる立場にある老僧はこほんと咳せき払ばらいをひとつして、深い皺の奥にある優やさしげな瞳ひとみを花嫁に向けた。

「なにか、問題があるのかね？」

「問題、といえば問題ですが……」

「……ふむ、これは妙みような話になったのう」

　おそらくもっとも困こん惑わくしたであろう老僧が言う。

「すでに誓いの言葉を交かわした花嫁が。しかしキスは拒こばむ。これは実に奇き妙みような話じゃ。……二十年前のエミー家の婚こん儀ぎを思い出すな」

　老人は説法の続きをするように朗々と語り、自然な動きでなぜか法ほう衣えを脱ぬいだ。

「そのときも、花嫁はキスをいやがってな。後で分かった事だが、その花嫁はかどわかされて無理矢理つれてこられたそうじゃ……」

　どじゃり、と法衣が異常な音を立てて落ちる。その内側には多数の砂すな袋ぶくろがつるされていた。

「やっば」

　とディーが腰こしを浮うかし、手の動きだけで「緊きん急きゆう！　緊急！」と知らせていた。

「──そのとき、儂わしがどうしたか。諸君らは知っておるかな？」

　声だけはひたすらに優しげなままに、しかし老僧は変わり果てていた。

　上じよう腕わん二頭筋がモリモリと隆りゆう起きし、綺き麗れいにはげ上がった頭頂に血管が浮く。心なしか体格も二回りほど巨きよ大だい化している。

　破壊僧マクシュミラン。

　神の価値が失しつ墜ついしたこの世界にあってなお神の名を唱え、俗ぞく世せの価値のすべてを疑うこの僧はたとえ相手が死者や墓守であっても祝福を与あたえることに躊躇ためらわない。……だがそれは同時に、裁くとなれば何者であろうと容よう赦しやしないという意味だった。

　ぎろり、と二つの眼めが鈍にぶく光る。

「この婚礼は偽いつわりであったか？　貴様ら、この儂をたばかりおったのか？」

「い、いえ、それは……」

「新しん郎ろうは黙だまるがよい」

　すさまじい気き迫はくが周囲のすべてを圧あつ迫ぱくしていた。その中で唯一の例外である傷ス持カちーにだけ老僧は微ほほ笑えみ、

「新婦に問う。ぬしは、本当に、この結婚に納なつ得とくしておるのか？　違ちがうというのなら言いなさい。儂がすべてを台無しにしてやろう」

　その言葉に噓うそ偽りは一つとしてないのだろう。もしここで傷ス持カちーが頷うなずいたなら、老僧は本気で、この街すら台無しにしたことだろうと理解できた。アイを含ふくむ、参列者達に緊きん張ちようが走る。

「あ、いえ、結婚についてはなにも文句はありません」

　しかし、あっさりと傷ス持カちーは否定した。

　肩かたすかしを食った形の老僧は「む？」とまなじりを上げて困惑している。

「ではなぜ、花はな嫁よめは誓いのキスがしたくないのか？」

「したくないというか……わからないのです」

「わからんとは？」

「……経験がないので……」

「なんと」

　老僧の眉まゆがひょっこりと上がる。

「なんとなんと、まったく不ふ甲が斐いない新郎じゃのう。いや、あるいは感心と言うべきか、こんなべっぴんな嫁よめさんを前に手の一つも出しとらんとはな」

　ムッと傷ス持カちーが眉をひそめて、




「ユリーは手ぐらい握にぎってくれます！」




　と叫んだ。

　その頃ころにはもうすっかり、張り詰つめた空気はゆるんでおり、観客の多くが笑いをこらえてうつむいていた。

「………………さよか」

「ええ──たまにですけど」

「……まったく、気を張った儂が馬ば鹿かのようではないか」

　しゅるしゅると、空気の抜ぬけた風船のように老僧がしぼんでやれやれと首を振ふる。

「あ、あの……」

「なんじゃ」

「唇くちびるじゃなくても、いいですか？」

　空気と共に緊きん張ちよう感も抜けてしまったのだろう。老僧は「好きにしろ」とばかりに手を振った。「ええ～～」とディーなどの若い女性を中心に激しいブーイングが起きた。

「なにそれ～結婚式のハイライトなのに～」

「まあまあ、いいじゃないですか」

「よくない！」

　アイは、なぜか少しほっとしていた。なんか、身内のそういうのって、ちょっとヤダ。

「お前らそろそろ黙っとけよ」

　アリスが「しー」っとセリカに向かって指を立てた。その目の前でようやく、最後の儀式が進んでいった。

　ユリーが花嫁のベールを恭うやうやしく持ち上げ、その頰ほおにそっと口づけした。この期ごに及んで剃そり落とさなかった髭ひげがくすぐったいのか、傷ス持カちーが猫ねこのように微笑んだ。




　そして、花嫁が踵かかとを上げた。




　歓かん声せいがはじける。

「よ、ご両人！　お似合いだぞー！」

「おめでとう！」

「綺麗よー！」

　アイも、彼等に交ざっておめでとうを叫んだ。

　その心の中はびっくりするくらい幸せで、そしてやっぱり、ほんの少しだけ寂さびしかった。




　　　　[image: くぎりもじ]




　式は昼をすぎて、葬そう送そうの儀へと移り変わった。

　死者達はそれぞれの神、それぞれの信しん仰こうに従って儀式を行い、やがて二つの行進となって丘おかを下った。

　行進の一つは悲しみと嘆なげきに見送られて荒こう野やへとすすんだ。彼等はそこで墓守を待つのだ。

　だが、もう一つの行進は違った。彼等は前者とは反対に、まるで旅行にでも出かけるように街の者に手を振りながら丘を下った。

　その先頭に立つのは黒面を生み出した少女、イソラ・エドワーズ。

　護衛として立つのはオルタスの使者である炎ほのおの貴婦人、塵ダストビリーバーと、千年の罪に服する老ろう婆ばだった。

　彼女らは死してなお生きることを誓った者達であり、そのために最新の死後処理を受けに死者の国へと向かうのだ。

　アイは彼等をずっと見ていた。ベンドーやイソラに手を振り、行進が丘を下り、遠くの荒野で蟻ありのように小さくなるまで、ずっと見守っていた。太陽が落ちても、ずっと。

　だがそれも、もう見えなくなった。

「…………」

　丘の頂の広場からは、いつの間にか人が居なくなっていた。みな、街に下りて大おお騒さわぎをしているのだろう。アイの座る石いし垣がきからは、その様子がよく見えた。

　冷たい大気に顔を晒さらした。

　風に祭り囃ばや子しが響ひびいている。誰だれかが唄うたう調子っぱずれの歌声が聞こえた。

「疲つかれたか？」

　背後から声。アイは返事の代わりに膝ひざ小こ僧ぞうの上に頭をのせてくったりした。するとアリスはきんきんに冷えたレモネードの瓶びんを首筋に、

「ひゃっ！」

　死ぬほどびっくりした。

「もう！　なにするんですか！」

「しいていえば親切かな。ったく、返事くらいしろっつーの」

　振り返ると、アリスが両手いっぱいに食べ物を抱かかえて立っていた。レモネ瓶に焼き串ぐし、餅もちに饅まん頭じゆう、アイの好きな揚あげパンもある。みんな屋台の食べ物だ。

「腹減っただろ。とりあえず喰くおうぜ」

　振り上げた拳こぶしの下ろし先を失って、アイはとりあえず揚げパンの上にその手を下ろした。

「……ありがとうございます」

「いえいえ、どういたしまして」

　しばし、料理に舌した鼓つづみを打つ。じゅわりと肉にく汁じゆうの出る鳥串をほおばり、熱々の揚げパンをほふほふした。気づいてみれば、お腹なかはずいぶんと空すいていた。

　二人は「これがおいしい」「そっちがほしい」と交こう換かんしあって食事をとった。

「アリスさんが食べてるそれ、なんですか？」

「これか、わかんねぇ」

　なんだそれは。アイはくすりと笑って、

「自分で買ったのに？」

「言葉も通じないおっちゃんからだったからな」

「この街もずいぶん多た国こく籍せきになりましたからねぇ。で、お味のほうはどうですか？」

「わかんねぇ」

「もう、またそんなこと言って」

　笑って肩を叩たたいてやる。するとアリスは「いやいや、まじだって」と言って、饅頭を指で弾はじいた。草色の饅頭は正確に、アイの口に飛び込む。

「むぐっ。……まったく、こんなことに能力までつかって──」

「文句はいいから。どうよ？」

「……たしかによく分かりませんね……」

「だろ？」

　口元に手をやってもぐもぐと嚙かむ。饅頭は甘じょっぱくてちょっと苦くて、極めつけに、なぜか少しすーすーした。

「マジでなんなんだろなこれ」

「うーん。──実はこれ、食べ物じゃなかったりしません？」

「ははぁ、なるほどね、さっきのおっちゃんはもしかすると異国の石けんを売ってたつもりなのかもしれねーな。『喰った』なんつったら慌あわてるかも。はっはっは」

「ええ、色蠟ろう燭そくとかトンボ玉とか紛まぎらわしいですからね」

「…………ん？」

　アリスが冗じよう談だんを言ってすべってしまった時の顔をした。

「なんですか？」

「いや、なんでもない……ったく、ホント退たい屈くつしない奴やつだな、お前は」

「？　？　？」

　クスクスとアリスが笑っている。

「もしかして、馬鹿にしてます？」

「いや、してねえよ。くくく……」

「……やっぱり馬鹿にしてます……」

「いや、マジでしてねぇから。ただ……くくく……」

「もう！」

　そんなに笑いたいならもっと笑わせてやろうと、アイは両手をわきわきさせてにじり寄った。うわぁバカよせっとアリスが逃にげようとするのを先読みしてつかまえて、




　そのとき、花火が上がった。




　どぉん、ぱぱん、ぱん。と六色の炎が散って、夜空に大輪の花が開いた。

「お、始まったか」

　アリスが言った。

　どん、ぱぱぁん、ぱらら。どん、どどん。どん！

　音の波が体を叩いた。

　アイはぽかんとして夜空を見つめた。

　打ち上げられた花火が空と湖面の二カ所ではじけて咲さいていた。

　街が炎の色に染まっている。

　丘からの景色はまるで万まん華げ鏡きようのようだった。

「わぁ……」

　初めて見た。

　どぉん、どぉん、と雷かみなりのように音が遅おくれる。太たい鼓このように体が揺ゆれる。

「気に入ったか？」

　アリスが聞いた。

「はい！　お気に入りました！」

　どぉん、ぱぱぱん、花火が咲く。わー！　きゃー！　とアイが鳴く。

「きれい！　でっかい！　うるさい！」

「うるさいのはお前だアホめ」

　なんだか踊おどり出したい気分。

「アリスさん！　今の見ました!?　ちっちゃいのがいっぱい！」

「見たよ」

「わ！　こんどは滝たきみたい！　こんなにも手を替え品を替え。あ！　今のもすごいですよアリスさん！　もう！　こっちじゃなくてあっちですよあっち。ちゃんと見えてます？」

「見てるって、お前こそ花火みろ花火」

　それから二人は心ゆくまで夜に咲く花を鑑かん賞しようした。

　大玉。子玉。六花。大輪。滝流れに噴ふん水すい。




　スターマイン。




　そして、花火は始まったときと同じくらい唐とう突とつに終わった。

　柔やわらかな静せい寂じやくが帰ってきて、いつしか二人は肩かたを寄せ合って座っていた。

　アイはまだ、空を見ながら、

「……アリスさん、知ってます？」

　と聞いた。するとアリスはとたんにとぼけて、

「知ってる」

　と応こたえた。

　普ふ段だんならムッとするところだが、このときのアイはただ、微ほほ笑えむだけだった。

「そうですか」

「おう」

「だったら、いいです」

「…………え？　まじで？」

「はい」

　祭り囃子が夜に響く、クツワ虫がカチカチと鳴く。

「…………おい」

　先に耐たえられなくなったのはアリスだった。

「なんです？」

「なんです？　じゃねえよ、さっきの続き、言えよ」

「あら。知ってるんじゃなかったんですか？」

「…………」

「あ、うそうそ、言います言いますってば。もう、アリスさんってばすぐ怒おこる……」

　無言でどこかに行こうとする袖そでを摑つかまえて、アイはもう一度やり直した。

「アリスさん。知ってます？」

「知らねーよ」

　一言分だけ息を吸う。夜よ霧ぎりは火薬の臭においがした。

　それはアリスの匂においでもあった。




「私、いま、結構しあわせなんです」




　クツワ虫が鳴いている。きっと、今年最後の一いつ匹ぴきだろう。

「……そっか」

「はい」

「そりゃ、よかったな」

「ええ」

　よりそって、アイは街の明かりに視線を落とした。時が凪ないだようにゆっくりと流れた。風は冷たく、人は温かかった。

　アリスさんは、どうですか？

　そう聞こうとして、しかしアイは聞けなかった。

　なぜなら彼の心が、みるみるうちに閉じていくのが、見えるようだったからだ。

　質問の答えは、それこそアリスではないが知っている。彼はきっと「俺も幸せだよ」と答えるのだ。

　それはきっと、噓うそではない。

　自分がいま、幸せなのと同じくらい、きっと彼だって幸せなのだ。それくらいのことは、分かっている。なぜなら信しん頼らいがあるのだから。

　それでもなお、彼の心の奥には、深い絶望があふれているのだ。

　なぜ？

　それがアイには分からなかった。

　たぶん、アリスにも、分からないのだ。

　だから苦しく、だからせつない。

「ね、アリスさん」

　故ゆえにアイは聞かないで、代わりに別の事を切り出した。

「私、春になったらまた、旅に出ようかと思います」

　年上の少年はびっくりしていた。

「……旅って、なんでだよ」

「なんでとは？」

「だってお前の夢はもう……」

「夢とか関係なく、単純に旅がしたいんです」

　ちらり、と隣となりを見上げる。アリスはひどく狼ろう狽ばいしていた。

「……私、先月からずっと『これから先どうしよう』って、考えてたんです。明日あしたの自分はなにをしているか？　一年後の自分はどこにいるのか……」

　十年後の自分は、どんな大人になってるのか。

　そんなことをずっと、考えていた。

「それで、私はまた、旅をしてみたいなって。思いました。……きっと、この世界には今しか見れない景色がいっぱいあるんです」




　たとえばそれは、目の前に広がる街のこと。




　辺境の小都市から、天国の入口になってしまった街のこと。

　たとえばそれは死者の国のこと。

　この世の常識に異を唱えて、世界丸ごとと戦った国のこと。

　たとえばそれは願いの塔とう。たとえばそれは墓はか守もりの村。たとえばそれは……。

　そんな場所が、この世界にはいくつも生まれ、いくつも消えた。

「それを、私は見てみたいんです。──墓守が、終わりを見守るものであったように、アイ・アスティンは、始まりを見守るものでありたい……それがきっと『私』なんです」

　アイはニッと笑った。

「不思議ですね『私』って。こんなにも壊こわれて、ひっくり返ってしまったのに、それでもやることは、あんまりかわらないんですもん。ふふふ、皆みなさんはそれぞれ、いったいどうやって『私』さんとつきあっているんでしょうね」

「お前って……」

　アリスがぽかんとして言った。

「やっぱり、すげえな……」

「な、なんですか急に茶ちや化かして」

「茶化してなんてねえよ。本当に、すげえやつだと思ってる。魂たましいがあって、勇気がある」

「そんなことないですよ……」

　アイはたちまちうつむいて、冷えた揚あげ餅もちを突つっついたりした。

「本当に、すごくなんてないですよ……勇気なんて全然ないです……」

「そうか？」

「ええ。………………そんなのがスプーン一いつ杯ぱい分でもあれば、いまごろとっくに誘さそい終わってるはずですから……」

「？　わるい。なんだって？」

「な、なんでもないですよ」

　とアイは言った。そのうえ、

「さて！　そろそろ帰りましょうか！」

　誤ご魔ま化かしてから、「あう……」と心の中で『私』がうつむく。『意気地なし』と無責任な『私』が責める。

　私、私、私、本当に私は面めん倒どうくさい。

「だな」

　アリスが一息に立ち上がって腰こしをはたいた。

「明日は普ふ通つうに仕事だからな。ほれ」

　言って、ごつごつした硬かたい手をさしのべてくる。アイはその手をしっかりと摑んで、

　──まあ、いいや。と思った。

「よぃしょっと」

　アリスの絶望が分からなくても、その傷が癒いえなくても、旅の道連れに誘えなくても、今はまだ、それでもいい。止やまない雨がないように、明けない夜がないように、どんなにひどいことも、いつかは終わりがくるのだから。

　時間はそれこそ、一日だって、一年だって、十年だってあるのだから。

　だから、アイは、いいことにした。

「行きましょう。アリスさん」

　──それは、ただ一点をのぞけばまったくの事実と言ってよかった。

　止まない雨はない、明けない夜もない。

　だがそれは、凍えて迷うその人が、朝まで生きていられたらの話だ。

「……ん？」

　急に、アリスが立ち止まった。

「どうしましたか？」

「いや、なんか、見み間ま違ちがいかな……」

　目をこすりながら、彼は広場の中央を見つめていた。

　そこには普段と変わらない黒面があった。

　今日はお祭りということもあってか、境界を越こえようとするひとはすでに居らず、最近では珍めずらしく閑かん散さんとした光景だった。

「黒面がどうかしましたか？」

「いや、気のせいかな、なんか、表面が動いた気がしたんだけど……」

　動いた？

　言われてアイは振ふり向いた。すると、

「え？」

　ゆらゆらと、確かに黒面がふるえていた。

　そんな馬ば鹿かなと思う心を置き去りに、黒面のふるえはますます大きくなっていく。

「…………まさか……」

　その現象を、アイは以前に一度だけ、見たことがある。

　ひと月前、この場所で、三つどもえの戦いの、その終着で、

「これは、いったい……」

「近寄るな！」

　ふらりと歩み寄ろうとするアイの肩かたをアリスがつかんだ。

「誰か、向こうから来るぞ！」

　その現象はひと月前にイソラ・エドワーズが現れた時とそっくりだった。

「そ、そんな！　だって向こうからこっちに来れる人はもういないはずじゃ……」

「知るか！　構えろ！」

　二丁の銃じゆうが虚こ空くうを睨にらむ。

　この黒面を通れるのは一人の生しよう涯がいに一度だけだ。故に、次に来る人間は向こうで新しく生まれた新人類以外はありえない。……だが彼等はまだ、生まれてもいないはずなのだ。

　しかし黒面はそんな想定など無視して、波打つ境界をいっそう泡あわ立だたせてふくれあがり、

「くるぞ！」

　そして、音もなく、光もなく。

　止まない雨が、明けない夜が、




　彼女が街へ、やって来た。
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　真っ白な少女だった。

　黒面を脱だつし、ふわりとワンピースを舞まわせて大地に降りたのは、童女と言っていいほどに小さな女の子だった。

　肌はだも髪かみも、すべてが白一色に染まっていた。それは季節の最初に降る雪のような新しい色であり、同時に骨片に似た古い色だった。

　アイはごくりと唾つばを吞のんで目の前の現実を見つめていた。

　大地に降りた少女は勢いのままにとん、とん、二歩あるき。

「きゃっ！」と悲鳴を上げて尻しり餅もちをついた。

　ぱちくりと、色素の薄うすい瞳ひとみが一杯に開かれて辺りを見回す。

　その愛らしい姿に、アイは「プッ」と笑ってしまった。高まっていた緊きん張ちようがほぐれて、構えていた体から力が抜ぬけた。

　黒面から出てくるなんて、この少女はただ者ではない。

　だが同時に、だからどうしたという気持ちになった。彼女は困こん惑わくして、不安そうだった。だったら自分のすることは一つだけだ。

「……おい、まて」

　一歩すすもうとする肩を、アリスがぐっと押さえた。

「……ガキの姿だからって、甘く見るな」

「そんなの関係ないですよ。私は相手が赤ちゃんだろうとお化けだろうと、態度をかえたりしませんもの」

「あ、おい！　まて！　せめて俺が先に行く！」

「いえいえ、私が行きますよ」

　結局、二人で競争するように少女のもとへと歩み寄り、

「おいガキ」

　ぬぅん、と腕うでを組んで、機先を制するようにアリスが言った。

「お前、何者だ？　どうやって黒面をこえてきた？」

「…………」

「話せ。それとも喋しやべれないのか？」

　少女はたちまちおびえて、不安そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「おい、正直に言えよ。この街はいま、ただでさえ普通とは違うんだ、舐なめた態度とってるとお前なんて痛い痛い痛い痛い!!」

「もう、アリスさんってば、いじめちゃだめですよ。かわいそうに」

「お前に踏ふまれてる俺の足は可哀かわい想そうじゃないんですかねぇ!?」

「いいからちょっと離はなれててください。──ごめんなさいね。この人、ちょっと怖こわそうですけど、じつは全然怖くないですから。ね？」

　かがみ込んで少女と目線を合わせて、アイはにこりと微ほほ笑えんだ。

「言葉、分かります？」

「なんだよ。俺と言ってること同じじゃねーか」

「ア、リ、ス、さん。──ね？　こわくないですよー」

　アイは少女の前からアリスを追い払はらってやり、そっと、その頭をなでようとした。

「あ」

　しかし頭に触ふれるその直前、アイの手はパシリとはじかれた。

「……おい」

　たちまちアリスが怖い顔をする。

「ずいぶんな挨あい拶さつじゃねえか……」

「まって、アリスさん。今のは私が──」

　アイはなんとかこの場を取りなそうと努力した。

「……さい」

　だが、そんなものは、あくまでアイ達の都合でしかなく、














「え？」

　少女の事情には一いつ切さい、関係なかった。

「うるさいって、言ってるの！」

　突とつ如じよ、少女が叫さけんだ。

「すこしは黙だまりなさいよあんた達！」

　アイは黙った。

「ぽっとでの脇わき役やくが調子にのってんじゃないわよ！　わたしの人生のじゃますんな!!」

　アリスもまた黙り込んだ。二人とも、言葉に動かされたわけではなかった。

　二人を止めたのは、少女の瞳いっぱいにあふれた涙なみだだった。

「私はいま、いそがしいの！　関係ないやつは引っ込んでなさい！」

　そして、彼女は二人を無視してくるりと振り返り、

　黒面に向かって、大声で、




「バカ────────!!」




　罵ば倒とうが夜にこだまする。

「バカァ！　アホォ！　アンポンタンの！　ドテカボチャ～～～！」

　少女は黒面の向こうにいる誰かを、力の限りバカにしていた。だが罵ば声せいはあきらかに愛情ゆえのもので、そのひとつひとつに身を切るような響ひびきがあった。

　燃えさかる丘おかの頂で、少女は涙をこらえて叫んでいた。

　アイは、ようやく気づいた。彼女が、いつのまにかひどく追い詰つめられていて、ギリギリのところに立っていたことに。ギリギリのその場所で、それでもなんとか踏ん張って耐たえていたのだ。

「ぜんぶ、わたしがやってやる！　あんたにできなかったこと、ぜんぶ、わたしが……わたし……が……」

　アイは、そっと、彼女に寄り添そった。少女は本当に子供でしかなくて、その背せ丈たけは小さなアイの肩までしかなかった。

　そんな存在を、どうしてアイが見放せようか。

「あ、おいコラ！」

　アリスの制止などまるで聞かずに彼女のそばに寄り添った。

　今度は、はね除のけられることはなかった。

「わたしは、ちゃんと……ひとりでも、がんばれるんだもの……」

　言葉とは裏腹に、少女はそっと、アイのシャツを握にぎりしめ、その胸に頭を預けていた。

　ぽんぽんと、もはや思い出すことすら難しいほど昔に母がしてくれたように、アイはその背中を叩たたいてやった。

「……だから、だから…………ぅぅ……」

　まるで北風と太陽の寓ぐう話わのようだった、少女は北風の厳しさには負けなくても、太陽の暖かさには勝つことが出来ず、

「………………ぅぅぅ…………ふぅぅぅぅ～～～」

　静かに、泣きだした。

「…………」

　アイは、自分が悲しみに暮れたときに人にして欲しかった事をすべてやってあげた。そばにいて、静かにその頭をなでてやった。少女は全身をこわばらせてすがりつき、炎ほのおのように熱く泣いていた。

「…………………………おかあさん……」

　少女が何者なのかは、アイにはさっぱりわからなかった。黒面から出てきたわけも、なぜ子供の姿をしているのかも。なにひとつ理解することはできなかった。

　だがそれ以外の大事な部分はもう、すべて分かっていた。

　彼女はなにか、使命を抱いだいてこの世界に来たのだ。

　母と、別れて。

　それだけで、助ける理由は、十分だった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　アイは噓うそを吐ついた。

　直感が告げている。この少女には、なにか過か酷こくな運命が課せられている。自分や、アリスがそうだったように、人生すらねじ曲げるような運命さだめの下に生きている。

　だが、それでも、言った。

「きっとあなたも、大丈夫ですよ……」

　少女の泣き声が祭り囃ばや子しに響いて消えた。




　　　　[image: くぎりもじ]




　翌朝。

　少女は見知らぬ部屋で目覚めた。

「…………」

　分厚いカーテンに仕切られた薄うす暗ぐらい部屋の中でゆっくりと体を起こす。部屋にはショベルやらコロンやらが几き帳ちよう面めんに並べられていて持ち主の性格をうかがわせた。

　ベッドから抜け出して部屋の外に出る。扉とびらの向こうは短い廊ろう下かを挟はさんですぐに階段だった。少女は自分の背丈くらいある手て摺すりにすがるようにしながら一段一段をていねいに下りていく。

「～～♪」

　その鼻歌は一階から聞こえていた。







　前回の事件で家を失ったユリー一家は現在、町中にあるアパルトメントへと移り住んでいた。その、一階にあるキッチンで、アイは鼻歌をうたっていた。

「～～♪　赤いー花わ～まるでフフンフ～♪」

　髪を結ゆい上げ、エプロンつけて、トントンコトコトとリズムに合わせて野菜を切る。

　火ひ搔かき棒で炎を調節し、野菜を火の通りが遅い順番に刻んで鍋なべに落とす。すべての作業は工程表があるかのようにスムーズに進められて無む駄だがない。

「さて、そろそろみんな起こしますかね」

　料理はいつも、傷ス持カちーやユリーと一いつ緒しよに作るのだが、今日はサービスということでアイがひとりでやっていた。

　スープを混ぜながら、ちらりと天てん井じようを見上げる。そのむこうではユリー達とアリス、それにこの家を別べつ荘そう代わりにしているディーも居るはずだ。

　──それと、あの少女も。

「……ふむ」

　エプロンを外しながら、アイは自分の部屋がある方角を見つめた。

　昨日の夜。

　あれから少女はすぐに泣き疲つかれてしまい、そのまま気絶するように眠ねむってしまった。それで仕方なく、アイは彼女を自分の部屋に運んだのだ。

「さて、どうなることやら」

　ぼそりと呟つぶやいて、スープを一口分だけ小皿にとって口に運んだ。別につまみ食いをしているわけではない、これは味見という正当な調理活動の一部だ。自分、つまみ食いとかそういうのはもう卒業したのである。

　……ま、ちょっとばかり量は多いかもしれないが。

　そのときだった。

「……なにしてるのよ」

　声が掛かかった。

「うひゃい！」

　慌あわてて小皿を隠かくして振ふり返る。

「た、ただの味見ですよ味見！　……って、あら？」

　てっきりあきれ顔の傷ス持カちーかニヤニヤ笑いのディーがいるかと思ったのだが、違ちがった。

　そこにいたのは昨日の、真っ白な少女だった。少女は昨日と同じワンピースのまま、キッチンの入口にひっそりと立っていた。

「目が覚めたんですね。おはようございます」

　アイは腰こしをかがめてにっこり笑った。

「…………」

　少女は返事をしてくれなかった。無視というわけではなく、ただ困こん惑わくしているようだ。

「おはようございます。ですよ」

　もう一度繰くり返す。困惑の色がさらに深まる。

　ふむ、とアイは首をかしげた。

「おはようございます。って言われたら、おはようございます。って返すんですよ」

　ともすれば『バカにするな』と怒おこられてしまいそうな説明だった。しかし少女は純じゆん粋すいに首をかしげて、

「……なんでそんなことするの？」

『そうくるか……』とアイはうなる。

「うーん、そうですねぇ。たぶん、こういうのが決まってないと、いつも、最初に悩なやむことになっちゃうからじゃないですかね」

「なやむ？」

「ええ、声を掛けるにしても、挨あい拶さつがなかったら難しいですからね。なんて言えばいいのか分かんないですもん」

「…………うん……うん！」

　とても合が点てんがいったようで、少女が力強く頷うなずいている。アイはおや？　と思って、

「……もしかしてさっき、私に話しかけるときに、結構こまってたりしました？」

　ぼんっと、瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器のように、少女の頰ほおが朱しゆにそまった。あまりのわかりやすさにアイはぷっと吹ふき出してしまう。

　そこに悪意などはまったくなかったのだが、たちまち少女は誤解したらしく、

「……ないし……」

「え？」

「……ってなんか、ないし……」

「すみません、もう少し大きな声で──」

「だから！」

　バン！　と、テーブルが叩かれた。




「こまってなんか、ないし！」




　ぱちくりと、アイは瞬まばたきをする。

「別に！　あんたに話しかけるのに、あたしが困ったりとか、するわけないでしょ！　バカにしないでよね！　わかった!?」

「は、はあ」

　ふん！　と長い髪かみを舞まわせてそっぽを向く。

　まるで火の玉のような少女だった。

　いままで自分の周りには居なかったタイプだ。アイの知り合いにはお姫ひめ様さまも貴族の令れい嬢じようもいるが。少女は彼女たちよりもずっと女王さまみたいだった。

　だからといって、気に障さわるかというと、そうでもなかった。彼女の振る舞いはとても〝らしくて〟これなら昨日のめそめそした姿より何倍もいい。

　だがそれはそれとして、

「それでもやっぱり、挨拶は返した方がいいですよ」

　ね？　と腰をかがめてアイは微ほほ笑えむ。頑がん固こさなら負けてはいない。

「ね？」

「…………」

「おはよーございます」

　少女は顔をそらしたままだったが、やがて小さな声でぼそりと、

「…………おはよ」

「はい、おはようございます。よくできましたね。えらいですよ」

「ば、バカにしないで！」

「あ、これは失礼しました」

　頭をなでたら怒られてしまった。子こ供ども扱あつかいをされて怒った経験のあるアイは即そく座ざに反省した（ユリーなどは「いい位置にあって、つい」などと不届きな言い訳をしたりする）。こういうのはタイミングとかが大事なのだ。

「すみませんでした。これ、お詫わびにどうぞ」

　ことりとテーブルにカップをおく。

「……なにこれ」

　興味半分、警けい戒かい半分、そんな比率で少女がカップを見つめている。

「ホットチョコです」

「…………ホット、なに？」

「えっと、チョコを温かいミルクで溶といた飲み物です」

「チョコ？」

「チョコレート、知らないですか？」

「し、しってるわよ！　たべたことないだけよ！　わるい!?」

「悪くはないですけど嘆なげかわしいです」

　まったく最近の若い者は、とアイはかぶりを振る。

「チョコを知らないなんて、人生における損失です。ささ、ともかく飲んでみてください。熱いから気をつけて」

「…………」

　爆ばく弾だんでも扱うように、おそるおそるカップが持ち上げられて、

「～～あつっ！」

「ああもう、言ったのに……。ふーふーしてください。ふーふー」

　アイは見本を見せるように自分のカップをふーふーした。少女もまねをするように口をすぼめてふーふーして、

「あまい……」

　一口飲んで、びっくりしていた。

「甘いの、お好きですか？」

　こくこくと首を振る。

「よかった」

　少女は夢中でホットチョコを飲んでいた。その姿を肴さかなに、アイもカップを傾かたむける。

　──どういう子なのだろう。と思っていた。

　黒面から現れた、明らかに十五歳に満たないこの子は、いったいどんな人間なのだろうと、アイはずっと、そんなことを考えていた。

　いま分かった。この子は普ふ通つうの、意地っ張りな女の子だった。

　これなら全然大だい丈じよう夫ぶだ。

「私は、アイ・アスティンと言います」

「……ふうん」

　カップを抱かかえたまま頷く。名乗り返してくることは当然のようにない。

「アイって呼んでくださいね。……それで、あなたの名前はなんですか？」

　チョコを飲む合間に息いき継つぎをするように、少女は応こたえた。

「ない」

「……〝ナイ〟さんですか？　それとも〝ナイン〟？」

　ふるふる。

「まさか、名前がない、ということですか？」

　こくこく。

「えっと、じゃあ、質問を変えて……あ、あなたはいまおいくつですか？　実は私、十三歳なんですよ。こっちの世界ではもう同年代以下っていなくて──」

　ぬぅっと、四本の指が立てられた。

（………………十四歳？　いえ、四歳？）

　どちらもあり得ないように思える。

　だが現実はもっとあり得なかった。

「よっか」

「え？」

「うまれたのは、四日前よ」

　これには、流石さすがのアイも、けっこう困った。

　今までの人生で培つちかってきた会話術がまったく通用しなかった。それこそ挨拶が通じない気分。いったいこの先どうやって話をすればいいのか検討もつかない。

　すると、そんなアイを、今度は逆に、少女の方がじっと観察したのか、

「……わるいの？」

「え？」

「名前がないと、わるいの？」

　その瞳ひとみは九割の敵てき愾がい心しんと、一割の怯おびえで出来ていた。

　アイは「ふむ」と腕うでを組んで考えてみた。名前が無いことはわるいことなのか？　質問はもとより、その瞳に浮うかぶ感情を含ふくめて答えを決めた。

　答えは簡単に出た。

「いえ。特には」

「あっそ」

「悪いことでは、ないとおもいます」

「……じゃあもう、だまってなさいよ」

　そっけない返事だったが、アイは少女を包む空気がホッとゆるんだことに気づいていた。

「ふふふふふ」

　ニマニマ笑って頭をなでた。これは大丈夫なタイミングだった。

「……なによ」

「いえいえ」

　少女は不ふ機き嫌げんな猫ねこみたいな表情で、でもされるがままにしていた。

「おかわり、いります？」

「…………うん」

　それから二人は、他の者達が起きてくるまでの時間を、温かなチョコを舐なめて過ごした。それ以上なにか聞くと、今の答えが噓うそになりそうな気がしてアイはなにも聞かなかった。また、それでいいと思った。

　気が強くて、意地っ張りなことが悪いことではないように。

　墓はか守もりと人とのハーフであることが悪いことではないように。

　名前が無いことだって、責められるようなことではないのだから。
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「──と、言うわけでこちらがはるばる黒面を越こえてやって来た名前のない女の子の、〝ナイン〟さんです。ちなみに生後四日だそうです」

「うん、ちょっと待て」

　朝食を食べ終えた、ダイニングでの事である。

　ユリーは持ち上げた紅茶を下ろして眉み間けんをもんだ。右手を前に掲かかげて「待て」のポーズをとる。ところがアイは当然待たずに、

「で、ですね、この子をうちに置いてあげたいのですけど……」

「だから待て、頼たのむから、待ってくれ」

　トントン、とテーブルを指で叩たたいて思考を巡めぐらす。わかっていた、わかってはいたのだ。朝、この娘むすめが『あ、ユリーさんおはようございます。実は……』と切り出した辺りでもう、またアレな話だと、わかってはいたのだ。

　よし、とユリーは覚かく悟ごを決めた。

「……まず、聞きたい。その子は黒面を越えてきたのだな？」

「ええ、私とアリスさんが確かく認にんしました」

　うむ、一歩前進だ。ユリーは拳こぶしをグッと固める。理解は不可能だが意味は分かる。なんだこんなもの、あり得ない場所からあり得ない存在が出てきたというだけの話ではないか。簡単だ。

「それで、この子は生まれてから四日しかたってなくて、名前がないのだな？」

「そうらしいです」

「なぜ？」

「さあ。私も聞いてないので分かりません……」

　うむ。広い世界だ、そういう事もあるかもしれん、なにも不思議はない。──どちらかというとそんな重要な事を聞かないで済ませられる娘の思考回路の方が分からないくらいだが……。

　いや、いまはいい、問題は次だ。

「それで、なんだその〝ナイン〟というのは。……名前は無いはずだろう？」

　はたしてアイは答えた。

「私が付けました」

「君が付けたのか」

　どっと疲つかれて、ユリーは巨きよ大だいなため息をついた。最大の困こん惑わくの原因は、やはり目の前の身内に原因があった。思えばいつもそうだ。どんな不思議や不可解よりも、ユリーにとってはアイのほうがずっとファンタジーだった。

　ぽんっと肩かたに手を置かれる。見るとアリスが『心の底から同情する』という風にふるふると首を振ふっていた。優やさしさが痛かった。

「……その名前には、なにか意味があるのか？」

「これはですねー、最初に勘かん違ちがいしたときの響ひびきが良かったので、そのまま名前にさせていただいたのです。えへへー」

　なんだろう、この『褒ほめてもいいんですよ？』とでも言いたげな顔は。どうしてそのネーミングセンスでそんな顔ができるのだろう。ユリーには心底不思議だった。

「……君は、それでいいのかね？」

　まるで他ひ人とごとのようにお茶（砂糖とミルクたっぷりだ）を飲んでいた少女が言う。

「べつに」

「しかし、自分の名前のことだろう」

「だから？」

　ううむ、とユリーは腕を組む。アイとは別の意味で面めん倒どうそうな娘だ。

「……別に、いいのではないでしょうか？」

　そのとき意外なところからの助け船が出た。傷ス持カちーだ。

「名前がない。という事でしたら、私もある意味ではそうですから」

「……そういえば、そうだな」

「ええ、墓守は基本的に、その場での名前しかありませんから。私も〝マリア〟や〝人でなし〟など、いろいろな名前を貰もらったものです。傷ス持カちーというのも、好きで使っているだけで、本来は侮ぶ蔑べつを目的としてつけられたものでしたから」

「そうだったのか……」

「ええ、だから、重要なのは、形でも経けい緯いでもなく、気持ちだと思います」

　ふむ、と顎あご髭ひげをなでる。その言葉はとても納なつ得とくのいくものだった。

　……俺も年をとったものだ。

　ユリーはふっと笑って、傷ス持カちーに頭を下げた。

「なるほど、これは、君にひとつ教えられてしまったようだな」

「そんな、私なんかまだまだです……」

「いや、君の名前についても、そんな経緯があったなどとは気付かなかった。……それ以前に、名前に由来があるなどと、考えたこともない……至らん男だな、俺は……」

「そんなこと、ないですよ。……今日のあなたは、結構、至る男ですよ」

「そう言ってくれるか……ありがとう」

「いいえ……うふふ」

　あはは、うふふ、だぅだぅ、と三人が精神的にフェイドアウトしていく。

「おっさん共はほっといて次行くぞ」

「はい」

　二人とバトンタッチするように、アリスとアイが身を乗り出した。

「改めて聞くぞ。お前は誰だれだ？　なにが目的だ？　どうやって黒面を越えてきた？」

「まってくださいアリスさん。そんな聞き方ってないですよ。もうそういうカンジじゃないんですから」

「うるせぇ、なにが〝カンジ〟だ。適当なこと言ってんじゃねーぞ。これは街の安全のためにも聞いとかなきゃなんねーんだ。どう考えても怪あやしいだろこいつ」

　わいわいきゃーきゃーと、意見を戦わせる。二人ともお互たがいのスタンスを完かん璧ぺきに理解し合った上で戦っているから埒らちがあかなかった。その舌戦は脱だつ線せんに脱線をくりかえしてあっという間にお互いの個人攻こう撃げきへと変わった。

「そんなこと言ってアリスさんがやる事って結局は全部背負い込んでダメになっちゃう系けいじゃないですか！　その変なところで生き真ま面じ目めな性格いい加減にしてくださいよ！」

「こんのっ！　それ言ったらお前なんか勘とフィーリングだけで生きてるファンタジスタじゃねーか！　少しは先の予想とかしろ！」

「あーあーあー、言っちゃいますかそれ！　言っちゃうんですか！　だったら私も言わせてもらいますけど──」

　てんやわんやである。

　そんな騒さわぎの中心にあって、件くだんの少女はむしろ部外者のように静かだった。ひとり平和に食事をとり、お茶を飲みほしてホッと息を吐はき、

「〝ごちそうさま〟」

　これでいいか？　と確認するような調子で少女が言った。アイはアリスの頰をつねるのを一時中断してグッと親指を立てた。

　少女は立ち上がって、

「……言っておくけど。わたしはあんた達のやっかいになる気なんてないから、安心して、やらなきゃならないこともあるし、もういくわ……それじゃ、〝さようなら〟」

「へ？」

　そのままあっさりと部屋を出て行こうとした。

　アイは慌あわてて呼び止めようとした。だが、それよりも一いつ瞬しゆん早く、




「ところがどっこい、そうもいかないんだなー」




　それまでずっと黙だまって話を聞いていたディー・エンジーが、声を上げた。

　扉とびらに手を掛かけていたナインが、ぴたりと止まって振り返った。

　ディーはコチリとカップを置いて、にっこりと笑い、

「なにか、勘違いがあるみたいだから言っておくけれど、別にボクたちは家いえ出で娘むすめの一いつ匹ぴきを引き取る引き取らない、なんて話をしている訳じゃないんだ」

「私はしてますけど？」

「……訂てい正せい、ボクとアリスは、だ」

　こほん、と空から咳せき。

「分かるかな？　ボクは君を、ただの子供だなんて思ってないんだ。認識としては歩き回る不ふ発はつ弾だんが近いかな、爆ばく発はつするかどうかも分からなければ、その威い力りよくも分からない。そんなものが街にあって、ほっておけるわけがない。分かるでしょ？」

「……だったらどうしようってわけ？」

　不機嫌さを隠かくすこともなくナインが顔をしかめた。

「不発弾みたいに、あたしをばらばらにするっていいたいの？」

「そんなことはしないさ」

「あら、やさしい。ぬるいくらいね」

「そりゃあ、下手なことはできないからね。だって、その不発弾はもしかしたら完璧に作動していて、ボクたち全員を吹っ飛ばせるかもしれないんだから」

「…………」

　ナインの目つきが変わった。ディーはにこりと笑った。

「そこで、ボクはキミと交こう渉しようがしたいんだ」

「交渉？」

「うん、少しだけ質問に答えてほしい」

「……それに答えると、わたしはなにか得をするわけ？」

「そうだね、答えてくれたら、二度とこういう邪じや魔まが入らないようにしてあげるよ。少なくともこの街ではね」

「…………いいわ」

　くるりと振り返って、ナインは初めてまともにディーを見た。

「さ、なんでも聞きなさい」

「ありがとう、じゃあまず最初に、君の〝お母さん〟って人のフルネームを教えてくれるかな」

「……変なことを聞くのね。べつにいいけど。……ウラドよ。ウラード・エル・サイカヴァッティ。それが母の名前」

　……誰それ？

　という空気が居間に満ちる。アイはもちろん知らないし、見ればアリスも傷ス持カちーも知らない様子だ。

「……あんた、母を知ってるの？」

「ま、それなりにね。ふうん、やっぱりそうか、なるほどね……」

　一人だけ訳知り顔でディーが頷うなずく。

「よし、いいよ。ご協力ありがとね」

「もう？」

「今ので別の名前が出るようだったらもう少し聞いただろうけど、当たりが出た後の籤くじを引き続ける趣しゆ味みはないんだ」

「あっそ」

　今度こそナインがきびすを返した。

「あ、そうだ、これは単純な興味だから、答えなくてもいいんだけどさぁ」

　去りゆく背中に、ディーが聞いた。

「キミの目的って、なに？」

「目的？」

「そう、目的。あるいは夢って言ってもいいかな」

「……私の、夢……」

　その質問は、よほど、彼女の琴きん線せんに触ふれるものだったのだろう。ナインは心を打たれたようにしばしたたずみ、まるでうまれてはじめて空を羽ばたく鳥のような、朗ほがらかな笑え顔がおを浮うかべてみせた。

　それは今まで見たことがないくらい自じ慢まんげで、年相応の、輝かがやくような笑みだった。

「……そんなの、最初から決まってるわ」

　ナインは言った。




「私は世界を救うのよ」




　ああ、そうかい、とディーが答えた。

　え？　とアイは声を漏もらした。

　アリスも、ユリーも凍こおっていた。食しよく卓たくを冷たい空気が支配していた。

　それは、その夢は、

「ちょ、ちょっと、まってください」

　アイの、

「世界を救うって、それってどういう──」

　問いただそうとするが、そのときにはもう、ナインの目にはなにも映っていないようで、

「そうよ。そのために、私は生まれてきたんだもの！」

　輝くような笑顔だった。

「だから待ってって……」

「そうよ！　こうしちゃいられないわ！　まってろ世界！　わたしがいくわよ！」

　そう言って、ナインはもう振ふり返らずに、駆かけるようにして去って行った。

「え？　え？　ええ～～！」

　あとにはアイの悲鳴だけが残った。
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「まって！　待ってくださいナインさん！」

　ぽかんとしていたのは数秒だけで、アイはすぐに彼女を追って通りに出た。

　幸さいわいすぐに見つかった。ナインは通りの三軒けんむこうをゆっくりと歩き去っていく。

「もう！　急にどうしたのですか」

　駆け足で追いすがってアイは聞いた。するとナインはちらりと振り返って、

「……べつに、ほっといてくれてもよかったのに」

「はぁ、はぁ……ったく、よく言うぜ」

　同じく飛び出してきたアリスが言う。

「こんなにゆっくり歩いてた奴やつがなに言ってんだか、追いかけてきて欲しいのバレバレじゃねーか」

「──!!」

「もう、アリスさんってば。やめてください──ごめんなさいね。いつもはこんなに突つっかかる人じゃないんですけど」

「…………」

　あら？　とアイは首をかしげた。少女は『ふざけんじゃないわよ！』とか『ひっこんでなさい』と怒おこるものと思ったのだが、実際にはおびえた様子でアイの陰かげに隠れるだけだった。

「あらら……これはかわいい……」

「……ちょっとまて、なんでお前、俺にだけそんな態度なんだよ……」

「初対面での対応の差でしょうね。ほーら、こわくない、こわくない」

　よしよしと、アイはナインの頭をなでてやった。すると彼女はいじけた様子で『……もう行く』と言って再ふたたび歩き始めた。

　しかたなく、二人もその背中を追いかける。

　朝の街を三人で歩く。この辺りは廃はい墟きよをそのまま直した家々が多くて、だいぶ復興が進んでいた。

「ね、ナインさん」

　ひょいと背中から顔を出して、アイは聞いた。

「……なに？」

「さっき言ってた『世界を救う』って、どういうことなんですか？」

「……聞きたいの!?」

「え、ええ」

　まるで、自分の仕事について質問された若い職人のように、ナインはきらりと瞳ひとみを輝かせて賢さかしげに言った。

「そのままの意味よ。私は世界を救うの」

「はぁ、でも、どうやって？」

「知らないわ」

「は？」

「そんなのはこれから考えるわ……でも！　とにかく！　私は世界を救うのよ！」

　どこかで、聞いた事がある台詞せりふだった。

「だって私はそのために！　産まれてきたんだもの！」

　アイは、自分の表情がすうっと冷めていくのが分かった。『そうなのですか』と驚おどろくほど平静に相づちを打てた。だから言えた。

「だったら、私もついていって、いいですか」

「手伝ってくれるの？」

「ええ、かく言う私も、前は同じ夢を見たものですから。言ってみれば、あなたの先せん輩ぱいですよ」

　えっへん、と胸を張る。

「そうなの!?　すごい！　……でも『前は』って、なぜ？」

「それは……大失敗して、挫ざ折せつしちゃったんです」

「そうなんだ……でも安心して！　かわりにあたしが救ってあげるから！」

「あはは、ありがとうございます」

「そのためにはまず世界を見なきゃね！　とりあえず人通りの多いところにいくわ！」

「お供しますよ」

　ナインがぶんぶんと手を振って歩き出す。その後ろをアイがゆっくり追いかける。

「……おい」

　さらにその後ろをアリスが追って、何か言いたげに肩かたを叩たたいた。アイは笑って、『大だい丈じよう夫ぶですよ』と答えた。噓うそではない。本当だ。

　夢を無くして、裏切って、

　裏切りを肯こう定ていしてしまったのに、

　それでも本当にもう、大丈夫なのだ。大丈夫になってしまったのだ。

　そのことが少し、寂さびしいだけだ。

「はやくー！」

　目の前を、輝く子供が走っている。

「いま行きますよ」

　アイは彼女を追いかけた。

　けして追いつくことなど出来ないのだと、知りながら。
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　オスティアを貫つらぬく大通りは、いまや世界でもっとも混雑する場所だった。

　人々は黒面を目指して列をなし、まるで巨きよ大だいな蛇へびのようにとぐろを巻いて街かい道どうを埋うめ尽つくしている。その様はもはや『並ぶ』というより『群れる』に近く、列はある種の共同体として機能していた。人々は列の中で食事をとり、眠ねむり、日々の暮らしを送って、なかには新しい商売を始めている者までいる。

　その一角でのことだった。







「ねえ！　あんた！」

　ナインがまた、道行く人を捕つかまえた。今度はパンを歩き売りしている中年の男だった。

「はいはい、お嬢じようちゃん。一つでいいかい？」

　人当たりのよい笑みを浮かべて男はパンを差し出した。だがナインは首を振り、

「パンなんかいらないわ！」

「だったらお菓か子しかい？　そら、クッキーもドーナツもあるぞ」

「そうじゃないの！」

　話を聞きなさい！　とナインは怒って、

「それより！　あなたいま救われてる!?」

「は？」

　男の顔が怪け訝げんそうにゆがむ。

「あのね！　私いま！　世界を救ってるの」

「は、はあ」

「だから手始めに、あなたのことを救ってあげる！　さ、願いを言いなさい！」

「…………」

　すっと貼はり付けたような営業スマイルがはがれ落ちる。だがそのことにナインは気づかない。

「なんでも私が！　叶かなえてあげるから！」

「……っち、はみ子こか」

　もはや返事すらせずに、男は厄やく除よけの文句をひとつ唱えて去っていった。

「あ、ちょっとあんた！　──もう！　なんでよ！」

　ナインは悔くやしさにその身を震ふるわせて、地じ団だん駄だをふんで涙なみだ目めになった。だがその次の瞬しゆん間かんにはまた誰だれかを見つけて元気になり、『ねえ！　ちょっとあなた──』と突とつ撃げきしていた。




「ねえ聞いて！　私は世界を救っているの！」




　それを、アイは近くの壁かべにもたれかかって見つめていた。

「…………」

　すでに昼をまわっている。

　そのあいだ、ナインはずっと、こんなことを繰くり返していた。

「……とめないのか？」

　近くの露ろ天てんで買った串くし焼やきをもてあそびながら、アリスが言った。

「…………」

　アイは近くに置いてあった皿を持ちあげて、立ち上がった。皿にはすっかり冷めてしまったナインの分の食事があった。

　腰こしの曲がった老ろう婆ばが逃にげていく。

「あ、ちょっと待ちなさいよ！」

「お疲つかれ様です」

　逃げる老婆をかばうように間に入って、ナインがなにかを言う前に口を挟はさむ。

「ご飯でも食べて休きゆう憩けいしませんか？」

　むすり、とした不満顔で顔をそらす。

「……いらない」

「まあまあ、そんなことおっしゃらずに。なんだったら新しいのを買ってきますよ」

「いらないってば！　もう！　アイはあっち行ってて！　……あ！　ねえ！　ちょっとそこのあなた！」

　果くだ物もの売りの少年が逃げる。

「一休みしたら、なにか良い考えが浮うかぶかもしれませんよ」

　すごすごと帰ってきたナインに言う。

「…………」

「ね？」

「……あとで食べるから、おいといて」

　それ以上は何も言えず。アイは近くの塀へいに皿を置いてから元の壁に戻もどった。

「なんだって？」

「一歩前進です。後で食べると言ってくれました」

「……そっか」

　再び、二人は壁により掛かかって、ナインの奮ふん闘とうを見つめていた。

　誰だれ彼かれ構わず声を掛け、無視され、気味悪がられ、それでも次へと向かっていく。

　逃げる男を追いかけようとして、ナインがべしゃりと転んだ。顔面から泥どろに突つっ込こむような、痛々しい転び方だった。だが彼女は痛がることも泣くこともせず、ぐいっと顔をぬぐって立ち上がる。その目の輝かがやきに一いつ切さいの濁にごりはなく、諦あきらめを感じさせる陰かげりもない。

　何度断られても、無視されても、ナインは諦めずに、ただ前を向いて走っていた。

「ねえ、アリスさん」

　壁にもたれかかったまま、透とう明めいな気持ちで、アイは言った。

「ユリーさんって、ずっとこんな気持ちだったんですかね」

「…………」

　アリスはなにも応こたえなかった。

　アイはぼんやりと、安全な場所から雨に濡ぬれる人を見ているような気持ちで、ユリーの事を考えていた。

　あの、空気が読めなくて、デリカシーのない、子供みたいな大男は、

　それでも、やっぱり、大人だったらしい。

　ぽんぽんと、アリスが頭をなでた。それはとてもよいタイミングだった。

「なあ」

　やがて、アリスがなにかを決心したような調子で、聞いた。

「……お前、あいつのこと手伝うって、本気か？」

「まさか」

　アイは即そく座ざに答えて、ゆるゆると首を振ふった。アリスは『だよな』と息を吐はいた。

「そうか、そうだよな……」

「ええ、私はただ、見守るだけですよ。……あの子が失敗する、その時まで」

　あの大男がそうしたように。

「それなら、いいんだ。……けど、長丁場になりそうだな」

　だがそれは一日や二日では終わりそうもなかった。なんせアイでさえ一年ちかくかかったのだ。

「そうですね。あの子は根こん性じようがありそうですから」

「はは、お前が言うなら相当だ。……だったら俺たちもそのつもりで行くか」

「はい」

　いい加減、壁に張り付いているのも飽あきた。二人は跳はねるように壁から離はなれた。

「んじゃ、俺はディーをとっちめてくるよ。あいつ絶対なにか知ってるもんな」

「お願いします。とくに、ウラード・エル・サイカヴァッティさんについて、聞いてみてください」

「わかった。……ちなみにお前、この名前に心当たりはあるか？」

「ないです。アリスさんは？」

「俺もだ。っと、言いたいところだが、なんか聞き覚えあるような、ないような……」

「それも、ディーさんに聞けば分かるんじゃないですか？」

「そうだな。んじゃ、いってくるよ。どこかに移動するときは伝言たのむ」

「わかりました」

　そうして、二人が行動に移ろうとした、そのときだった。




「ふざけんじゃねぇ！」




　パリン！　と、焼やき串ぐしの皿が踏ふまれて割れた。

「きゃあ！」

　突き飛とばされたナインが尻しり餅もちをついた。

「アリスさん」

「分かってる」

　二人は同時に駆かけだした。

「なにが世界を救うだ！　なにが願いを叶えるだ！　馬ば鹿かにしやがって！」

　路地裏で、一人の男が激げつ昂こうしていた。

　男は黒面を目指して来たとおぼしき旅人で、ナインの言葉に怒いかりを駆られた様子だった。その足あし下もとには踏みにじられた串焼きが散らばり、突き飛ばされたナインが目を回していた。

　男はそのまま足を振り上げて──、

「まずい」

　アリスが一瞬で接敵。背後から足あし払ばらいを仕し掛かけて男を転ばせる。

「ぐはっ！　なんだぁ？」

　男はなにが起きているのか気づいてすらいないようで、腕うでを取られ、肩かたを固められてからようやくアリスの存在に気づいた。

「おい手前てめえ！　なにしやがる！」

「そりゃこっちの台詞せりふだ。落ち着けよ。相手は子供だぞ」

「そんなこと関係あるか！　あいつは！　あのガキはよりによって！　……ええぃ！　放せ！　放せぇええ！」

「ナインさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　駆け寄ったアイはナインの体をそっと支えた。

「あいたたた……」

　どうやら頭は打っていないようで、腰の辺りをさすっている。アイはほっと息を吐いた。

　ナインが元気いっぱいで起き上がって男を睨にらみ、

「あんた！　何すんのよ！　こっちは願いを聞いただけじゃない！」

「ナインさん！　やめてください」

「ちょ、ちょっとアイ!?　なんで私の方を止めるのよ!?」

「いいから！」

　暴力をふるった男を、しかしアイは責める気にはなれなかった。

　なぜならその時にはすでに、男がどんな状態にあるか分かっていたからだ。

「ひぃ！」

　そのとき、ぶちぶちぶちと、

　異様な音が辺りに響ひびいた。同時に男が悲鳴をあげて、肩の辺りを押さえている。

「？　おい、いまのなんの音だ。お前、何か隠かくし持ってるのか？」

「か、隠してなんかない！　わかった！　もう暴れないから！」

「いいから、ちょっと服ぬいで、肩を見せろ」

「それは……」

「いやなのか？」

　びち、びち、

「ひぃ！　わかった！　わかったから放してくれ！　そんなに強く摑つかまないでくれぇ！」

　まずい。

「アリスさん！　放してあげて！」

　アイは叫さけんだ。

「いや、でもこいつ、まだなにかするかもしれな──」

「いいから！」

　だが間に合わなかった。

　ぼきり、と、

「へ？」

　アリスの間の抜ぬけた声が響く。

　次の瞬しゆん間かん、男の腕が、肩からもげた。

「ぎゃああああああ!!」

「な、そんなつもりじゃ……」

　引っこ抜けた右腕をぶら下げて、アリスが困こん惑わくの声を上げた。

「あああああ！　俺の腕！　俺の右腕がぁぁああああ！」

　男はその手をひったくって抱かかえ込んだ。

「……あ、あんた、まさか」

　アリスも気づいた。

　男は、死者だった。

「うう、うううう……見るなぁ。そんな目で俺を見るなぁ……」

　自分の体を隠すようにうずくまって、男は泣いた。

　だがその瞳ひとみは乾かわききって、一ひと滴しずくの涙なみだもこぼれることはなかった。

「畜ちく生しよう……なんで、なんで、俺だけ……こんなのあんまりだぁぁ!!」

　ぱんぱんに膨ふくれあがった膿うみが破は裂れつしたように、男は嘆なげき、悲しんだ。その様を見て、アイは大体の事情を推測することができた。

　それは現在、街を悩なやませる大きな問題の一つだった。

　黒面は、新世界へとつながる扉とびらだ。しかし、その扉は生者にしか開かれておらず、死者は通ることが出来ない。

　それでも、黒面を目指してやってくる死者は多かった。彼等はあやふやな噂うわさに騙だまされて、あるいは一いち縷るの希望に身を任せて街までやってきては、黒面を試ためし、だが通れず、やがて諦あきらめて、でも諦められなくて、街をうろつくようになるのだ。

　この男も、そうなのだろう。

「……折角、新世界の扉が開いたってのに、死んじまったら……駄だ目めじゃねぇかぁぁ」

　男は泣いた。もはや涙を流すこともかなわぬ体で、それでも全身全ぜん霊れいで泣き叫んでいた。

　彼はいま地じ獄ごくにいるも同然だった。そんな人間がもし、見ず知らずの子供に『あなたの願いを叶かなえてあげる』などと言われたらどうなるだろう？　絶望の淵ふちにあって噓を吐つかれたらどうなるだろう？

　そんなものは火を見るよりも明らかだった。

「だったら言ってやる！　ああ、言ってやるとも！」

　そして男は言った。




「俺の願いは『生き返ること』だ！」




　ああ……と、アイはため息をつきたい気分だった。

「さあ俺の願いを叶えてみせろ！　救ってみせろよぉぉぉぉ！」

　うわあああん、と男はいよいよ泣き崩くずれて大地に伏ふせた。その姿に恥はじも外聞もなく、真実の絶望に沈しずんでいた。

「……ナインさん、謝ってください」

　ナインの夢が、いずれ壊こわれてしまうことは知っていた、だがいざ、その瞬間が訪おとずれると、胸を刺さされるように痛かった。

　それでも、アイは少女の背中を押した。

「なぜ？」

　だが少女は挨あい拶さつが分からなかったときと同じように、きょとんと首を傾かしげるだけだった。

「……ふざけないでください」

　いらついてしまう心を必死で抑えて、アイは言葉を続ける。

「出来もしない事を言って、この人を悲しませたのはあなたでしょう？　……そのことを、謝るんですよ」

　しかし、またもナインは首を傾げる。

「？　だからなんでよ？」

「ナインさん……」

　ぎゅっと、きつく肩を摑む。

「……意地をはっていい状じよう況きようじゃ、ないんですよ」

「そっちこそ、勝手に決めつけないでくれる？　不ふ愉ゆ快かいよ」

　だがナインは不ふ機き嫌げんそうに身をよじって、アイの手から逃にげて、

「ようは、そいつを生き返らせればいいんでしょう？」

　簡単じゃない。と言って笑った。

『え？』と、アイは耳を疑った。アリスも、男もだ。

　その目の前で、ナインはなんの気負いも緊きん張ちようも漂ただよわせずに男のもとへ歩みより、




「さあ〝魔ま女じよの娘むすめ〟が願うわよ！」




　そういって、腐くさりかけた頭皮をどろりとなでた。

　なにかが始まろうとしていた。

「な、なんだ？　なにをする気だ。おい！」

　男が何事かを感じて後じさる。だがナインの歩みは止まらない。

「神でも悪魔でもなんでもいい！　私の願いを叶えてみせろ！」

「お、おい！　なんだよ！　なにするんだよ！」

　そして願いの言葉が放たれた。




「この男を！　生き返らせろ！」




　次の瞬間、

「わぁ！　わああああぁぁぁ!!」

　男の体が光につつまれた。

「な、なんだこれは！　うわぁ！　うわぁああああ!!」

　光の中で、男の体が次々と移り変わっていった。それはまるでフィルムを逆に回しているようで、古い傷がみるみるうちにふさがり、足りないパーツが再生し、腐ふ敗はいした皮ひ膚ふがかさぶたのようにはがれ落ちた。

　そして、

「はい、おしまい」

　ナインが言って、その手を放した。

　そのときにはもう、死者はどこにもいなかった。

　いるのはボロを纏まとった男だけだった。

「え？」

　男は己おのれの手を見つめて惚ほうけた声を上げた。その皮膚は瑞みず々みずしい色を取り戻もどしていた。

「さ、これでいいでしょう」

　ナインが自じ慢まんげに微ほほ笑えんだ。

　アイも、アリスも固まっていた。

　男がぺたぺたと顔に触ふれる。

「……そんな馬ば鹿かな、これは、夢か？」

「いいえ。現実よ」

「現実……」

　男の手が頭に触れ、体に触れ、最後に胸に触れて、

「う、動いている！」

　どくん、どくん、と、服の上からでも分かるほど、男の心臓が波打っていた。

「俺の心臓が動いているぞ！」

「だからそう言ったじゃない」

「あ、ありがとう！　君は恩人だ！」

「きゃあ！」

　泣きながら、男はナインを抱だき上げた。その瞳からは二度と流れるはずがなかった涙がこぼれていた。

「是ぜ非ひ、お礼をさせてくれ！」

「そんなのいらないわよ。私は世界を救いたいだけなんだから」

「なんてことだ！　君は聖女様か!?」

「そんなんじゃないわよ。──もう、さっきちゃんと言ったでしょ？」

　仕方ない、とでも言いたげにナインは笑い、再びその名を謳うたい上げた。

「私はナイン・サイカヴァッティ──」

　アイはまだ、固まっている。




「──〝魔女の娘〟よ」




　その日、『魔女帰き還かん』の報が世界を揺ゆらした。




　　　　[image: くぎりもじ]




〝魔女〟

　世にはびこる異能者のなかで、その二つ名を冠かんする者は五指に満たない。

〝極北の魔女〟〝西方の魔女〟〝南瓜の魔女〟

　彼女たちはいずれ劣おとらぬ強力な異能の持ち主だったが、それだけでは魔女と呼ばれるには足りなかった。その名を冠するには力の他に、ある特とく殊しゆな志向が必要だった。

　それが〝人を助ける〟こと。

　たとえば西方の魔女。ディー・エンジー。

　彼女は世界を終わらせる為ために人々に〝囁ささやく〟。

　盗とう賊ぞくに襲おそわれそうな村があれば危険を教えてやり、義ぎ挙きよに燃える将軍がいれば王宮への抜ぬけ道を教えてやった。

　そうした行いはすべて、〝アリスの夢を諦めさせるため〟という個人的な目的のためではあったが、それでも〝人を救った〟という事実はたしかだった。

〝自らの願いを叶えるために、人の願いを叶えるもの〟

　それが魔女の名を持つ者達の条件なのだ。

　──そして、それはオリジナルの〝大魔女〟。ウラード・エル・サイカヴァッティにしても、同じことだった。







　炎ほのおの丘おかを駆かけ上って、アイは黒面の脇わきにある建物に飛び込んだ。

「ディーさん！」

　職員達を押しのけて奥へと向かう。室内は大おお騒さわぎになっていて、そこかしこで『魔女』の名が飛び交かっていた。

　彼女の周りだけが、静かだった。

「ディーさん！」

「はいはい、ディーさんですよ。ちょっとまってねー」

　館やかたの主あるじは、書類を読み、報告を聞き、その上でなにやら書きものまでしていて、曲芸師がジャグルの玉を増やすようにアイとも会話を始めた。

「待ってなんかいられません！」

　堪こらえてきたものがあふれ出して声を張り上げた。

「あなたは！　あの子のこと、知ってたんでしょう!?」














　ムッとした空気が天幕に満ちる。この場にいるのは皆、大人たちで、子供の癇かん癪しやくにつきあっている暇ひまは一瞬もなかった。まして、彼女は彼等の長おさだ。壁かべに控ひかえていた大男──破は壊かい拳けん、マキア・エレクトスがアイを外に連れ出そうとしてその身を浮うかす。

　だが、ディーはそんな彼等こそを止めた。まるでアイと話すことがもっとも重要であるかのようにペンを置いて、振ふり返った。

「よしっと──さ、話そうか。ごめんね、またせて」

　それはまるで王が乞こ食じきに礼を取っているような態度だった。

「……いえ、私こそ、怒ど鳴なったりして、すみません」

　ぷいっと、気まずくて顔をそらした。だが当然ディーは容よう赦しやしなかった。

「あ、そうだアイ。コーヒーのむ？　それともお茶の方が良い？　ダストが居ないから、何だったらボクが淹いれるよ。あ、そうだ疲つかれてるならマキアに肩かたを揉もんでもらいな。アイツああ見えて結構うまいから──」

「もう！　ディーさんってば！」

　たまらずアイは声を上げた。これなら素す直なおに怒鳴られたほうが何倍もましだった。

　ケラケラとディーは笑い、本当にコーヒーを淹れてくれた。

「少しは落ち着いた？」

「……はい」

　今朝、自分がナインにしたのをそのままやりかえされたような気持ちで、アイはむすっと顔をしかめてコーヒーを飲んだ。

「そりゃよかった。ボクたちがパニックになっても始まらないからね。さて、質問に答えるよ。あの子について知ってたのかって？」

　砂糖をたっぷり入れたコーヒーを舐なめて、

「もちろん、知らなかったよ」

　白々しい態度だった、アイはいやおうなく警けい戒かいする。

「……本当ですか？」

「本当さ。いままで会ったこともないよ」

「……でも、あなたはあの子について、なにか知っている風でした」

「知ってなんかいないさ、ただ、知識と知ち恵えで予想しただけ」

　奥おう義ぎを伝承する師し匠しようのように笑う。

「簡単な消去法だよ。黒面を越こえてなお、戻ってこれるような異能者なんて、それこそボクはあの女くらいしか思い浮かばないからね」

「異能……」

　そうだね、まずはその話をしようか。と言って、ディーはコーヒーで舌を湿しめらせた。

「驚おどろかないでよ？　控えめに言っても、アイツは〝西〟とか〝北〟とか、余計な修しゆう飾しよく語がついてるやつとは桁けたが違ちがうんだ。──アイツの異能はひと言でいえば〝万ばん能のう〟だ」

　どういう意味だろう？　アイは首をひねった。

「万能って……それは具体的には何が出来るんですか？」

「だから〝何でも〟さ。アイツはなんでもできるんだよ。それこそ死んだ人間を生き返らせることも、無から有を生み出すこともできる」

　なにかの比ひ喩ゆや冗じよう談だんかと思った。だがディーはあくまで真ま面じ目めだった。

「──異能とは、人の願いに与あたえられた神の贈ギりフ物ト──そんなふうに言われてるけどさ。でもアイツは違うんだ。普ふ通つうの人間が爆ばく発はつ的な渇かつ望ぼうの果てに、やっと一つかなえてもらえるような贈ギりフ物トを、アイツはまるで神に溺でき愛あいされているかのようにポンポン与えてもらえるんだ。〝喉のどが渇かわいた〟なんて理由で雨を降らせ、〝寒い〟なんて理由で炎を喚よぶんだ」

　アイは、自分のことを、結構理解力があって、頭の柔やわらかい人間だと思っていた。だがどうやら間違いだったようだ。

「そんな……」

　ようやく理解が追いついて、悪お寒かんが背筋をふるわせた。

「そんなの！　神様の力じゃないですか！」

「かもね。だからアイツは〝魔ま女じよ〟の前は〝神の子〟なんて呼ばれてたんだ」

「それほどの人だったなんて……」

　魔女。

　その名前については、アイも聞いたことくらいはあった。他ならぬ魔女旅団カヴンのマダムや、死者の街に住む欠落五ご芒ぼう星せいなど、彼女に願いを叶かなえてもらった人間も知っている。

　魔女は願いを叶える。

　だが同時に、その叶え方は必ずしも本人の望む方向には向かわない。

　子供が欲ほしいと願う五人組には、彼等の肉で作ったコピーを与え、

　気の触れた養母からは、さらに気の触れた法の怪かい物ぶつを生みだし、

　絶望には希望を与え、希望には絶望を与える。

　それがウラード・エル・サイカヴァッティ。

　彼女はまさに、おとぎ話に出てくる〝魔女〟そのもののような存在だった。

「ね？　桁違いでしょ」

　呆あきれてものも言えないアイに、なぜか自慢そうにディーが言った。

　だがアイには疑問があった。

「……でも、なんで魔女さんはそんなことしたんですか？」

「と言うと？」

「願いを言う人の気持ちは分かります。でも願いを叶える力があるからって、魔女さんがそんなことをする理由がありません」

「いい質問だね」

　ディーがパチパチと手を叩たたく。

「頭はすっかり冷えたみたいじゃないか」

「も、もう。ディーさんってば──」

「そこまで分かったなら考えてみなよ。アイは何でだと思う？」

　言われて素す直なおに考えてみる。『キミのそういうところが好き』とディーが笑う。

　行動には必ず目的があるものだ。たとえばディーの〝囁き〟が実は、封ふう印いん世界を守るものだったように。

「……魔女さんにも、なにか目的があった？」

「その通り。アイツは何もボランティアで人を助けた訳じゃない。そこには当然、自分の目的があったわけだ。……その目的とはなにか？　アイは分かるかな？」

「……まさか」

　推理で出した答えではなかった。ただ、つながっただけだ。




（私は世界を救うのよ！）




　あの子の声が、聞こえた気がした。

「……魔女さんも、世界を救う、夢をみていた？」

　突とつ拍ぴよう子しもない考えに思えた。だが同時に、それ以外に無いとも思った。

　まさか、魔女が、おもしろ半分としか思えないような救済を人に与える存在が。

　本気で、世界を救おうとしていたなんて、

　そんなこと思いもしなかった。

　ディーは静かに頷うなずいた。

「その通りだよ。いくら魔女が桁違いだからといっても、異能の出発点は、やっぱりただの渇望からだったんだ。……そしてその願いが、この世界を救うことだった。……もう十何年も前、アイツがまだ魔女なんて呼ばれてなかった頃ころ。神の子は、その力をひたすら純じゆん粋すいに人類のため、夢のために使っていたんだ」

　まるで神話かおとぎ話のようだった。

「……ところが、万能の力をもったアイツですら、どうやら、世界ってやつは救えなかったらしい。その辺の詳くわしいことについてはボクは知らない。興味も無かったからね。だからその後についてだけ話すよ。……アイツのすごいところは『その後』だった。万能の力を持っているくせに、アイツはそんなものまったく信じていなかった。だから、自分には出来ないと悟さとったあとも、すぐに次の手を打ったんだ」

「……次の手？」

「そう、それが『他人に任せる』ことだ、自分に出来なくても、他の人なら出来るかもしれない。そう考えて、アイツは人の願いを叶え始めた」

　そして神の子は魔女になった。

「最初は普通に願いを叶えてたんだけどね。段々、曲解しておかしな救い方ばっかりしてたよ。……そして、それでも世界はやっぱり救えなかったらしい」

　そう言って、ディーは遠い目をして遠くを見つめた。

「……それからしばらくしてアイツは姿を消したよ。──もう何年も前の話さ。ボクはとっくに自我崩ほう壊かいをおこして、消しよう滅めつしたかと、思ってたんだけど……」

　そう言って、ディーは天を仰あおいで息を吐はいた。そこにはアイの知らない、幽ゆう霊れいの顔があった。

「まさか黒面を越えてたなんてねぇ……あんにゃろめ、ボクに顔も出さないで……」

「…………」

　アイは当初、ディーの話に疑念を覚えていた。

　だが、違った。根こん拠きよはあったのだ。ただ、自分には見えないだけで。

「……友達、だったのですか？」

「ボクらが？　ないない、アイツは敵さ」

　たしかに、友達ではなかったのかもしれない。魔女同士は相あい容いれない存在だろう。

　でも、もしかするとそれは、自分よりも、アリスよりもずっと通じ合っている『敵』なのかもしれない。

　そう思うと、すこし妬やけた。

　だから、アイはディーに抱だきついた。

「ディーさん！」

「へ！　な、なに？　どしたのアイ？」

「なんでもありません！」

「なんでもないのに抱きつくのかキミは。……ふふ、らしいなぁ」

　くしゃくしゃと、ディーはアイの頭を乱暴になでた。

　アイは、魔女を知らない。

　だがディー・エンジーは知っている。

　この、元幽霊で、魔女で、恋こいする乙おと女めの事ならなんだって知っている。

　それと同じように、ディーも魔女を知っているのだろう。

　ならアイも彼女の言葉を信じるだけだ。

「教えてください。ディーさん。魔女さんはなんのために新む世こ界うへいったんですか？」

「……さあねぇ、なにかの参考になると思ったのか、それとも単純に逃にげたのか。ま、どっちにしても今は関係ないよ。問題はそのあとだ。……状じよう況きよう証しよう拠こから考えるに、どうも、アイツはむこうに行っても力を失わなかったらしい」

「え？　でも、新世界にいったら、異能者はその力を失うはずでは？」

　これは確かく認にんが取れていることだ。しかしディーは、否いなと答えた。

「そいつの異能が新世界より強ければ、わからないよ。異能が矛む盾じゆんしたときは強力な方が勝つからね。……たとえば死の国の姫ひめ。ウッラの力はセリカには効果がないでしょ？　あんな感じだよ。……新世界は、ボクから見ても相当に強い力だと思うけど、それでもアイツを封ふうじ込めるには荷が重いね」

「……ほんと、とんでもない方ですね」

「アイツの話をするとなぜかみんなそう言うね」

　やっぱり楽しそうにディーは笑う。

「でだ、アイツはまたこっちに帰ってこようとしたわけだが、そこで一つ問題が発生する。──黒面は一いつ生しよう涯がいに一度しか抜ぬけられないっていうルールがあるでしょ？　アイツはそれに引っかかったんだ」

　それはさっきの言葉と矛盾するように感じる。それほどの異能者なら、そんなルールは強ごう引いんに突とつ破ぱできそうに思える。

　そう言うと、ディーは『もちろん出来ただろう』と認めた。

「でもそれは、あっちのルールを完全にぶち破るってことになるんだ。そうすると、最悪、新世界は壊こわれてしまうかもしれない。……おそらくアイツはそれをいやがったのさ……」

　チッと、なぜか舌打ちをする。

「ま、腐くさっても〝神の子〟って事でしょ。……アイツは世界を救う者であって、世界を壊す者じゃないんだ。……意外かもしれないけど、アイツあれでもかなりいろいろ気を遣つかうほうだからね。──だから合法的に黒面を越こえるために、アイツは産まれ変わった」

「……どういう意味ですか？」

「そのまんまの意味さ」

　そうは言われても、アイには想像もつかない。

「自分で自分を産み直したんだよ。どこかの有名な話みたいにさ。……完全なコピーというわけでもなく、かといって別人でもない、そんな存在を、あいつは自分で産んだのさ」

「もう、めちゃくちゃです……」

　頭がパンクしそうだった。

「珍めずらしくもないよ。アイツはそうやって何回も産まれ直している。今の自分に出来ないことも、違ちがう自分になら出来るかもしれないからってね」

「それで、あんな姿に……」

「そゆこと。さ、これで大体全部かな」

　そこまで話してディーは空気を変えるようにだらけて見せた。背もたれに深くもたれかかってギコギコと椅い子すの前まえ脚あしを浮うかす。そうしているとまるで昔の幽霊のようだ。

「ま、安心してよ。ここのみんなは大おお騒さわぎしてるけどさ、前回の──街が滅ほろぼされそうになった魔女旅団カヴンの件と比べれば、全然危険な存在じゃないからさ」

「そうなんですか？」

「そうだよ。まあ、巻き込まれちゃった個人にとってはたまらないだろうけど、そんなのより今年の冬に出る凍とう死し者の方がずっと多いはずさ」

　ディーは憂ゆう鬱うつそうにため息を吐ついた。それは為い政せい者だけがもつ高い視点だった。

　その姿に、アイは頼たのもしさを覚えた。さっきのナインを見たときはとても混乱したが、それもすべて把は握あくした上で、大だい丈じよう夫ぶと言ってくれる人がいるのはとても安心した。

　だがその安心は、長くは続かなかった。

　ディーが言った。

「願いを叶かなえるって言ったって、千人押しかけて一人叶えるかどうかってぐらいだしね」

　ん？

「……そう、なのですか？」

「そうだよ。その上、変な風に叶えられるって話はだいぶ有名だからね、願う人なんてほとんどいないんじゃないかな」

「でも、あの子は誰だれでもいいみたいでしたよ？」

　ぴたりと、動きが止まった。

「……ごめん、なんだって？」

「だから、あの子は誰の願いでも叶えるつもりみたいだって言ったんです。それに、変な叶えかたもしてませんでした。〝生き返らせてくれ〟と願った人を、普ふ通つうに生き返らせてました……か……ら……」

　言葉の最後は尻しり切きれになってしまった。なぜならディーの顔色が真っ青になっていたからだ。

「そんな馬ば鹿かな……じゃあアイツは。──いや、あの子は、無差別に、際限なく、人の願いを叶えてるってこと？」

　アイは、勘かん違ちがいしていた事に気づいた。ディーはあくまで経験に基づく予測を語っていただけで、現状を正確に認識していたわけではなかったのだ。

　それが、なにをもたらすのか──。

「お、おいみんな！　大変だ！」

　そのとき、外回りに出ていた協会の職員が部屋に駆かけ込んできて、叫さけんだ。




「街にいた死者が全部復活して！　黒面に入れろと詰つめかけてきてるぞ！」




　その背後には、喧けん噪そうが押し寄せていた。

　再び世界は歪ゆがみ始めた。
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　神様は月曜に世界を創つくった。




　神様は火曜に整せい頓とんと混こん沌とんを極きわめた。




　神様は水曜に細々とした数値をいじくった。




　神様は木曜に時間が流れるのを許した。




　神様は金曜に世の隅すみ々ずみまで見た。




　神様は土曜に休んだ。




　神様は日曜に、世界を捨てた。




　──そうして世界は、神の子ひとのものになった。













　路地裏に戻もどると、状じよう況きようは一変していた。

「……なんですかこれ……」

　道を間違えたかと思った。それくらい、先ほどまでは閑かん散さんとしていた場所が人の群れで埋うめ尽つくされていた。

「すみません！　通してください！」

　人を搔かき分けて前に進む。『順番を守れ！』『押すな！』という声を無視して壁かべを跳はねて最前列へと飛び出して、アイはようやく彼女のもとへと駆けよった。

「あ！　アイ！」

　袋ふくろ小路こうじに降り立つと、すぐさまナインが飛びついてきた。

「もう！　どこに行ってたのよ！」

「すみません」

　心中を揺ゆらす感情とは裏腹にアイは微ほほ笑えみ、仮面の下でじっと周りを観察した。

「……すこし、用事があったものですから」

　ざわざわと、路地裏に集まった人たちがこちらを見ている。

　彼等はとてもちぐはぐな人たちだった。その肌はだつやは赤ん坊ぼうのようにつやつやで、それなのに纏まとった服はボロボロだ。

「……ナインさん。こちらの方々は、どうしたのですか？」

「ああ、私が生き返らせた人たちよ」

　それがどうかしたの？　と言わんばかりの笑顔。

　いいえ、とアイは表情を変えずに言った。どんな顔をしていいか分からなかった。

「あんのぉ、聖女様ぁ」

　そのとき最前列の男が言った。死者だ。

「お、おれ。おれも、いぎがえらぜで、ぐだじぇぃ」

「もちろんよ！　──アイ、私もう行くわね！」

「え、ええ」

　止めるべきなのか。応おう援えんするべきなのか。それすらも分からないまま彼女を送り出す。元気いっぱいに突とつ撃げきしたナインは腐った体を臆おくすることなく抱だきしめて、男を生者に戻していた。

　歓かん声せいが上がる。周囲に集まるものたちが、まるで我が事のように涙なみだを流し、男に毛布をかぶせていた。

　ひとり、取り残された気分になって、アイは先ほどと同じ壁に戻って、背中を預けた。

「信じらんねぇよな……」

　ぼそりと、ずっとそこでナインを見張っていたアリスが言った。

「死んだ人間が、生き返ってやがる……」

　その瞳ひとみの先では、二人目、三人目と、感かん慨がいすら抱いだく間もなく蘇よみがえり続ける人たちがいた。

「……アリスさんは、不満なのですか？」

「そういうお前はどうなんだ？」

　アイは黙だまり込んだ。

　目の前で行われる喜びの光景に文句はない。彼等の涙に濡ぬれた顔を見るだけで、こちらももらい泣きしそうになってしまう。

　だがこうして遠くから見たとき、その景色は得も言われぬ怖おぞ気けを感じさせた。

　なぜ？

　その理由を思い悩なやんで、アイはひっそりと黙り込んだ。

　それからも、死者は蘇りつづけた。
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　夜。

「……そろそろ限界みたいだな」

　アリスに言われて、うつむいていたアイは顔を上げた。

　路地裏は、また少し変わっていた。

　地面は綺き麗れいに掃はき清きよめられ、いつのまにか運び込まれた絨じゆう毯たんが敷しかれていた。かがり火が燃え、ナインの周りには付き人みたいな人たちが群れている。彼等は狡こう猾かつそうな者達と潔けつ癖ぺきそうな者達にわかれ、列を管理したり、屋台を作ったり、はたまた小銭を巻き上げようと詐さ欺ぎめいたうわさ話をながしたりしていた。どこだろうと、なにがおころうと、人間はどこまでも人間らしくて、アイはなんだか無む性しようにほっとした。

「さあ！　次の人！　前に出て！」

　ナインが叫んだ。

　彼女の力は本当に底がないようで、朝から今に至るまでまったく衰おとろえることなく死者を生き返らせている。

「どうしたの！　次よ次！」

　だがその力を統すべる、幼い体はついていけないようで　その頰ほおからは血の気が引いており、いまにも倒たおれそうなほど弱っていた。当たり前だ。朝からろくに食べもせず、こうして世界を救い続けているのだから。　側近達がひそひそと話し合っている。先ほどまでは狡猾派と潔癖派で意見を戦わせていたのだが、ここに来て意見の一いつ致ちをみたようだ。

「アイさん。アリスさん」

　潔癖派のひとり、どうやらこちらのことを知っているらしい女がやって来て頭を下げた。

　アリスが答える。

「……なんだ？」

「聖女様の、本日の聖業はここまでにしたいと思います」

「へえ」

　皮肉げな笑み。

「それを、あんたらが決めるわけだ」

「……アリスさん」

「わかった。わかったよ。困らせるつもりはない。それで俺らにどうしろってわけ？」

「……聖女様を、あなた方の家でお世話していただきたいのです」

「ふうん、それこそなんでだ。あんたらとしては自分たちで引き取りたいところだろ？」

　女がなにか返事をする前に、今度は男が現れた。

「そうはいかん」

　狡猾派のリーダーだった。

「聖女様をこんな馬ば鹿か共に預けるなど冗じよう談だんではない、洗脳でもされたらことだ」

「……こういうことですよ」

「なるほどね」

　つまり、二つの勢力が冠かんむりを取り合い、結局第三者に預けることにした、ということだ。

「喧けん嘩かする時間が欲しいってわけだ。──いいか？　アイ」

　アリスが聞いた。だがアイは答えたくなかった。なぜなら答えた瞬しゆん間かん、彼等の汚きたない企たくらみに、自らも荷か担たんしてしまう気がしたからだ。

　だから、自分から汚よごれることにした。

　壁を離はなれ、付き人に取り囲まれてなにか説得されているナインのもとへいく。

「ナインさん」

「あ！　アイ！　聞いてよ。こいつら、あたしにもう休めって言うのよ！」

　その唇くちびるは疲つかれ切って色を失い、頰には色つやがなかった。

「そんな暇ひまないの！　私は世界を救うんだもの！」

「そうですね」

「うん！」

「……でも。もう新しい人もいないみたいですよ？」

　言って、アイは路地の入口を指さした。そこにはもう誰だれもいなかった。

「ホントだ……」

「でしょう？」

　噓うそだ。本当は付き人達が列を動かし、隠かくしたのだ。

　しかし、幼いナインは『人に騙だまされる』という発想そのものがないようで、大人達の下手な噓にちっとも気づかずに、しょんぼりと肩かたを落としていた。

　ちくりと、心に棘とげが刺ささった気がした。

「さ、今日はもう帰りましょう。あなたは十分、世界を救ったのですから」

「……アイは、そう思う？」

「ええ、もちろんですよ」

「…………えへへ、そっかな」

　頭を撫なでてやると、緊きん張ちようした顔がふにゃりとゆるんだ。

「今日はもう帰って食事にしましょう。傷ス持カちーさんがパイ料理を作ったそうですよ」

「パイ？」

「食べたことないでしょう？　おいしいですよ」

「…………」

「はい、決まりです」

　返事は無かった。肯こう定ていもなかった。だがアイはさも、ナインが同意したようにその手を取った。

「帰りましょう。ナインさん。私たちのおうちに」

　なんだか自分が汚い大人になった気がした。







　ユリーと傷ス持カちーは完かん璧ぺきな準備で三人を迎むかえてくれた。家は明るく、部屋は綺麗で、大男はなんと髭ひげまで剃そっていた。

　鴨かも肉にくのパイ包み焼きはそれこそ頰が落ちそうになるほどおいしく、ナインは目を白黒させてかぶりついていた。その様をアリスがからかい、アイは汚れた頰をナプキンで拭ふいてやったりした。

　夕食の後には車をだして温泉に出かけた。ナインはガタガタと揺れる車に酔よい。温泉の濡れた床ゆかで滑すべって悲鳴を上げ、湯船では溺おぼれかけていたが、それでも最後には満足そうにお湯に浸つかって、アイの鼻歌をまねしていた。

　それは幸せの光景だった。







「とー！」

　ぴょーんとジャンプして、ナインがベッドに飛びこんだ。

「こーら。布ふ団とんが傷んじゃいますよ」

　パジャマの前を閉めながらアイは注意した。

　だがナインはハイテンションでごろごろと転がり、アイの枕まくらを抱きしめてブーイングするだけだった。

「むー、アイってば、お小言ばっかり」

「誰のせいですか……」

「さー？　しーらない」

　枕を抱かかえてケラケラと笑う。流石さすがのアイもカチンと来る。

　なので、自分も飛び込んだ。

「と──!!」

「へ？　きゃあ！」

　ローラー作戦でベッドを右から左に転がってナインを捕つかまえる。

「ふ、布団いたむんじゃなかったの！」

「知ったことですか。むしろこっちが私の本分です！」

「そんなのずるい！　あはは！　やめてやめて！　あはははは！」

　がっちりと関節を極きめ、まともな言葉が出てこなくなるまで念入りにくすぐり倒してやった。

「……ふ、悪は滅ほろびた」

「あ、悪じゃないもん、正義だもん……」

「はいはい。さ、おふざけはここまでです。髪かみをほどきますから」

「え、いいよこのままで……」

　ぽんぽん、とアイはベッドの端はしを叩たたいた。だがナインは髪を押さえて逃にげてしまう。その髪かみ型がたは先ほど風ふ呂ろ上あがりに編んでやったお団子ヘアーだ。

「でもそのままだと形がついちゃいますよ。ほら、また編んであげますから。ね？」

「……うん」

　しぶしぶやって来たナインを捕まえて髪をほどく。白銀の髪はなめらかで、手にはいつまでも触さわっていたいような感覚が残った。














「アイのは私が、ほどいてあげるね！」

「それはどうも」

　指の上で蝶ちようを遊ばせるような、こそばゆい感覚が頭をなでた。

「さ、寝ねますよ」

「えー」

「えーじゃありません。明日あしたも早いんでしょう？」

「あ、うん。そうね。明日も世界を救わなきゃだもんね！」

「…………」

　それにはなにも答えずに、アイは無言でベッドに入った。

「おやすみなさい」

「うん。〝おやすみ〟！」

　ランプを消して布団を被かぶる。途と端たんに闇やみがのしかかってきた。

　カーテンの隙すき間まから月明かりが漏もれていた。

　早く寝ろと言ったくせに、アイはなかなか眠ねむりに落ちることが出来なかった。闇の中で思考を巡めぐらせ、隣となりで眠る少女の事を考えていた。

「……ねえ、アイ。起きてる？」

　それは多分、ナインも同じだったのだろう。

「いいえ、寝てますよ」

「あ、そっか。じゃあしかたないね。……って！　起きてるじゃない！」

　のりつっこみではなく、ガチつっこみである。まったくここまでくると純じゆん朴ぼくを通り越こしてただのアホの子だ。ディーだったら『寝てるならなにしてもイイよねウッシッシ』ぐらいの事は言うだろうに。

　瞼まぶたの裏側を見つめながら、アイは聞いた。

「なんです？」

　しかし、なかなかナインは話しださなかった。

　考えるうちに眠ってしまったのだろうか？　そう疑うほど待って、やっと、




「ね、アイの願いってなに？」




　ついに来たか、と思った。

　来るべき質問が来たのだ。

　アイはうっすらと瞳ひとみを開けた。

「私の願いですか？」

「うん」

　布団の下をもぞもぞと泳いで、ナインがひょっこりと顔を出してくる。

「まだ、アイには聞いてなかったでしょ？　だから、言って。あなたの願いを。なにがいい？　お父さんを蘇よみがえらせる？」

　まるで生まれたての悪あく魔まのような笑え顔がおだった。

「それともお母さん？　村の人たち？　あ、全員でもいいよ」

「……まってください」

　そもそもなぜ、そんなことを知っているのか？　そう聞こうとして、止めた。アイはもう、この小さな生き物を〝そういうもの〟として受け入れ始めていた。

　まなじりすら動かさずに、アイは聞いた。

「……願ったら。どうなるのですか」

「全部かなうよ」

　簡単に言ってくれる。

「願えば、かなう……」

「そう。だから言って、アイ。あなたは何を願うの？」

「…………」

　再び目を閉じて、アイは心の奥底に聞いてみた。自分はなにを、願うのか。




　──記き憶おくの中で父が嗤わらっている。

　その手で頭を撫でられたなら、どれだけ心は救われるだろう。

　──記憶の中で母が笑っている。

　その声で名前を呼ばれたら、どれだけ魂たましいは安らぐだろう。




　過ぎ去ってしまった幸福な日々を、アイは思った。二度とは覆くつがえせないと思っていた古傷の数々が胸の奥でうずいた。

「アイ？」

「…………」

「わ、わ！　アイ。どうしたの！　なんで泣いてるの!?」

「泣いてなんか、いませんよ……」

　事実だった。アイは一ひと滴しずくたりとも涙なみだを零こぼしてなんかいない。

「……むしろ、泣きそうなのは、あなたなのでは？」

「だって……だってこんな……こんな悲しみ……」

　大おお粒つぶの涙をぽろぽろとこぼして、ナインは泣いていた。そのさまをみて、アイは彼女がまた、自分の心に触ふれたのだと分かった。

　それでも不快だとは思わなかった。

「……私の代わりに、あなたが泣いてくれているのですね……」

　言って、小さな頭を撫なでてやる。

「だって……だってぇ……」

「ありがとうございます」

　きっと、少し前の自分だったら、彼女と同じように泣いていたのだろう。でもアイはもう十三歳で、子供と言うには大人すぎて、涙の堤つつみはうずたかく積み上げられてちょっとやそっとのことではびくともしなかった。そして、そのことを悲しいとも思わない。

「あ、安心してアイ！」

　ぱっと、闇に涙を散らしてナインが叫さけんだ。

「私が全部なおしてあげるから！」

「…………」

「全部、全部もとどおりにしてあげる！　悲しいことも、ひどいことも、全部なかったことにしてあげるんだから！」

　だから！　と彼女は言い放った。

「だから言って！　私に願って！　なんでも叶かなえてあげるんだから！」

「……なんでも、ですか？」

「うん！」

　アイは瞳を見開き、ナインの髪をそっと撫でた。〝すべての願いを叶えてあげる〟そんな夢のような言葉を受け取って、自分がなにを願いたいのかを、噓うそ偽いつわりなく口にした。

　答えは最初から決まっていた。




「……では、早く、寝てください」




「え？」

　きょとんとした顔。

「明日も早いのでしょう。夜よ更ふかししないで、早く寝るのです……」

「え？　え？　ちょっとアイ、なにを……」

「私があなたに叶えて欲しい願いなんて、そんなものですよ……」

　言って、アイはナインを布団に押し込み、丁てい寧ねいに布団を掛かけてあげた。

「え？　ちょ、ちょっとアイ？」

「おやすみなさい……」

　小さな体を抱だきしめて、ぽんぽんとその背中を優やさしく撫でた。

「ちょ、ちょっとぉ！　本当にそれでいいの!?」

「……なんだったら……子こ守もり歌でも歌ってあげましょうか？」

「そんなの願ってないわよ！　私は願われる側なんだから！」

「はいはい……」

　唄うたを歌って、背中を撫でる。

「こ、こらぁ！　あ、あやすなぁ!!」

　五分が過ぎる頃ころには、ナインは眠った。

　アイが眠れたのはその何時間も後だった。







〝もしも、すべての願ねがいが叶うなら〟

　幼いころに、そんな想像をしたことがある。

　一つでも二つでも三つでもなく、好きなだけ願いが叶う正しよう真しん正しよう銘めいの万ばん能のうの力。

　そんなものがあったら、自分は何を願うだろう？

　まずはやっぱり食事だろう。お腹なかいっぱいご飯を食べて、ずっと先の分まで食材をため込むのだ。──いや、もういっそのこと飢うえることが無いようにしてもらおう、食事はただの娯ご楽らくになればいい。

　次に睡すい眠みん、早起きなんてもうなしだ。だれにも文句を言われずに寝て過ごせばいい。──いや、やっぱりこれも無くしてもらおう、それで朝も夜も遊んでくらすのだ。

　掃そう除じも洗せん濯たくも、面めん倒どうなことは全部なし。

　勉強も無し、仕事も無し、死ぬのや悲しいのも当然なしだ。

　そうして、父と母と、みんなで幸せに暮らすのだ。

　夜は眠らず、遊んでばかり、

　死ぬのも苦しいのもすべてなし、

　楽しいことだけをいつまでも、

　いつまでも、いつまでも……。

　いつまでも、いつまでも、いつまでも……。

　いつまでも、いつまでも、いつまでも、いつまでも……。







　そこまで考えて、幼いアイは考えるのを止やめた。

　幸せだけを積み重ねたはずのその夢が、なぜか急に恐おそろしくなってしまったからだ。




　そのときはベッドの中でガタガタと震ふるえておねしょをするだけですんだ。想像は所しよ詮せん想像にすぎなかったのだから。




　だがもしその仮定が現実のものになったらどうなるか？

　願いのすべてがかなったら、人はどうなってしまうのか？




　それはこれから試ためされることになるのだろう。




　　　　[image: くぎりもじ]




　しばらくして、二人の声は聞こえなくなった。

「…………」

　それを聞き届けてから、アリスは立ち上がった。

　床ゆか板いたをきしませることなく扉とびらの前を離はなれ、階段を下りて一階へ向かう。自室に戻もどる気にはなれなかった。

　一階のキッチンでなにか摘つまみ食いでもしよう。そう思って向かった先には、意外な組み合わせの二人がいた。

「あー！　おじさまずるいずるい！　ボクにも一いつ杯ぱい！　一杯だけでいいから頂ちよう戴だい！」

「ええい！　ダメだダメだ！　貴様にはやらん！」

　ダイニングにはさっきまで居なかったはずのディーと、ユリーの二人が一本の酒さか瓶びんを取り合っていた。

「…………なにやってんだ？」

「おう、アリス。良いところに来たな」

　大車輪パンチを右みぎ腕うで一本で遠ざけながら、ユリーが言う。

「あ！　聞いてよアリス！　おじさまったら復興物資を横領してたんだよ！」

「人聞きの悪いことを言うな！」

　ぎゃんぎゃんとうるさい二人の言い分をアリスが適当に統合したところ、つまり復興途と中ちゆうで未み開かい封ふうの古酒がいくつか見つかり、それをユリーがちょろまかしていたという話だ。

「ちょろまかしてなどいないというのに……まったく、まあいい。アリス、こっちきてそこに座れ。沈ちん没ぼつ地区で十五年も眠ねむっていた逸いつ品ぴんだぞ」

　アリスはため息をついた。

「……いや、俺一応、この街の法律だと酒吞のめない年なんだけど……」

「気にするな。どうせ見た目通りの歳としではないんだ」

　返事をする前に酒をつがれる。アリスは苦く笑しようして、しかし、その杯さかずきを受けることにした。多くの人が腫はれ物に触さわるようにしか言げん及きゆうしてこない自分の年ねん齢れいのことを、あっけらかんと言ってのける大男の言葉が、このときばかりは心ここ地ちよかった。

「あ！　ずーるーいー！　なんでアリスは良くてボクはダメなのさ！」

「だから貴様は……ええい、分かった。分かった。少しだけだぞ？」

　ほんのわずかにとろみを帯びた液体が素す焼やきの器うつわにそそがれた。

「かんぱーい！」

　ディーが音おん頭どを取ってグラスをあわせる。

「乾かん杯ぱいってなんに対する乾杯だよ」

　アリスが呆あきれる、ディーがウィンク。

「かわいいボクとか？」

「じゃあそれでいいや」

「小こ娘むすめの美び貌ぼうに乾杯」

「……ぐぬぬ、まったくキミら、ずいぶん嫌いやな返しを覚えたね……」

　想像以上に強い酒だった。口に含ふくんだ液体は舌に触れた瞬しゆん間かん爆ばく発はつをおこしたように香こう気きを発して呼吸器を占せん領りようした。森の匂においのする酒だった。

「ぷっはー!!」

　そんな酒を、ディーは一気にごきゅごきゅと流し込んで、

「まっずぃ！　もう一杯！」

「……おい」

「だから貴様に吞ますのは嫌なんだ……」

　ユリーが天を仰あおぐ。

「うぇー、やーもー苦いしきついし、なんなんだろうねこれ？　甘いシャンパンとか果実酒なら分かるけどさぁ。どうして大人ってこんなのが好きかね、さっぱりわかんないよ」

「じゃあ吞むな」

「だって、仲間はずれは嫌じゃん？」

「……これでザルなのだから始末がわるい」

　ユリーがやれやれと首をふるう。意外なことに、この二人はこうして何度か吞んだことがあるらしい。

　まずいー、まずいー、と楽しそうにディーが言うので、アリスはがたりと立ち上がり、

「……ちょっと貸せ」

「え？」

　グラスを奪うばい取ってキッチンに向かう。幸いなことに今夜はごちそうだったため、食材は豊富だった。

「ほれ」

　古くさい油酒を、オレンジとミントのフローズンカクテルに変えてテーブルに置いた。

　最後にストローを差してからりと氷を鳴らしてから、アリスは自分の席へと戻った。

「あ……ありがと」

　さっきまであんなに強い酒をぱかぱか開けていたディーは急にペースを落として、濃のう度ど的には薄うすくなったはずのカクテルを大事そうに吞みはじめた。

「……お前は恐ろしい男だな」

　ユリー、戦せん慄りつ。

「は？　なにが？」

「…………いや、なんでもない。……しかし器用なもんだな」

「ま、バイトもしてたしな」

　言って、ユリーの前には水の入ったグラスとまんまるに削けずられた氷をおいてやる。

「おっさんはそれな。この酒だったら割った方がうまいと思うぞ」

「……ふ、なにが『法律では吞めない』だ、バカ者め」

　大男が素直に酒を割って飲んだ。

　弛し緩かんした空気が流れた。ディーはカクテルをもてあそび、ユリーはパイプに火を点つけてぱっぱと煙けむりを吐はいていた。

　その間、アリスは天てん井じようを見つめていた。

　紫し煙えんがゆっくりと梁はりを渡わたる。

　その頃になってようやく、アリスの脳内に当然湧わいて出るべき疑問が浮うかび上がった。

「あれ？　おっさん」

「ん？」

「傷ス持カちーは？」

「セリカと寝ねてるぞ。こんな時間だ。当たり前だろう」

　おっしゃるとおりだ。

「じゃあなんでおっさんは起きてるんだ？」

　それにディーもだ。

　考えてみればこの二人がこうして酒さか盛もりしているのは決定的におかしかった。とくにディーは魔ま女じよの件も含めて目も回るような忙いそがしさだろう。

「なんだ、今いま頃ごろそんなことに気づいたのか？　そんなもの、貴様と一いつ緒しよだ」

「っていうと……」

「アイが気になってな」

　言って、ユリーもまた天井を見上げた。その向こうにはアイの部屋があった。

「あの子供を、敵だのなんだのという気はもはやないが、それでもなにが起きるか分からんからな、こうして今日は起きていようと思ったのだ。……俺にはこんなことくらいしかできないからな」

　何でもないことのようにユリーは言って、パイプをゆっくりと吹ふかした。

「おっさん……」

　急に、アリスは悟さとった。きっとこの男は幾いくたびも、こんな風に夜を過ごしていたのだと。

「まったく、そしたらこの馬ば鹿か者ものが……」

「あいたたた！　おじさま！　耳引っ張らないでよ！」

　見ろ、と言って、ユリーはテーブルの上にそれを置いた。

「……なんだこれ？」

　それは一丁の拳けん銃じゆうだった。

「この馬ば鹿か娘むすめがこれ持ってへっぴり腰ごしで裏口から入ってきてな」

　あははー。と、ディーが気まずそうに指をつんつんする。

「裏口からって、……ディー。お前これでなにしようってんだ？」

「ん？　暗殺」

　素直すぎるくらい素直にディーが応こたえた。

「市議会と協会の決定が出たんだ。ボク達は魔女を抹まつ殺さつする。アイツはもはや逆回転する溶よう鉱こう炉ろだ。放置するには危険すぎる」

　ユリーがため息をついてかぶりをふるう。

「まったく……この小娘はなにを言っているんだか……どれだけ力があろうと、あの子はまだ子供だろうに」

「ふふん、おじさまのその、頭カタいとこ、ボク結構すきだけど、悪いね。……これに関しては譲ゆずれないんだ。むしろ子供だから怖いんだよ。ホント、なにしてくれるのか分からないからね……」

　言って『隙すきあり！』と叫さけんで銃に手を伸のばす。当然そんなものはなくて、大男は情け容よう赦しやなく拳げん骨こつを落とす。

「まったく……お前からもなんとか言ってくれ」

「おれ？」

　言われてアリスはカップを置き、すこし考えてみた。

「……そうだな。とりあえず銃は止やめとけ、お前が使っても自分の足を撃うつのがオチだ」

　そうそう、とユリーが頷うなずく。ちぇーっと、ディーが唇くちびるをすぼませる。

「それに通常の弾だん丸がん程度じゃ魔女には効果ないだろうしな。相手はどんなインチキをするかわからないんだ」

　そうそ……と、頷きかけていたユリーが止まる。ディーの笑え顔がおがくもる。

「……アリス？」

　琥こ珀はく色の液体を見つめながら、アリスは人を殺す方法を考える。

「最低でも燃やすか……酸で溶とかし尽つくすくらいのことはしないと駄だ目めだな。それと墓はか守もりの助けも欲しい。……アイや傷ス持カちーはダメだし……動けなくして荒こう野やに運ぶしかないだろう。現実的にはディーんとこの異能者が頼たよりだ」

　だがそこまで強力な戦せん闘とう職は破は壊かい拳けんと天使くらいしかいない。圧あつ倒とう的に戦力が足りないのだ。それに物理的な攻こう撃げきは根本的に効かないかもしれない。そうなってくると即そく死し系統の能力者が欲ほしい。できれば死者の国の姫ひめ君ぎみクラスの存在が。……あとは、それこそ〝無限〟や〝概がい念ねん〟をいじくり回す能力者だ。

　たとえば、そう、自分のような…………。

「おい！　アリス！　アリス！」

　ユリーが突とつ然ぜん叫さけんだ。いや、違ちがう、さっきからずっと叫んでいたのだ。夢中で喋しやべっていたアリスはそれに気づかなかった。

「あ、ああ、ごめん、なんだって？」

「何を言っているんだと聞いているんだ！」

　信じられない……という表情のユリー。だがアリスには質問の意味がよくわからなかった。

「なにって、なにが？」

「……本気で言っているのか？」

「だから、なにがだよ」

　ユリーが叫んだ。

「お前はあの子を殺す気なのか!?」

　そうだよ。

　と答えかけて、

　アリスはようやく、あれ？　と思った。




「え？」




　いま、自分は、本当に、なんの躊躇ためらいもなく、

　人を殺すことを──。

「おい、しっかりしろ」

　心配そうな顔がのぞき込んでくる。

「あ、ああ」

「まったく、なんて顔しているんだ。目を覚ませ！」

「……おれ、そんなにひどい顔してるか？」

　頰ほおを撫なでる、自分ではまったくわからない。

「しっかりしろ。──そこの幽ゆう霊れいはともかく、お前はそういうことを肯こう定ていする人間じゃないだろう？」

　なあ？　とユリーが背後を振ふり向いた。そこには『ボクはともかくってどういう意味だよ！』と憤ふん慨がいしているディーが、──、いなかった。

「……おい、どうした小娘？」

　期待していた反応がなくて、ユリーが気き遣づかわしげに背後を向いた。

　そこには真っ青な顔で呆ぼう然ぜんとしているディーがいた。

「え？　……あ！　な、なんでもないよ！」

「なんでもないはずなかろう。顔が真っ青だぞ」

「なんでもないったら！」

　急速に幽霊の鎧よろいを纏まとって平静に戻もどろうとするディーのしっぽを、アリスはすんでの所でつかまえた。

　目が合う。

　長いつきあいだ、それだけのことで全部わかった。

「……俺が、どうかしたんだ？」

　びくり、と小さな肩かたが跳はねた。

「言えよ」

「た、たいしたことじゃないよ？　ただ、アリスが──あの頃みたいな顔してたから」

　あの頃。

「あの頃って──いつだよ」

「…………それは」

「言え！」

　ヒッ、と悲鳴を上げてディーが机の下に逃にげた。ユリーが本気の顔で肩を押さえた。だがアリスは止まらなかった。

「言え！　あの頃って！　いつだ！」

　そしてふと、奇き妙みような記き憶おくが立ち上った。

　なつかしい部屋、何な故ぜか騒そう然ぜんとしている教室、机の下に逃げるディー、銃じゆう声せい、銃声、また銃声、つぎつぎに死んでいく仲間達と、守るべき彼等に銃を向ける。

　かたかたと震ふるえて、ディーが言った。




「……みんなを助けるために、人殺しすらするようになった、前のアリスだよぅ……」




　動きが止まった。

「こんの馬ば鹿かもんがぁ！」

　その瞬しゆん間かんに、首がもげそうな勢いでユリーが本気の平手打ちを放った。

　強制的に動かされた視線の向こうには闇やみ色に輝かがやく窓ガラスがあった。

　ガラスには、だれか、知らない人の顔が映り込んでいた。

「おい！　おいアリス！」

　胸むなぐらを摑つかまれて引きずり起こされる。

「……お前、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、ああ」

　返事をして、アリスはようやく現実に戻った。そのはずだった。

「……本当に大丈夫か？」

　不安そうにユリーが顔をのぞき込んでくる。だが今度はすぐに返事をすることが出来なかった。

　分からない。

　アリスは自分が分からなかった。

「しっかりしろ。馬鹿ものが……」

　大男が力強く肩を叩たたいた。

　叩かれた体は空箱のような音を出した。




　そして、二日目の夜が過ぎていった。
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　翌日も、ナインは人を助けつづけた。




「なんでだろう……」

　もきゅもきゅと、出店で買った肉にく饅まん頭じゆうをむさぼりながら、ナインが不満そうに言った。

「あ？　なにがだよ」

　お茶を傾かたむけながらアリスが聞いた。

　ところがナインは相変わらずで、言葉を掛かけられただけでびくりと跳ねてアイの背中に隠かくれてしまった。

「あらあら」

　よしよしと頭を撫でてやる。いやがられるかと思ったが、そんな余よ裕ゆうもないようだ。こうしているナインはとてもいじらしくて結構好きだ。

「……なあ、マジで俺、そいつになんかしたか？」

　さすがに傷ついたようだ。

「さて、初対面でメンチ切ったりするからじゃないですかね。──さ、怖こわい人はほっときましょう。どうしたんですか？」

「あのね……」

　巣に逃げ込んだ野ねずみがおずおずと顔を出すように、ナインは言った。

「願いを叶かなえた人が、みんなあっちに行くでしょう？　それ、なんでかなって……」

　そう言って指されたあっちには、炎ほのおに包まれた丘おかがあった。

「ああ、あっちには黒面がありますからね」

「黒面？」

　あなたが出てきたところですよ。アイは説明した。

　現在、ナインに生き返らせてもらった死者たちはそのほとんどが、すぐに丘を登って、新世界へと旅立っている。

「なんで？」

　不満そうにナインが言う。

「そりゃあ、これでまた死んでしまって、通れなくなったら元も子もないからでしょう。彼等は元々、新世界に行くために来たんですから」

「だからそれがなんで？　って話なの。そしたらまた生き返らせてあげるのに……なによ。このあたしが願いを叶えてあげるって言うのに、結局はそっちいくなんて生意気よ」

「ああ、そういう意味ですか」

　アイは苦く笑しようする。

「それは、彼等が別に、何度も生き返りたいわけじゃないからですよ」

　人差し指をたてて教えてやる、なんだか教師にでもなった気分だった。ナインも、もしかすると生徒の気分かもしれない。

「そうなの？」

「ええ。終わってしまうということに、価値を持つ人もいるのです。そういった人は、永遠なんかに興味はないんですよ」

「ふぅん……それって、アイの、お父さんみたいに？」

　となりでアリスがぎょっとしている。だがアイに動どう揺ようはなかった。

「ええ、私のお父様みたいに」

「ふぅん」

　言って、どことなく納なつ得とくした様子でナインは頷うなずいた。心が通じた気がして、アイは安心して、お茶のおかわりをよそってやった。

　それを、気が抜ぬけていた、と思う気は、アイにはない。

　だが、やはりそれは、油断だったのかもしれない。




「だったらこっちもそうしようかな……」




　ぽつりと、ナインが言った。

「は？」

　お茶をよそう手がとまった。なにを言っているのか分からなかった。

　そんなアイを置き去りに、ナインは一人で燃え上がりはじめた。

「うん。そうしよう！　そしたらそいつらも、わざわざ向こうの世界になんて行かなくなるでしょ！」

「あの、ナインさん、なにをする気なのですか？」

「そんなの決まっているじゃない！」

　ば！　っとナインは立ち上がった。

「死者が出歩かないようにするのよ！」

　再び冷たい汗あせが背中を伝った。

「そうよ！　なんでこんな簡単な事に気づかなかったのかしら。死者だけじゃないわ！　墓はか守もりを消して！　子供が生まれるようにして！　十五年前と同じに戻もどせばいいんだわ！」

「そ、そんなこと出来るのですか!?」

「もちろんよ」

　ナインはあっさり応こたえて笑った。

　アイは、この小さな魔ま女じよの力を見くびっていたのだと思い知った。

　この世界を縛しばる三大のルール。その制約すら、彼女は簡単に解除できるというのだ。

　噓うそだ。とはもう思わなかった。

　どっと背中に汗が流れた、わけの分からない恐おそれが心に満ちた。

「ええと、順番が大事ね。まずは世界中の死者を全部復活させて、……それから起き上がりを禁じる。と、墓守を消すのと子供はどっちから……」

「だめ！」

　気づけばアイは叫さけんでいた。

「ダメですナインさん！　それはダメ！　やってはいけません！」

「え？」

　まさか反対されるとは思っていなかったのだろう。ナインは止まった。

「なんで？」

「なんでって……」

「なんで、アイはそんなこと言うの？　あたし、ようやく〝みんな〟を救う方法を見つけたのに……」

「それは間ま違ちがった方法です！」

　アイは説明した。オルタスという街のことを。死者達の作った彼等の国。心と体を腐くさらせながら、それでも前へと進んでいる、人類最さい先せん端たんの人々は決して、復活など望まないことを。

「だから、その方法ではだめなんですよ」

「……なるほどね……」

「分かっていただけましたか……」

　ほっとため息が出た。ナインは人生経験が足りないだけで頭は良い。説明すれば理解してくれると思っていた。

　ところが、

「でもやろう」

　ナインは嗤わらった。アイの心がすっと冷めた。

「……私の話、聞いてましたか？　それじゃぁダメだって、言ってるんですよ……」

「でも、やってみなきゃ分からないでしょ？」

　本来ポジティブなはずの言葉がたまらなく不ふ吉きつに響ひびいた。トライアルアンドエラー。失敗は成功の母。やってみなくちゃ分からない。間違うことを恐れてはならない。

　だがそれはあくまで人の言葉だ。

　神は、間違ってはならない。

　その結果が、今の世界の惨さん状じようなのだから。

「……落ち着いて聞いてくださいナインさん。たしかにそうすれば、世界の半分からは救世主とたたえられるかも知れません。でものこりの半分からは破は壊かい者と罵ののしられることになります」

「かもね」

　その顔に動揺はひとつもない。アイは途と方ほうに暮れた。

「どうして……考えれば分かるでしょう？　そんなことをしてもダメなんです」

「たしかに考えれば分かるわね。でも、実際にそうなったことなんてない。だったら試ためす価値は十分にあると私は思うの」

　魔女の娘むすめは嗤った。

「ためしてみればいいのよ。それで、失敗だと分かったら、またやり直せばいい」

　それは生まれて初めての嗤えみだった。

「そんなこと！　許されませんよ！」

「別に許されなくてもいいわよ」

　また、あの目。

「勘かん違ちがいしないで。私は世界を救うためなら、自分がどうなろうとかまいはしないの」

　どこかで聞いた言葉。それはアイの言葉だった。

　旅団の前で、願いの塔とうで、死者の国で、常つね日ひ頃ごろからずっと唱えてきた覚かく悟ごの言葉。

「この気持ち、アイなら分かるでしょう？」

　百パーセントの信しん頼らいで、ナインがこちらを見つめてきた。まるで自分自身が聞いてきたような違い和わ感がつのる。

「だってアイは、同志だものね！」

　再び心と心が通じ合う。今度は読まれるばかりではなく、ナインの心も伝わってきた。彼女の心は輝かがやくばかりで、ひとかけらの汚けがれもなかった。

　アイは悲しかった。自分が彼女を汚す最初の存在になることが、悲しかった。

　どろりと、

「え？」

　ナインの心に、漆しつ黒こくの濁にごりが流れ込んだ。

「うそ……」

　濁りはアイの心から流れていた。いや、それはもはやアイそのものだった。

　アイ・アスティンはすでに、ナイン・サイカヴァッティの同志ではなく。

　自分は、ただ、単純に──。

「そんな……」

　噓が、ばれた。

「……ごめんなさい」

　アイは小さく頭を下げた。

「本当に、ごめんなさい……」

「だって、同じ夢を見たって……手伝ってくれるって……言ったのに」

　どんな取り繕つくろいも意味はなかった。今の彼女に噓は何一つ通用しない。

「アイは、私が世界を救えるなんて、思ってないんだ……」

　それも、アイの言葉。

　あのときの相手はユリーだった。天空へ伸のびる塔の途と中ちゆうで、アイは彼を告発した。

　そのとき、あの大男はどうしたか。

「ナインさん……」

「こないで！」

　どかん！　と、歩み寄ろうとしたアイを、不可視の力が吹ふき飛ばした。

「アイ！」

　アリスが体を受け止めて、それでも支えきれずに下した敷じきになった。

「うそつき！」

　事ここにいたって周りの者達も騒そう動どうに気づいた。だが誰だれも、魔女を止めることなどできなかった。

「アイの！　うそつき！」

　ぽろぽろと涙なみだが落ちていた。ワンピースの裾すそが紙のように引き絞しぼられていた。

　アイはすぐさま声を張り上げた。

「ナインさん！　聞いてください！　私は確かに噓をつきました！　それについてはあやまります！　でも、それでも私は敵じゃありません！」

　強い風に逆らうように、アイは叫んだ。あのときユリーがそうしたように。

「私はあなたの味方です！　あなたが傷つくのを見たくないんです！　だからどうか！　あなたを助けさせてください！」

「そんなものいらない！」

　だが、ナインは、止まらなかった。

「敵でも味方でも関係ない！　敵意だろうが愛情だろうが！　私を縛るのは許さない！　私の夢を邪じや魔まするな！」

　誰だれ一人ひとりとして立ち入れぬ万ばん能のうの力の中で、ナインは叫んだ。

　ああ、とアイは思った。

　そこに、なりたかった自分がいる。

　なにもかもを切り捨てて、ただ世界を救う存在になりたかった。

　情にも業ごうにもしばられず、夢を執しつ行こうする器官になりたかった。

　この一歩は夢のため、この一呼吸は目的のため、そういうふうに日々を重ねて、いつか、世界を救いたかった。

　ただ、世界を救いたかった、だけなのだ……。

「アイだって！　そうだったくせにぃ……」

　激情の噴ふん流りゆうにその身を晒さらして、アイは認めた。

「……ええ、そうですね」

　ナインの、言うとおりだ。

　自分は何度も、ユリーや傷ス持カちーに助けてもらった。彼等が居なければとっくに終わっていたと思う。それは確かだ。

　だが同時に、彼等を疎うとましく思ってもいた。

　身を守る鎧よろいが重しになるように、豊富な食物が贅ぜい肉にくになるように、アイは時々、彼等のことをどうしようもなく重たく感じていた。そんな風に感じるのは間違っていると思う一方で、彼等から離はなれて一人で旅に出たいという欲求を抑おさえられなかった。

　その終着点が、こうして自分を支える少年の腕うでの中だ。

　後こう悔かいはない。納なつ得とくもしている。だがそれでも、

「あなたは……正しいですよ……」

　アリスに支えられながら、アイは言った。

「愛も、優やさしさも、夢の前ではただの檻おりにしかすぎません。だから、私を切り捨てるあなたは、圧あつ倒とう的に正しいのです……でも……でもね、ナインさん……」

　それでも、




「それでも、私はあなたの味方なのです……」




　それは、アイの、三番目の養父の言葉だった。

「あなたがそんなのいらないって言っても、私はいつまでもあなたの味方です……それだけはどうか、忘れないでください……」

「…………………………………勝手にしなさい」

　そしてナインは始めてしまった。

「魔ま女じよの娘が願う……世界にはびこるすべての死者よ……」

　瞳ひとみを閉じて、アイは思った。

　これから、ナインは地じ獄ごくに堕おちる。世界中の絶賛と怨えん嗟さを一身に受けて、呪のろいを浴びる存在となる。

　それでも、自分だけは味方でいよう。すぐに文句を言って、お小言ばかりを言うけれど、それでも、一番そばにいて、最後まで一いつ緒しよにいよう。彼女が諦あきらめるその日まで。

　そう誓ちかって、アイは待った。

「よみがえ──」




　そのとき一発の弾だん丸がんがナインを撃うった。




「……え？」

　まるで小鳥を撃つようだった。

　白い少女はびくりと一度だけ痙けい攣れんすると、仄ほの白じろい髪かみをぱっと散らして地べたに倒たおれた。

　血は、すべてが終わったあとにようやく噴き出して地面を濡らした。

　じくじくと、白が赤に染まっていった。

「……なにをしているのですか？」

　呆ぼう然ぜんとして、アイは言った。

　信じられなかった。ナインが撃たれたことも、彼女の頭がもうないことも、それをなしたのが、




「アリスさん？」




　隣となりにいる、男だという、ことも。
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　時が解かい凍とうされる。

「アリスさん？」

　事ここに至るも、なにかの間違いじゃないかとアイは疑った。いまならまだ『なんだ、そうだったんですか』と笑って納得できるような理由があるんじゃないかと思っていた。

　そんなアイの思考をあざ笑うように第二第三の弾丸が放たれた。二発目は心臓に、三発目は首に当たった。

「～～！　止めて！」

　思わずアイは飛びかかった、だがアリスはそれさえも計算に入れて撃ち続けた。弾丸にはいずれも異能の力が宿っており、狙ねらいを外すことはなかった。

　間違いではない。勘違いでもない。

　アリスは自らの意志で、ナインを撃った。

　撃って、殺した。

「アリスさん！」

　アイは、最後には身を挺ていしてまでナインをかばった。

「どうして!?」

　気づけば涙が流れていた。

　覚悟はしていた。ナインがすべての死者を生き返らせてしまったなら、アイの、いままでの世界は不可逆的に変化して、すべて変わってしまうのだと分かっていた。

　だが、

　こんなのは、

「～～～！　どうして!!」

　こんなの、嫌いやだ。

　アリスが人を殺しているのも、

　ナインが人に殺されているのも、

「アリスさん!!」

　感情がなにひとつ言葉にならない。

　意味がひとつも理解出来ない。

　だからアイは彼の名前を叫さけびつづけた。

　それなのに、

「どけ」

　アリスは、ひとつも答えてくれなかった。

　あのときの表情が、そこにあった。自らのすべてを投げ出すときの、絶望と恐きよう怖ふと、使命感に彩いろどられた黒い顔。

　それを見て、アリスもまた、ナインと同じように、なにかを決意してしまったのだとアイは知った。

　自分が何をしたかも、何をしているのかも、すべて完かん璧ぺきに理解して、その上でいまも動いているのだ。

　ナインを、悪と信じて、

　こうなったアリスは絶対に止まらない。まるで物理法則や道路標識のように、そうだからそうするような存在になってしまう。

　この目を見るのは三度目だった。

　一度目は三年四組の世界を破は壊かいしたとき。

　二度目は自らと引き替かえに街を救おうとしたとき。

　だがあのとき投げ捨てたのは自分の命だけだった。だが今回は違ちがう。アリスは自分の命だけでなく、他人の命も狙っている。

　引き返すことも、償つぐなうこともできない道に、アリスは進み出してしまった。

　まっくろなじゅうこうがこっちをみている。

　見覚えのある強きよう烈れつな既き視し感。まるで人食い玩具ハンプニーハンバートの眼球のよう。




「そいつはもう、駄目だ」




　ようやく、アリスがなにかを言った。














「そいつは世界を救いすぎる。まるで正義そのもの、幸福そのもののように。そんな存在が野に放たれたら、何が起きるかなんて分かるだろう……」

　やはり、アリスもまた、同じ事を考えていた。

　ナイン・サイカヴァッティは、世界を救うと嘯うそぶいて、その実、世界を滅ほろぼす存在だ。

　それでもアイは彼女の味方であろうとした。

　だがアリスは、彼女の、敵になることにしたのだ。

「……なぜですか？」

　アイは聞いた。

「どうしてあなたは、そんな道を選んでしまったのですか……」

　もしかしたら、うぬぼれさせてもらえるなら、それはきっと、

「……私の、ためですか？」

　アリスは答えた。

「違う、世界のためだ」

「そうですか……」

　その言葉を信じられたらどれだけ幸せだっただろう。

　アリスの言葉は、噓うそだ。それくらい、わかる。信しん頼らいがある。

　心が通じることで傷つくことがあるなんて、想像もしなかった。

「わかったら、どけ」

「どきません」

「……ならもういい」

　アリスが撃った。

　アイは躊躇ためらうことなくその身をさらした、だが、

「!?」

　弾丸が後から来た弾丸とぶつかって進路を変えた。まるで玉たま突つきのようにぶつかり合って、アイには傷一つ付けずに背後のナインを襲おそった。こんな能力の使い方は見たことがない。

　アリスがいきなり鼻血をふく。相当に無理をして能力を拡張させている。

　だが、それでも、




「……痛いじゃないの」




　魔女の娘むすめには通用しない。







「ナインさん……」

　呟つぶやいて、アイは肩かた越ごしに彼女を見た。

　ナインはゆっくりと立ち上がった。その体には傷一つ無く、血に染まったワンピースのほかは彼女が死んだ名な残ごりなど何も無かった。

　万能の力を持つ魔女の娘は、当然のように生きていた。

　再びアリスが発はつ砲ぽうする。

「無む駄だよ」

　弾丸がまるで石ころのようにその手に収まる。

「こんなしょぼい能力で、私をしとめられる訳がないでしょ……」

　摑つかまれた弾丸がばらばらと落ちた。

「……それよりアンタ、いま聞き捨てならないこと言ってたけど──」

　再び発砲。だが今度はナインに触ふれることすらなく、不可視の力に阻はばまれた。

「ちょっと、人が話しているときに──」

　発砲。

「無駄だって言ってるでしょ！　それより──」

　発砲。

「──なんで私が世界を救えないのか、教えな──」

　発砲。

「…………」

　また発砲。発砲。

　淡たん々たんと弾だん丸がんを撃うつその姿に、いつしかナインが黙だまり込んだ。先ほどまでと同じ、彼に対する恐怖を思い出しているようだった。

　弾たま切ぎれ。

　じゃらり、と薬やつ莢きようが落ちて、アリスは弾丸を詰つめる。力の過剰発動オーバードーズで指は震ふるえ、息が上がってハァハァとえずいている。明らかな満まん身しん創そう痍いだ。それなのに、

「……なんで、世界を救えないかだって？」

「え？」

　玉を込こめる時間を稼かせぐためだろう、アリスが震える声で語り始めた。

「いいぜ、教えてやるよ……」

　ようやく一発、込められる。

「お前が世界を救えない理由……それはな、お前にとって世界が一つしかないからだよ」

「なにを意味の分からないこと言ってるのよ！　世界が一つなのは当たり前じゃない！」

「……そんなだから、無理なんだ……」

　二発。

「いいか、ガキ。世界は一つなんかじゃないんだ。みんな一人一人違う世界を生きている。……それをお前は、無理矢理一つにまとめて〝救う〟とか言ってやがる……」

　三発。

「死者を全部生き返らせる？　墓はか守もりを消す？　十五年前に戻もどす？　……なるほどな、お前の言っていることは、全部正しいかもしれない。でもな」

　四発。




「お前、正しいことが正しいとでも思ってるのかよ」




　五発。

　ナインが叫んだ。

「な、なによ！　そんなの当たり前じゃない！」

「その当たり前のことが当たり前じゃないんだよ。──この世界はなぁ。正しいことは正しいって理由で正しくないんだよ。幸福は幸福って理由で不幸なんだ。楽することは苦しくて、生きることは死ぬことなんだ。それが、人間なんだよ……だから」

　六発。

　全弾ぞろりとシリンダーに収まる。

「俺がお前を、人間にしてやる」

　銀の弾頭が魔ま女じよを睨にらむ。

「死ね、化物」

　そしてアリスは引き金を引いた。

「っ！　だから、無駄だって言ってるのに！」

　ナインが舌打ちをして腕うでをふるった。

　アイは見えない力に突つき飛ばされた。不可視の防ぼう壁へきが多重展開して彼女の体を完璧に包み込んだ。

　だが、弾丸はそのすべてを破壊した。

「……え？」

　こふ、っと口から飛び出た血を、ナインは不思議そうに眺ながめた。ワンピースがじわじわと血に染まっていた。

「……あんた、いま、なにをしたの？」

　心臓を貫つらぬかれたというのに、ナインはもはや倒たおれることすらなかった。

　だがそれでも、彼女の顔からおびえが消えることはなかった。本来なら、弾丸は防壁を一枚も破れずに砕くだけるはずだったのに……。

「さぁね……」

　そして、アリス・カラーは嗤った。

「……もう、いいから死んでくれ」

「！」

　ナインの恐きよう怖ふがこのときついに本物へと変わった。表情が一いつ瞬しゆんにして白く染まる。

「逃にげるな化物！」

　魔女が逃げる。まだらのワンピースが空を駆かける。袋ふくろ小路こうじを三角に跳はねて風かざ見み鶏どりの背中を踏ふむ。

　アリスが追う、追いかけていく、ナインと同じく、いや、それよりも速く空を駆ける。

「な!?」

　その運動性能は完全にアイに匹ひつ敵てきしていた。

　ブザービーターの応用!?　だがおかしい。おかしすぎる。一体何をどう応用すれば、投げたものを命中させる能力で身体機能を向上させられるというのか。

「待ってください！　二人とも！」

　叫さけんで、アイは駆けだした、同じように壁かべを蹴けって、同じように屋根へ上った。

「待って！」

　それでも、

　二人にはもう、追いつけなかった。

　アイが屋上に着いたときにはもう、誰だれの姿も見あたらなかった。
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「ここが現場？」

　人よけの縄なわを乗り越こえて、ディーは廃はい墟きよを奥へと進もうとした。ところが一歩も進んでいないうちから側近の一人が腕を伸のばして、

「こらー！　ボスに向かって何すんだ！　放せー！」

　首根っこをひっつかまれて猫ねこの子のようにつるされて、ディーはぶんぶんと腕を振ふり回して抗こう議ぎする。だが件くだんの人物はまったく取り合わなかった。

「バカ、まだ安全確かく認にんがすんでない。少し待て」

　規格外に大きな体と包帯の巻かれた両りよう腕うで、男はディーが付き従える異能者の一人、破は壊かい拳けん──マキア・エレクトスだった。

「そんなこと言って、みんなは入ってるのに……」

「俺たちとお前の命は価値が違ちがう。当然のことだ」

「そんなの一いつ緒しよだよ……。──とりゃ！」

「あ！　こら！」

　ぱっとコートをトカゲのしっぽ切りにして、ディーはさっさと奥へ進んだ。

　廃墟は奥に行くにしたがって破壊の跡あとを色いろ濃こくしていた。

「……こりゃひどいね」

　そこは一見するとオスティアにいくらでもある廃墟のひとつにしか見えなかった。

　だが注意して見ると、その異様さが浮うかび上がってくる。

　本来、この街に存在する廃墟は十五年という年月が作り上げたものだ。だがこの路地は、まるで巨きよ人じんが蹴け飛とばしたように粉々に砕かれていた。どうやったらこんな事が出来るのか見当もつかない。積まれた煉れん瓦がが螺旋状にねじ曲がり、石いし畳だたみが砂になっている。

　そして、これがただの余波だというのだ。

「報告」

「は」

　打てば響ひびくように側近の一人が歩み出た。

「──昨夜、消息を絶ったナイン・サイカヴァッティとアリス・カラーは、依い然ぜんとして戦せん闘とう行こう為いを続けています。──こちらの地図をご覧ください」

　広げられた地図には数カ所にチェックがされていた。それは二人が目もく撃げきされた場所であり、同時に戦場となった場所だ。

　老人が一番新しいチェックを付ける。この路地だ。ディーは眉まゆをひそめる。

「……不可解だねぇ。なんで二人はこんなに戦場を変えるんだ？」

　モノクルを掛かけた老人が答える。

「は、目撃情報から推測しますところ、どうも両者の戦せん闘とう意欲には大きな差があるようです。アリスは完全に殺意を持って行動していますが、魔女は反撃もせずに逃げているようです。つまり、この飛び飛びの戦場は果てしなく続く撤てつ退たい戦の結果なのだと思われます」

　ナインが逃げ、アリスが追う。二人が出会った場所で戦闘が起き、再び魔女が逃げる。

　その繰くり返しが、街中に点在するチェックマークの山だった。

「なるほどね。……二人に接せつ触しよくは？」

「アリスについては、まだ一人も出会っていません。……魔女については、すでに何十人か、見つかっておりますが……」

　言いにくそうに、老人は眉をひそめた。ディーが冷たい表情で廃墟の奥を見やり。

「そこのそれも？」

　奥には膝ひざを抱かかえてうずくまる一人の男がいた。

「……、………………………………」

　男はひどくちぐはぐな格好をしていた。王おう冠かんを被かぶり、虎とらの毛皮を羽織り、多数の金貨のなかでうずくまっている。まるで狂くるった王だ。

　一体何をされたというのか、男はうすぼんやりとした笑えみを浮かべて、石ころのようにじっとしていた。

　すべての戦場にはそのような人々が必ず残されていた。

　彼等の周りには多くの場合、金銭と食料などが山積みされており、その中心で、石のようにうずくまるのだ。

「魔女の娘むすめは、なにがしたいんだろうねぇ……」

　呟つぶやいて、しかしディーは答えを知っていた。そんなものは決まっている。世界の救済だ。

「……それにアリスも」

　それも分かる。アリス・カラーはいつだって、世界を守ろうとしているのだ。

　だが、それなのに、なにが起きているかわからなかった。

「……まあいいさ、──他には？」

　それからいくつかの情報が交こう換かんされて、会議は終わった。

「んじゃ解散。魔女の娘を見つけたらすぐに実行部隊に知らせてね。情報が入った時点でボクに断らずに攻こう撃げきを仕し掛かけていいよ」

　応、とか、分かりましたとか、てんでばらばらな返事をして彼等は去った。ディーは何人か呼び止めて、細々した指示をいくつも与あたえる。

　一通り終わった頃ころには脳みそが茹ゆだったような疲ひ労ろう感があった。ふー、と息を吐はいてから、ディーはポケットからあめ玉を取り出してバリバリとかみ砕いた。疲労と睡すい眠みん不足で死にそうだった。頭に糖分が足りなかった。砂糖のたっぷり入ったコーヒーが飲みたかった。そう思っていたら、

「どうした小こ娘むすめ。ひどい顔だぞ」

　いつの間にか目の前に、カップを持ったユリーが立っていた。

「おお！　おじさま珍めずらしく気が利きくね！　見直した！　愛してるよ！」

「よせ、俺には妻と子がいる」

「はい見直したの終しゆう了りようー。おつかれさまー」

　カップを受け取って一気に半分を流し込む。コーヒーは温かくて、甘かった。

　しばし、会話が止まった。ユリーがこちらを気き遣づかっているのが気配で分かった。

「……甘いねぇ」

「そうか？　普ふ通つうだと思うが……」

　そういうことじゃないよ……と言って、ディーはコーヒーをすすった。

「で？　おじさまはなんかよう？」

「うむ、ガキ共の情報がないかとおもってな」

「……聞いてどうするのさ？」

　ディーは苦い顔をした。はっきり言って、この事態はユリーの手に余る。前時代的な狩人かりゆうどに出来ることなど一つもないだろう。














　ところが、ユリーの返答はすこしばかり想像を超こえた。

「無論、家出した悪ガキ共に鉄てつ拳けん制裁だ」

　言って、拳こぶしをゴキゴキとならす。

　ディーはきょとんとしてしまった。

「いやいや、家出っておじさま……」

「なんだ。なにかおかしいか？　あいつら二日も連れん絡らくなしなのだぞ？」

　なにか反論しようとしていたディーは、しかし途と中ちゆうで口をつぐんだ。

「………………いや、そうだね。おじさまの言うとおりだ」

　これは、たしかに世界の危機で、神々にすら匹ひつ敵てきするほどの超ちよう常じよう的な戦いだ。

　だが、それでも一人ぐらいは、そんな理由で関かかわる人がいてもいいかもしれない。そう思った。

「見つけたら、怒おこってあげなよ。連絡くらいしろってさ」

「おう。もとよりそのつもりだ」

「……ふふふ」

　自然と、ディーは笑ってしまった。それくらいユリーの甘さが心ここ地ちよかった。

　思えば、この男はいつもそうだ。強くて、大人で、常識的で、……だからこそ後手にまわらざるをえない普通の大人。人食い玩具ハンプニーハンバートとアイ・アスティンという超ちよう弩ど級きゆうの迷めい惑わく親子に捕つかまっただけの、ただの凡ぼん人じん。

　だがそれでも、彼が居なければきっと、こんな現在はあり得なかったのだろう。

　よし、と気合いを入れて、ディーは空っぽになった素す焼やきの器うつわをパリンと割った。本当は口八丁手八丁でユリーを追い払はらおうと思ったけど、止やめた。

「正確な場所は分からないから、千里眼系と予知系が出した不確かな情報になるよ」

「なんでも構わん。教えてくれ。アリスと、ナインと──」

　そして、悲痛そうに、ユリーは言った。

「……アイは、どこに行ったんだ？」
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　生まれる前から、自分が何者か知っていた。

　地面に落ちたときにはもう、今の形になっていた。




（めざめたかい）




　月と星たちの夜だった。

　誰だれもいない草原で、名も無き赤子がひっそりと生まれ落ちた。

　そばには自分を生んだ人がいた。ひどく疲つかれた顔の、古い人だった。

（お前がなにをするのか、分かるかい？）

　彼女は聞いた。私は答えた。

（もちろんよ）

（ならよかった……）

　言うと、彼女はぱたりと倒たおれた。私は驚おどろいたりはしなかった。すべての力を受け渡わたした彼女が、もう生きることすら出来ないと知っていたからだ。

　それなのに、私の瞳ひとみは濡ぬれていた。

（……なにこれ……）

　両手を上げて、頰ほおに触ふれる。そこは塩しお辛からい水に濡れて、熱かった。

（それはかなしみだ）

　女が言った。

　私はなぜ？　と聞いた。どうしてこんな、余計なものを私に残したのか？　と。

（もろん必要だったからだよ。お前はいままでの『私』とは決定的に違ちがうのだからね）

　女は泣かなかった。そんな機能がなかったからだ。

（よくお聞き、私は世界を救えなかった。他人も世界を救えなかった。だがそれは当然のことだ。なぜならだれも、世界を救うそんなことのために産まれてきたわけじゃないのだからね）




（でもお前は違う）魔ま女じよは言った。




（お前だけは、正しよう真しん正しよう銘めい、世界を救うためだけに生まれた化物だ。私がなりたかった夢の形だ）

（だったら、なんで、そんな存在が……）

　私は涙なみだをぬぐいながら、自分自身について深く理解した。魔女が、その全存在を賭として作った、私という名の化物は、たしかに超常の力をもつ存在だった。

　でも、その精神は、




（なんで！　ただの子供なのよ！）




　私はまるで、魔女の幼い頃そのもののような、ごく普通の、人間の精神だった。

　私は急に恐おそろしくなった。まるで世界を破は壊かいできる爆ばく弾だんをぽんと手て渡わたされた気分だった。

　魔女は嗤わらった。

（だからこそだよ〝魔女の娘〟……世界を救うほどの夢を見れるのは、無む邪じや気きなる子供だけなのだからね……）

（なんでよ！　わからないわ！）

（ならば、分かるようになるといい。それがそのまま、お前の道となるだろう……）

　最後の力を振ふり絞しぼって、魔女は東を指さした。

（行け、私の娘）

　そこには悠ゆう然ぜんと揺蕩たゆたう黒い面があった。

（お前は純じゆん粋すいなる不純だ。

　生まれたての不死だ。

　無能な神だ）

　生き物が光に向かうように、行くべき道を示していた。

（……ただそのままに、なんの理り屈くつも動機も持たず、世界を救いに行くがいい。お前にはそれだけの力がある……）

（……わかったわよ）

　涙を拭ふいて、私は立ち上がった。

（私は世界を、救うんだもの……）

（……そうだ、悲しみに涙し、敗北に倒れても、なお、前に向かって進むがいい。それが一番の近道だ……）

　涙を切って、歩き出す。

（だがそれでも）

　最後に、魔女は呪のろいの言葉を吐いた。




（それでも絶対に、お前は世界を救えない）




（……ああそうだ、私は確信してしまっている。私に世界は救えない。誰にも世界は救えない。それはお前だっておなじと、知っていたのに……）

　それでも、お前はいくか？　と、魔女は哀あわれっぽく囁ささやいた。

　私は、ただ一度だけ振り返って、言ってやった。

（ええ）

（……そうか）

　幸せな最さい期ごを迎むかえる人のように、魔女はわらった。

（それを聞いて、安心した……）

　そして、魔女は死んだ。

（……おやすみなさい。お母さん。後は私が、やってあげるわ）




　誓ちかって、私は黒面に飛び込んだ。
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「はぁ──はぁ──はぁ──っく！」

　路地裏の奥深くで、ナインは荒あらい息を吐はいた。

「なにが……っ、どう、なってんのよ……!!」

　その体にはいくつもの弾傷が穿うがたれ、白かったはずのワンピースは血に染まって真っ赤だった。

　あり得ない。全能の力を持つ自分が、なぜこんな目に遭あわねばならないのだ。それもただの、人間が放つ銃じゆう弾だんごときで！

　本来ならこの身に触れることすらかなわないはずなのだ、百歩譲ゆずって当たったとしても、そんな傷、たちどころに治るはずなのに……それなのに、

「痛っ！　～～！　もう！　なんなのよ！」

　ナインは肩かたの傷に手を突つっ込こんで、そこに埋うまった銃弾を引きずり出した。

　取り出した弾たまを見て、ぞぉっ、とする。弾丸はまるでウジ虫のように動いていて、再び傷に戻もどろうとしていた。

「～～～!!　消えろ──!!」

　腕うでをふるって念動力と物質崩ほう壊かいの力をたたき込む。弾丸はそれだけの事をされてようやく砕くだけた。

　はぁはぁと荒い息をつく。

　──あんなのが、まだ何発も打ち込まれている。

「～～～～～!!　ああ！　もう！」

　バリバリと体中をかきむしって弾を取り出して焼き尽つくす。

「～～はぁ──はぁ──はぁ…………くそ」

　弾は全部取り出した。傷もすべて治した。だというのに疲ひ労ろうはいっこうに抜ぬけなかった。まるで呪いを受けたように、無む尽じん蔵ぞうの力にほんのわずかな陰かげりを感じた。

　ありえない。無限から、いったい何を引けば減算できるというのか？

「……くそぅ、でもそんなこと、考えたってしょうがないわね……」

　だがしかし、ナインにとっては、それすらもどうでもいいことだった。

　重要なのは世界を救う、そのことだけ。

　そのためなら、万ばん能のうの力も、自分の体も、すべてはどうなってもかまわないのだから。

「……いそがないと」

　辺りを警けい戒かいしながら路地を行く。そうだ、本当はこんなところで鬼おにごっこをしている場合じゃないんだ。

　自分は世界を救うのだから。

　そして、その方法も見つけたのだから。

　そうよ。ナインはニンマリ嗤った。

　だがそのとき、




「はぁ……はぁ……はぁ……」




　路地の向こうから声がした。

「やっと……見つけた……」

　ナインの笑えみが凍こおり付いた。その向こうには、

「捜さがしましたよ！　ナインさん！」

　世ア界イが自分を救おうと、追ってきた。
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　やっと顔を見ることができた。

　それだけの事が嬉うれしかった。

「ナインさん！」

　アイは小さな少女を力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめた。

「よかった！　本当によかったです！　もう二度と会えないんじゃないかって、心配してたんですよ！」

「……ふん、そんなわけないでしょ。私は無敵なんだから」

　客観的に見ればそうなのだろう。この世界に魔女を害せる人間などそうはいない。

　だがそれでも、アリスなら、あの地じ獄ごく色いろの目をした少年なら、それくらいのことをやってのけるのではないかという不安が、アイのなかから消えなかった。

　街をかけずり回っている間もずっと怖こわかった、自分の知らぬところですべてが終わってしまうのではないかと思っていた。

「……とにかく、一度帰りましょう」

　言って、手を差しのばした。

「ね？」

「…………」

　とは言いつつも、アイはナインが素す直なおに言うことを聞くなどとは思っていない。だからこれはただの会話の糸口だった〝おはよう〟や〝こんにちは〟と同じように、つづく会話でなんとか説得しようと思っていた。

　ところが、

「わかったわ」

　ナインはこくりと頷うなずいて、自分から手を握にぎってきた。

「…………え？」

　冗じよう談だんを本気にされてしまったような心持ちで、アイは自分につながる小さな手を眺ながめた。

　妙みような違い和わ感を憶おぼえた。

「どうしたの？　帰るんでしょ」

「え……ええ、そうですね……」

　そこにちゃんと存在するのを確かく認にんするように、アイはきゅっと手を絞しぼった。つながった手のひらは温かくて、なんの噓うそも見あたらなかった。

　なにか企たくらんでいるのだろうか？　だがたとえそうだとしても、逃にげられるよりは何倍もいい。そう判断して、なにも聞かずに歩き出した。

「～～♪　花わ～フフンのようで～～♪」

　ナインはいままで見たことがないくらい上じよう機き嫌げんで、こちらの手にしがみついて鼻歌までうたっていた。アイの困こん惑わくは深まるばかり。

「～～♪　それで？　帰るって、あのアパートに行くの？」

「え、ええ、そうですね。……本当は、途と中ちゆうでアリスさんも見つかったらいいのですが」

　と、言ったそのときだった。

「お、二人ともそこにいたのか。捜したぜ」

　路地の向こうからひょっこりと、アリスが顔を出した。

「!!　ナインさん、下がって！」

　アイは反射的にナインをかばった。

「おいおい、そんな怖い顔するなよ」

　しかし、アリスの表情は穏おだやかだった。

「アリスさん……あなた……」

　別人かと思った。目の前のアリスにあの『嗤わらい』はなく、まるで数日前にもどったように、朗ほがらかだった。

「いいのよアイ。もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　言って、ナインが後から出てきた。彼女の顔にも、もはや恐きよう怖ふはなかった。

　二人は仲が良さそうに並び立つ。

「……どういうことですか？」

「うん、あのね、アイ。私。世界を救うの、やめたの」

「はぁ!?」

　開いた口がふさがらなかった。

「そんなわけで、俺がそいつを殺す理由も無くなったってわけだ」

「ど、どうしてそんな……」

　いったいなにが起きれば、そんなことがあり得るというのか。

「それはアイと一いつ緒しよよ」

「……私と一緒？」

「うん。私も、失敗しちゃったの」

「失敗って……」

「うん、失敗。だからもう諦あきらめたの」

　アイは、アリスの望みを叶かなえないことで、失敗した。

　では、ナインはいったいなにで失敗したというのか？

「詳くわしい事はあとで教えてあげる」

　そういって、ナインは手を差し出した。

「だから、今はお家うちに帰って、ご飯はんを食べましょう」

「…………」

「ね？」

　だが、アイはその手を取れなかった。

「どうしたの？　アイ」

　訝いぶかしそうにナインが言う。

「アイは、こうなりたかったんじゃなかったの？」

　それは、その通りだ。

「みんな救われる。ハッピーエンドになりたかったんじゃないの？」

　この手を取れば、そうなれるよ、と魔ま女じよは嗤った。

　だが、アイは、

「ああ、なるほど……」

　その手を取ることはもう、なかった。

「ナインさん。それがあなたの言う、みんなの救い方ですか……」

　そして、アイは目を覚ました。
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　気が付くと地面に倒たおれていた。

「……どうして」

　目の前には呆ぼう然ぜんと立ちつくすナインがいた。

　さしのべた右手が孤こ独どくなままに垂れ下がっていた。

「……よいしょっと」

　アイは一息で立ち上がって辺りを眺めた。

　他には誰だれもいなかった。

「いまのは幻げん覚かくですか？」

　返事はなかった。それは別にかまわない、期待していたわけじゃないし予想もつく。

　たぶん、今のは幻覚ではなく、世せ界かい塔とうと同じような本物だったのだ。

　ただ、一点をのぞいて、

「どうしてこの手を取らなかったの!?」

　ナインが叫さけんだ。

「この手を取れば、あなたは救われたのに！　幸せになれたのに！」

　髪かみをぐしゃぐしゃにしてナインは嘆なげいた。

　そのときにはもう、アイは街で起きていることを理解していた。戦いの後で見つけた石ころみたいになった人たちと自らの体験を結びつけて、ナインが何をしようとしていたのか悟さとった。

「あれが、あなたの言う『世界を救う』ことなんですか？」

「ええ！　そうよ！」

　死んでしまった猫ねこを自じ慢まんするように、ナインは泣き笑いを浮うかべた。

「わたし、やっと分かったの！　みんなを救うにはどうすればいいかって！　ふふふ、最初に気づいたときには笑っちゃったわ！　だって私は最初から！　正解にたどり着いていたんだもの！」

　心が痛かった。

　まるで死にかけの獣けものにとどめを刺さしているようだった。もはや苦しみしかない命に死を与あたえるようだった。

「私！　勘かん違ちがいしてたの！　みんなとか世界とか、そんな風に大きく考えるのは間違いだったのよ！　そうじゃない！　そうじゃないのよ！　世界が小さい石ころから出来ているように〝みんな〟は〝ひとり〟で出来ているんだもの！」

　だから、

「だったら私は単純に、全員の願いを叶えればいい」

　狂きよう気きそのものが嗤った。

「ひとり、ひとりを、片かたっ端ぱしから片っ端まで、一人残らず、一いつ切さい合がつ切さい、誰だれ一人ひとり余すことなく救ってあげればいいんだわ！」

　それは、不可能を表す逸いつ話わによく似ていた。

　みんなを救う、などという絵空事を、しかしナインなら可能にしてしまう。この世にいる全すべての人を訪ね歩いて、ひとりひとり救うことすら可能なのだ。

　それこそが万ばん能のうの力。

「私はみんなの願いを叶えてあげるの！　死んだ人を生き返らせて！　悲しいことは全部無くしてあげたの！　一つの悲しみもない世界！　一つの不幸もない世界！　そんな世界をみんなにあげたわ！　そうすれば！　世界は救われるわ！」

　その結果を、アイはもう知っている。

「……それが、あの石ころみたいな人たちですか？」

　いまなら分かる。あのときナインの手を取っていたら、自分はどうなっていたのか。

　きっとナインは改心して、アリスも穏やかな頃ころに戻もどってくれる。世界は平へい穏おんの中にあって、自分は百歳まで生きるのだ。

　そして段々とたがが外れていくのだ。自分が死んで、みんな終わって、そしてこっそりと願ってしまう。どうか彼等を生き返らせてください、と。

　そこから先は転げ落ちるばかりだ。一つの願いはやがて二つ三つとふくらんで、最後には無限の願いとなって叶えられ。

　いつまでも、いつまでも、いつまでも、いつまでも、いつまでも……。

　そうしていつしかすべての願いを叶えてしまい、あとはもうすることもなくなって、石ころみたいになってしまうのだ。

「そんなの、私はいやなんです」

「どうしてよ！」

　ナインは叫んだ。

「アイは、幸せになりたくないの!?」

「いいえ」

　それは自信をもって頷うなずける。「だったら……」とナインが右手を伸のばす。

　だがアイは、その手を取らなかった。

「でもね、ナインさん。私は幸せになりたいからって、不幸や悲しみに、消えて欲しいとは、思わないのです」

　アイは優やさしく、言い聞かせるように語りかけた。

「私はね、ナインさん。楽しいことが好きなんです。嬉うれしいことが好きなんです。……でも、同時に、悲しいことも不幸なことも、きっと同じくらい好きなんです……」

　悲しいことに、……そして嬉しいことに、

　幸福なことに、……そして不幸なことに、

　アイ・アスティンは、幸せなだけでは、幸せになれないのだ。

「だから、あなたは私を、救えないんです」

　なんて欲張りな生き物なのだろうと。きれいなだけでは満足できず、きたないだけでも満足できない罪深い人間。そして、そんな自分を誇ほこらしく思う『私』という存在。

　きっとこれが、大人になることなのだろうと思った。

　だから当然、

「……やだ……」

　子供は、泣いた。

「そんなのやだぁ……」

　ナインの瞳ひとみに、みるみるうちに涙なみだが溜たまり、瞼まぶたを越こえて流れ出した。純じゆん粋すいな滴しずくは悲しみだけを含ふくんで濁にごりもなく、顎あごを伝って地面に落ちた。

「そんなの……やだぁ……私は、世界を……すくうのに……」

　それはきっと子供だけがもてる、純粋なる感情なのだろう。

　世界の片かた隅すみで、子供の泣き声が響ひびいていた。

「うわあああああああ！」

「……ごめんなさい、ナインさん……」

　ナインを抱だきしめる。彼女の夢にとどめを刺した張本人のくせに、こうして罪悪感を覚えて涙している自分に胸が痛んだ。

　だがそんなことも、どうだっていい。

「……これから、私はどうすればいいのよ……」

　呆然と、ナインは聞いた。アイは答えた。

「失敗してください、ナインさん」

「……失敗？」

「ええ、夢に失敗して、あきらめて、……あなたはあなたになってください」

　柔やわらかな髪に頰ほおを寄せて、心が少しでも伝わればと思った。

「変わってください。ナインさん。夢なんかに生きずに、心に耳をすませて、自分の在り方を、自分で求めて決めてください」

「……そんなこと、できるの？」

「もちろんです」

「…………私みたいな、化物でも？」

「ええ、実例もここにいますから」

　アイは額をこつんとあわせてささやいた。恥はずかしいのか、ナインはたちまちうつむいた。

「人は、変われるんですよ、ナインさん。いつだって、だれだって……」

　どうすれば伝わるだろう、どう言えば分かってくれるのだろう。そんなことばかりを考えて、アイはただひたすらに心を伝えようと努力した。それなのに言葉は口から出た瞬しゆん間かんにきれい事にしかならず、ふれあった体と体の間には分厚い布があるようだった。

　だから、アイはナインが心変わりするなんて思っていなかった。言葉だけで彼女を『失敗』させられるなんて信じてもいなかった。

　だから、




「わかったわアイ！　私！　夢を諦あきらめる！」




　その言葉を聞いた瞬間、アイは目覚めた。
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「あーあー……、また破られちゃったぁ……」

　気が付くと地面に倒たおれていた。

「……え？」

　目の前にはナインが一人で立っていた。

「困ったなー。アイ、強すぎるよ……こんなのどうすればいいのかなぁ……」

　はははは……と乾かわいた笑えみを浮うかべて、かくんと操あやつり人形のように首を傾かしげる。

　その拍ひよう子しに、涙がひとつ、流れて落ちた。

「どうしよう……アイを救えないよぅ……救いたいのに……救いたいのにぃ！」

　ぐしゃぐしゃと頭をかきむしる。ダンダン、と石いし畳だたみを踏ふみしめる。

「……ナインさん。いま……」

　がばりと跳はね起きて辺りを見た。記き憶おくが強きよう烈れつに蘇よみがえる。

　これは、まさか……、

　時間が巻き戻った？

「ああ、アイを怖こわがらせちゃった……こんなことがしたかったんじゃないのに……ああ」

　ぞぉっと、背筋に怖おぞ気けが走った。

「ナインさん！」

　初めて、アイは怒いかりにまかせて怒ど鳴なった。

「私に何をしたんですか!?」

　いまだけじゃない。さっきのも含めて二回、いや、もっとかもしれない。

　ナインは、きっと、もう何度も、

「……試ためしたの……」

「なにを!?」

「アイを、どうやったら救えるかって……」

　めまいで倒れそうになった。

　二回や三回どころではない。おそらくナインはもう、何度も時間を巻き戻して、失敗を繰り返している。

　すべての世界を、救うために。

　冷ひや汗あせが止まらなかった。

「……ねえ、アイ」

　ぐちゃぐちゃな笑顔が目の前にあった。泣いているような、笑っているような、怒おこっているような、困っているような、そんな笑顔。

「アイは、言ったよね。──失敗して、自分になれって……」

　言った、確かに言った。

　自分が、アリスを助けてしまって、夢を諦めざるをえなくなってしまったように、ナインにも失敗してもらって、そこから新しい人生を歩んでもらいたいと思っていた。

　だが、




「でもね、アイ。私、失敗って出来ないの……」




　まるで自動人形が泣いているようだった。

「だって私は全知全能。出来ない事なんてないんだもの。なんど失敗したって、私はいくらでもやり直せるんだから……」

　まるで死にたくても死ねない不死者のように、万ばん能のうの力をもつ魔ま女じよの娘むすめは、凡ぼん人じんならば誰だれでも出来るような、『失敗する』ということが、出来なかった。

「わたし……どうすればいいんだろう……」

　カタカタと奥歯を鳴らしてナインは言った。失敗は出来ない。だがそれと同じくらい、成功も出来なかった。

　だって世ア界イはとっくに、救われているのだ。

　救われているものをさらに救うことは出来ない。

　だから、

　最後には、

　どうあがこうと、

　この世界で救われていないのは、ただ一人になってしまう。

「どうしよう……」

　ぺたり、と、孤こ独どくな神は膝ひざをつき、絶望の涙をこぼして泣いた。

「！　あきらめるんです！　世界の事なんか！　もう放ほうっておくんです！」

「……出来ない。そんなことしたら、私が私で無くなっちゃう。だって私はそのためにつくられたんだもの……」

　ふるふると弱々しく首を振ふる。

「それに諦めたって無駄。いつか諦めたことすら無かったことにしてしまう」

「～～～っ！」

　アイは、このとき初めて、見たこともない魔女を憎にくんだ。

　彼女の仕事は完かん璧ぺきだった。

　自分には世界を救えないと知り、その上でありとあらゆる方策を試し、そして最後にナインをつくった。

　けして大あ人きにらなめらなぬいように、ただの子供に、神の力を与あたえて捨てた。

　もはやアイには、いかなる理由であろうとナインを止める術すべはなかった。それが出来る唯ゆい一いつの存在だった魔女は、それ故に消えた。

「ねえ、アイ……怖い……私こわいよ……」

　無敵の存在が怖がっている。自分自身を怖がっている。

「落ち着いてくださいナインさん！」

「……きっと私は、それでもみんなを救ってしまう……石ころになりたいひとも、そうじゃない人も、みんなまとめて叶かなえてしまう……」

「ダメ！　そこから先は考えちゃダメです！」

「私は世界を救えない。それなのに私は世界を救ってしまう……まるで暴走する粉ふん砕さい器のように、世界を平たくならしてしまう。みんな石ころにしてしまう……」

　震ふるえる体を抱きしめながら、アイは必死で言葉を探した。それなのに出てくる答えは絶望にしかつながっていなかった。

　ナインはもはや、くびきの外れた歯車だった。その力は伝わる先をなくして大地を転がり、あらゆるものを破は壊かいする。

　本人は、世界を救っているつもりで、事実、まったくその通りなのに、

　彼女は世界を滅ほろぼしてしまう。

「どうしよう……アイ……私、どうしよう……」

　きっと終末の景色は静せい寂じやくだ。墓場のような都市のなかに、石ころみたいな人類が幸せそうに笑っている。

「助けてアイ……助けて……こんなのやだ……こんなの、いやなのにぃ……」

「～～！　ナインさん！」

　血ち塗まみれの体で震える子供を、アイは抱だいた。もうこれ以上は抱きしめられないほど力を込こめた。

　だが、それだけだった。

　それ以上の事はもう何一つ出来ず、




「……ああ、分かったよ」




　彼の登場を、待つしかなかった。

「俺がお前を、助けてやるよ……」

　振り返るとそこに、

　地じ獄ごく色いろの笑みを浮かべた、アリス・カラーが立っていた。
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　ああ、こいつ俺と同類だ。




　アリスは、初めてあったときから、アイのことをそう思っていた。

　どこが、と聞かれたら少し困るが、多分言葉にすると『容よう赦しやのないところ』とか『人を人とも思わないところ』という風になるのだろう。

　悪く言っているつもりはない。

　なぜならそれこそ、アリスが求めていた資し質しつだったのだから。

　自分を殺す相手は、そういう人間でないといけないのだから。

　だから、アリスはアイをパートナーに選んだ。

　こいつなら完璧に仕事をこなしてくれると思ったからだ。──だがそれは、自分がちゃんとやれるという期待を、アイに預けていただけなのかもしれないと、いまなら思う。

　以前、アイは自分のことを「気高い」と言ってくれた。

　ディーも、ベンドーも、ユリーでさえも似たような事を言ってくれたことがある。

　だがアリスはそんなこと、一度も考えたことはなかった。

　ただ、単純に天てん秤びんに乗せただけだ。

　自分の命と、クラスメイト全員の命。

　自分の命と、街一つの命。

　結果は見るまでもなく、ほとんど平衡だった。

　だが、それでもやっぱり、自分の命のほうがわずかに軽かった。

　だったら仕方がないだろう。

『いやいや、ふつうはそんな風に思わないんだよマヌケ』

　そう言ったのは誰だったか。

『人間は揺ゆらぐ生き物なんだ。とくに拮きつ抗こうすれば拮抗するほど決断なんか出来なくなる。自分の命が懸かかってればなおさらだ。それをお前、自分の心臓の方が、羽根一枚分軽いから、なんて理由で死ねるなんてのは、やっぱりどこかおかしいんだよ』

　思い出した。そういう本人は、自分の命の勘かん定じようを度外視している奴やつだった。

　やっぱり親子なんだろうな、と思う。そういうところはそっくりだ。

　そうだ、それを忘れていた。

　同類だと思った一番の理由。

　それは『変われない奴』だと思ったからだ。

　アリスは、この世には二種類の人間がいると思っている。『変われる人間』と『変われない人間』だ。

　自分はもちろん後者だ。そしてアイも、そうだと思った。

　お互たがいに、夢と共に生きて、夢と共に死ぬのだと思っていた。

　叶かなっても叶わなくても、後にはなにも残らないのだと思っていた。

　流れ星のように片道切きつ符ぷで、空の彼方かなたではじけるのだと思っていた。

　だが違ちがった。アイは変われる人間だった。

　ショックだった。

　そんなのありかよ、と思った。

　まるで空を駆かけた花火が、はじけもせずに落ちてきたみたいだった。あまつさえ、その花火の残ざん骸がいは『第二の人生』とかいって楽しそうに転がっているのだ。

　もう空は飛べないのに。それでも、幸せそうに。

　だから、アリスは思った。

　ひょっとしたら、

　もしかしたら、

　自分も、変われるんじゃないだろうか。

　こいつと一いつ緒しよなら生きていけるのではないだろうか。

　そう、思った。

　思ってしまった。

　けれどもそれは…………。




　──最後にもう一度、天秤の話をしよう。

　問題、世界一つと自分の命。

　重たいのはどっち？
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　アリスは、変わり果てていた。

　体中が傷だらけで、服はボロボロに破れて何の役にも立っていなかった。靴くつも半分が無くなっていて、左目からは真っ赤な涙なみだがしたたっている。

　唯一、両手に握にぎられた拳けん銃じゆうだけが不気味なほど無事なままで、アリスはまるで操あやつり人形のように、その二丁に引きずられていた。

　助けてやると、アリスは言った。それは、いつもならば絶大な信しん頼らいと、ちょっとばかりの心配を抱かせる言葉だった。

　だが、このときばかりは、

「ナインさん。下がって」

　以前と同じように、アイはナインを背後にかばった。

「……傷つくなぁ」

　お互いに向かい合って、くっくっくっと、アリスは嗤わらった。

「これじゃまるで、敵同士みたいじゃないか……」

「そんなことありませんよ。私に敵はいませんから」

　そう言うと、アリスはきょとんとした表情でこちらを見て、

「……あいかわらずだな」

　その微ほほ笑えみは少しだけ、前と同じ気配がした。

　だがそれもすぐに消えた。

　アリスは言った。

「もういいから、お前そこどけ」

「……私をどかして、なにをするつもりなんですか」

「そのガキを殺す」

　あまりな言いように、鼓こ膜まくがきしんだ。

「……アリスさん……」

「もう、いいかげん分かっただろう。そのガキは存在しちゃいけないんだ。俺が殺してやるから、その首を差し出せ」














「アリスさん！」

　聞きたくなかった。

　そんな、心の底から思っているような真実の言葉、聞きたく、なかった。

「どうして……そんなに、変わってしまったのですか……」

　アリスは黙だまった。

「なぜ……いったいどうして……そんな」

「俺は変わってなんかいないよ」

　アリスは嗤った。

「俺は、最初から、こうだった。目的を見つけて、そうだときめたらそうする……それが俺だ。……変わってなんかいない。……もしも、お前が俺をそんなふうに感じるんだとしたら、きっとそっちのほうがおかしかったのさ……」

　それは修しゆ羅らの、笑みだった。

「忘れるなよ。俺は、お前に、人殺しをさせようとした男だぞ……目的のためなら、最初から手段なんか問わない、男なんだ……」

　突とつ如じよ、アリスは魔ま女じよの名を呼んだ。

「ナイン」

「……なによ」

　アイの制止を振ふり切って、ナインが一歩進み出た。

「お前、そこの部外者なんとかしろ。戦いの邪じや魔まだ」

「ちょっ！」

「……なんで、私がそんなことしなくちゃならないのよ……」

「なんですか部外者って！　ちょっと！　二人とも」

　無視。

「仕方ないだろ。俺のブザービーターは、いまやお前に届くほどに深化したけど、でも〝万ばん能のう〟とはちがって、殺す以外のことは何一つ出来ないんだからな」

　ヒラヒラと拳銃が揺れる。

「決着は、二人でつけよう」

「……わかったわ」

「ちょっと！　私を無視して話を進めないで──むぎゃ！」

　突如、体が弾はじかれて、廃はい墟きよの壁かべに押しつけられた。

　ふざけるな！　こんな、土ど壇たん場ばで除外されるだなんて、そんなの耐たえられない！

　アイは全身に力を込こめて、見えない力に対たい抗こうした。

　だが体は一ミリも動かなかった。

　街と荒こう野やの境目で、二人は静かに向き合った。

　戦いの気配がおりる。

「……これでいいの？」

「上出来。なるべく楽に殺してやるよ」

　言って、アリスは銃じゆうを構えた。ナインは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。

「……言っておくけど。さっきアイに言った台詞せりふを盗ぬすみ聞きして、私が死にたがっている、と思っているのなら、とんだ思い違いと言うほかないわ。……私はそれでも、世界を救うんだもの。こんなところであなたに止められはしない」

「お前こそ勘かん違ちがいするな」

　撃げき鉄てつ、起こる。

「そんなものとは関係なく、お前はここで終わんだよ」

　そして引き金が落ちた。




「死ね」
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　ぱぁん、ぱぁん。

　両の手から飛び出した弾だん丸がんは音よりも速く宙を渡わたり、瞬またたきよりも早くナインの眼前に迫せまった。

　遅い。

　だがナインにはすべてが見えていた。時間を遅くして弾丸の動きを衝しよう撃げき波はまで把は握あくして、余よ裕ゆうを持って回かい避ひした。

　そのはずだったのに、

（！　やっぱり追ってくる！）

　弾丸はまるで糸がついているように、物理法則をぐにゃりとねじ曲げて心臓を目指した。

　直前で方針を変へん更こうする、不可視の力場を生み出して弾丸を丸ごと押し包もうとする。

　だがそれでも、

「がは！」

　二発の弾丸は力場をたやすく引き裂さいて、六番と八番の肋ろつ骨こつを砕くだいて心臓の中心でかち合った。

（～～！　また!?　一体なにがどうなってるの！）

　傷を即そく座ざに修復する。だが肉体的なダメージとは別に、また少し〝万能〟が削けずられてしまう。その証しよう拠こに、同時並行させていた時間逆行が発動しない。運命を戻もどせない。

　ぱぱん、と第二射。

「くっ！」

　ナインは肉体を強化して弾丸よりも早く移動した。防ぐことが出来ないなら逃にげてしまえばいい、これならただの人間に過ぎないアリスにはどうにも出来ない。いままでもこの手でどうにかなった。

　だが、

「逃がさねぇよ」

「なっ!?」

　いきなり逃げようとした先に回り込まれた。

　第三射。肩かた口ぐちに当たった弾丸がウジ虫のように心臓を目指す。

「きゃあああああああ!!」

　ありえない。一体あの弾丸にはどんな力が込められているというのか。アリス・カラーはどんなごまかしで自分を追い詰つめているのか。

「あんた……あんた！　なんなのよ！」

　返答は銃じゆう弾だんだった。

「この！　聞きなさい！　あんたのしていることは無む駄だよ！　いいえそれどころか害悪でしかないわ！　私をこれ以上追い詰めるな！　これ以上は──」

　右耳から脳幹を吹ふき飛ばされる。

「～～！　この！」

　鎖さ骨こつから胸きよう腺せんを引き裂かれる。

　そして、ナインは始めてしまった。

「どうなっても！　知らないわよ！」

　たがが、一気に外れていった。




　どうせ、失敗しても、同じなら。

　とことんまで、やってやる。




「殺す！」

　ナインは反はん撃げきを開始する。
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「この！　この！　放せぇ！」

　廃墟の壁に標本みたく貼はり付けにされながら、アイはなんとか抜ぬけ出そうともがいていた。だが体を拘こう束そくする力はまるで摑つかみようがなくて、逃げ出す目め処どがつかなかった。

　目の前ではアリスが一方的に攻めまくっていた。だがそんなのは当たり前だ。ナインは世界を救うのだから、元来『人を殺す』ことが出来ないのだ。

　だがそれはあくまで、両者の力量が隔かく絶ぜつしている場合の話だ。

　もしも、ナインの命に届く力があるのなら、もしも、ナインの夢、そのものを脅おびやかす存在が現れたのなら、




「殺す！」




　ナインはもう、容よう赦しやしない。

「アリスさん逃げて！」
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「殺す！　殺す！　殺す！」

　隙すきだらけの頭頂部がすぐに撃うたれた。今までと同じように、弾丸はねらった場所に命中した。

　だがナインはもう、その程度の事では動じなくなっていた。

　喩たとえるなら、それは人と蜂はちの関係に似ていた。両者が出会ったとき、逃げるのは大たい抵ていの場合、人のほうだろう。その様は一見すると、蜂のほうが優位なものに見えるかもしれない。

　だが、もし、人間が覚かく悟ごを決めて、戦うことを決めたのなら。

　そんな優位、一いつ瞬しゆんにして消し飛ぶのだ。

　こんなふうに、

「がぁ！」

　突如、真っ白な長ちよう髪はつを翻ひるがえして、ナインは獣けもののように地を駆かけた。

「!?」

　アリスは即座に牽けん制せい射撃、二発の弾丸が太ももを貫つらぬく。

　ナインは止まらない。刺さされるのを覚悟して、それでもつっこんでくる人間に対して、蜂は有効な手段などとれないのだから。

　自動式が引きっぱなしになって、残った弾丸が一秒と掛かからずに吐はき出されて顔を襲おそった。うざったかった。

　だから最初はそっちにした。

「じゃまぁ！」

　ナインは硝しよう煙えんのしたから笑え顔がおを出して、さらなる弾丸の嵐あらしに自分から飛び込んでいった。七発の弾丸をその身に受けて、それでも一歩も止まることなく肉にく薄はくし、

「ひとつ！」

　右手を砕く。

　ろくに力も込こめずにふるった手刀はしかし、接せつ触しよくした自動式拳けん銃じゆうと手のひらの骨を粉々に砕いた。

「ぐあっ！」

　アリスがすぐに左手の回転式を向けてくる。だがそれも、

「ふたぁつ！」

　まさに鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。ナインの指先に触ふれたものは一瞬にして砕け散った。

　アリスが役に立たなくなった両手をぶら下げて逃げた。右足一本で石いし畳だたみを蹴けって距きよ離りを置いた。

　ナインはあえて追わなかった。

「あはははは！　ざまぁないわ！」

　いままでの鬱うつ憤ぷんをはらすような、嗜し虐ぎやく心を満たされた猫ねこの顔で嗤わらった。

「ふふふ、私ったらなにを遠えん慮りよしてたのかしら。最初からこうすれば良かったのよ！　相手の言うことなんかなにも考えずに、無理矢理救ってあげればよかったのね！」

　ゆっくりと、淑しゆく女じよのように頭を下げる。

「教えてくれてありがとう。アリス。あなたには感謝してあげるわ。私の箍たがをはずしてくれて、ありがとう」

「……そりゃどうも」

「ええ！　ふふふ、どんな気分かしら？　肝かん心じんの両手を砕かれて、世界を救おうとしたのに墓穴を掘ほって！　どんな惨みじめな気持ちかしら！　でも安心して！　そんな惨めさも後こう悔かいも、私が全部無くしてあげる！　永遠にだって幸せにしてあげるんだから！」

「はは、それはいいな……」

　アリスが言った。負け惜おしみにしか聞こえなかった。

「ふふん、出来ないと思ってる？」

「いや、そこは別に疑ってないよ。……だから、俺が負けたときは、よろしく頼たのむ」

「……負けたときはって……」

　ぴくり、とナインの眉まゆが不快そうに動いた。

「あなたもう負けてるじゃない……」

「いいやぁ？」

　武器を失い、腕うでを砕かれ、魔ま女じよを前にして、

　それでもまだ、アリスは嗤った。

「勝負はまだ、これからさ」

　こいつはまだ諦あきらめていない。

　ナインの顔に警けい戒かいが戻る。不用意に近づいていた距離が一瞬で離はなされる。

　そのなかで、アリスはある、動作をした。

　砕けた右手で足あし下もとの石ころを摑み、ひょいと投げた。

　石ころは正確な放物線を描えがいて、ナインの胸に飛んできた。

　なんだ、とナインはため息をつき、ついで、そんな自分に恥はずかしくなった。馬ば鹿か馬ば鹿かしい、負け犬のはったりに乗ってしまった。

　もういい、この石ころが当たったら、もうすべてを終わらせよう。

　そう思って、ナインは待った。

　そして、石ころは標的に当たり、

　ブザービーター。

　突とつ如じよ、小爆ばく発はつを起こしてナインの胸部を吹き飛ばした。

「っ!?　な、な……」

　何が起きた。

　訳が分からない。なぜなんの変へん哲てつもない小石が爆発する？　なぜ、自分がこんなにダメージを受けている？

「ほら？　言ったろ……」

　爆煙のなかで、アリスは嗤った。

「勝負はまだ、これからだって……」

　ナインはか細い悲鳴を上げた。
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　投げたものを当てる能力。ブザービーター。

　その本質は確率をねじ曲げて当たりを引く力だ。

　この力に目覚めてすぐに、アリスは一つの疑問にとらわれた。




　この力で、絶対に当てられないものをねらったら、どうなるのか？

　たとえば届かない距離の的や、土に埋うもれた的。そんなものをねらったとき、自分の力はどんな風に働くのか？　アリスは考えて、実行に移した。

　結果から言うと、能力はすべてきちんと作動した。絶対に届かないような弱い力で投げたボールは偶ぐう然ぜんの突とつ風ぷうによってゴールへ運ばれ、土中に埋まった的をねらった弾だん丸がんは突然の地じ震しんによってあぶり出されて銃弾を受けた。

　その結果を、アリスは誰だれにも話さず封ふう印いんし、以降、二度と実験することはなかった。

　怖こわかったからだ。

　百発百中の力、ブザービーターは絶対だ。アリスが『出来る』と思ったことなら客観的な確率など無視して叶かなえてしまう。

　だから、アリスはそれ以降、先の見えない標的をねらうことだけは禁じ手にしていた。

　誓ちかいが破られたのは、わずかに三度。

　そしてこれが、四度目で、

　きっと、最後になるだろう。
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　はぁ、はぁと、アリスは荒あらい呼吸を繰くり返した。

　すでに、鬼き畜ちくの域に落ちたというのに、力を使ってナインをねらうという行こう為いは頭が割れそうなほど痛んだ。命をねらうという考えに良心が傷ついていた。

　そんなもの、犬に喰くわせればいい。

「こんの！　これでどうだぁ！」

　ナインが土砂をひっぺがして盾たてにする。だが無む駄だだ、そんなものではこの力はやぶれない。

　アリスは拾った小石を無造作に放った。石は一瞬にして土砂に吞まれて消え失うせた。

　だが、ブザービーター。

　小石は偶然、土砂の中を泳ぎ切って、偶然はじき出されてナインの胸むな元もとにこぼれ落ち、

「ひぃ！」

　また爆発。土砂が落ちたむこうでナインが倒たおれている。

「くっ！　この！」

　胸の傷を再生して、ナインが即そく座ざに反はん撃げきしてきた。廃はい墟きよの煉れん瓦ががいくつも浮うかんでこちらに向かって飛んでくる。

　がれきを迎むかえ撃つために、アリスは奇き妙みような動作をした。右手で左手をつかみ、自らの体を『投げた』のだ。

　するとすべての煉瓦がアリスをすり抜ぬけて消え去った。

「そんな！」

　一連の動作はすべて『トンネル効果』と呼ばれる物理現象を無理矢理に引きずり出したものだった。すべての物質は極小レベルの世界において波のように振ふる舞まうようになる、故ゆえにそれらの物質は恐おそるべき低確率の果てに、すり抜けることが可能なのだ。

　無論、それは宇宙開かい闢びやく以来一度たりとも起きていないとすら言われる低確率だ。

　だが、

　それでも、ブザービーターなら、アリス・カラーなら、

　たやすく引き寄せ、現実のものにしてしまう。

　アリスが腕をふるう。もはや小石すら持っていない。

　だが投げられた空気は瞬またたく間に分解して、凶きよう悪あくな酸素分子となってナインの喉のどを焼いた。

「がは！　がは！　……この！」

　だが、それでも、ナインは即座に傷を治して飛びかかってきた。

　アリスが再び自分を『投げた』。すると『投げられた肉体』のなかにある筋肉分子の滑すべり込み運動が最適化され、墓はか守もり以上の力をはじき出した。

　折れた両手を上げて迎え撃うち、柔やわらの技わざを掛けて少女を転ばせた。

　だがそれでも、

「がぁああ！」

　魔女の娘むすめには、かなわない。

　メキメキと音を立ててアリスの左腕が砕くだけた。

「はぁ……はぁ……もう……諦めなさいよ……」

「……やなこった」

　アリスは応こたえて、右腕をふるった。拳こぶしは大地を割るほどの力を持ってナインを打った。

　肉体を爆発四散させながら、ナインは返す刀で平手を放った。肋ろつ骨こつが砕けて肺にいくつも穴が開いた。

　二人はまるで、お互たがいをすりつぶしあう石いし臼うすのようだった。

　殴なぐる。殴り返す。

　そんな、二人を、アイはただ見ていることしかできなかった。

「やめてください二人とも……もうやめて……」

　アイは逃にげることも、駆かけ寄ることも出来ずに、ただ、涙なみだを流して泣いていた。

　血みどろの殴り合いはやがて、凪なぎのように安定し、その狭はざ間までナインが言った。

「…………いいの？」

「なにがだよ…………」

　蹴ける。蹴り返す。

「……なんにも言わないで、さ」

「は、それはお前も、一いつ緒しよだろ……」

　もはやお互いに殴り合っているのか、支え合っているのかさえ分からなくなりながら、それでも二人は戦った。

　絶無の確率をいじくり回して、アリスが殴り、

　因果と物理法則をねじ曲げて、ナインが殴る。

　そのときにはもう、アリスのしようとしていることはすべて、ナインに伝わったみたいだった。殴り合いでわかり合うなんて、まるで古いお話みたいだとアリスは笑った。

「大だい丈じよう夫ぶさ。あいつは……変われる奴やつだから、さ」

「………………そうね」

　そのとき、

　ごぷりっと赤黒い血が喉を割って流れ出した。

　異能に振り回されたアリスの肉体が、このときついに限界を迎えた。

「…………そろそろみたいだ」

　言って、一息に距きよ離りを取り、右手を持ち上げ、握にぎりしめる。

「そう……」

　ナインもまた、右手を手刀の形に構えた。

　これが最後の一撃になる。

「行くぞ……」

　アリスは駆けだした。

　地面を踏ふみ、腕をふるう、その度たびにアリスは異能の力を発動させた。もはやブザービーターが自分自身を投げ捨てたようだった。

　肉体の節々が音の壁かべを突とつ破ぱし始めた。平へい凡ぼんな肉体が重圧に耐たえきれずにばらばらになっていく。それでもアリスは前に進んだ。




　最初の一歩で左手が千切れた。




　ボロ雑ぞう巾きんのようになった肉体を置き去りに前に進む。

　二歩目で左足が落ち、続く三歩目で右足が取れた。

　構わない。どうせそんなもの、この戦いの後には必要ないのだから。

「おおおお！」

　ただ、拳だけをつきだして、アリスは飛び出した。

　後のことなどなにも考えず、

　放たれたなら、二度とはかえれぬ、弾丸のように。

　魔ま女じよの心臓を目指した。

　ナインはただ、手刀を伸のばして彼を待っていた。

　そして、




「ごほ……」




　まるで抱だき合うように、二人は静止した。

　その光景は倒れかかったアリスをナインが抱き留めているようにも見えた。

　だが違ちがう。

「……あ？」

　不思議そうな顔で、アリスはからっぽの右手を見つめて、ふと、背後を振り返った。

　そこには肋骨と胸骨をぶち破って心臓をえぐり出した、かぼそい右手が生えていた。

「チッ……」

　ごぼりと、まだそれだけの血が入っていたのかと思わせるほどの吐と血けつをして、アリスは粘ねばついた舌打ちをした。

「……なんだ、もうちょっとうまく、やりたかったんだが……」

「無理よ、だってあなたは追う側じゃない……」

「そうだな……」

　だが、

「でもこれからは違うぞ、魔女の娘」

　アリスはにやりと嗤わらってみせた。

　ここからが、本番だ。

「今度はお前が俺を、追いかけるんだ」

「……ええ」

「しくじったら、承知しないからな……」

　言って、アリスは最後の力を振り絞しぼってナインを突つき飛ばした。

　胸に刺ささった槍やりが抜かれるように、血に濡ぬれた腕うでが引き抜かれていく。

　いまだ、弱々しく脈打つ心臓はもはや戻もどることもかなわぬ胸中を再びくぐり抜け、反対側から抜け出して宙を舞った。

　アリスは、その心臓を鷲わし摑づかむ。

「さあ！　これが俺の最後の力だ！」

　脈打つ心臓じぶんを全身全ぜん霊れいで振りかぶる。

「受け取れ魔女！　俺の心臓！　俺のすべてを！」

　血と共に、今際いまわの際きわの絶唱を放つ。

　そしてアリスは、己おのれの心臓を投げ捨てた。




「死ねぇぇぇぇぇ!!」




〝最後の一撃ブザービーター〟




　魔ま弾だんはいま、放たれた。













　その心臓はナインの胸にあたるとべちゃりと落ちた。

　同時にアイは解放された。

「アリスさん！」

　もうなにもかもがぐちゃぐちゃだった。理性も感情も、感覚さえもめちゃくちゃだった。

　なにもないところで三回も転び、起き上がるのに五秒もかけて、アイは、やっと、アリスのもとへとたどり着いた。

「あ、あ、あ……」

　アリスはもう、死んでいた。心臓を放ほうり出して、死んでいた。

　アイは、こういうときどうすればいいのか、よくわからなかった。

　悲しめばいいのかも、怒おこればいいのかも分からなくて、ある種の狂きよう気きに似た冷静さでアイは考えた。

　アリスはたしかに死んでしまった。

　だがしかし、終わってしまった訳では、ないのだと。

「あ、あの……アリスさん……」

　アイは死体に話しかけた。目を覚まして欲しかった。

「アリスさん。ねえ、起きて」

　ゆさゆさゆさゆさ。

「……無む駄だよ」

　そのとき、背後から声が聞こえた。

　アリスを殺したナインがそこに、立っていた。

　彼女の雰ふん囲い気きはここ数時間でがらりと変わっていた。明あかるさがなりを潜ひそめて、すり切れたように疲つかれていた。

「……ナインさん」

　恨うらむことも憎にくむこともなく、アイは聞いた。あまり興味がなかった。

「無駄って……どういうことですか？」

「彼はまだ、起き上がったりはしないわ。だって、まだ生きているんだもの」

「え？」

　見て、とナインは地面を指さした。そこにはアリスの心臓があった。

　そしてその心臓はドクン、ドクンと、たしかに、まだ、動いていた。

　アイはパァッと顔を輝かがやかせた。あとから考えれば、気が狂くるっていたとしか思えないが、そのときはこれで助かると思った。

　アイは、心臓を戻そうと思って、駆かけよった。

　だが、

「きゃあ！」

　心臓は何な故ぜか、炎ほのおのように熱くなっていて、さわることすら出来なかった。

「ナインさん!?　これは、あなたの仕し業わざですか!?」

「……ちがうわ。これは正しよう真しん正しよう銘めい、彼の力……見てて、はじまるわ」

　言葉通りに、心臓はなにか別のものに変わろうとしていた。その鼓こ動どうは弱まるどころか脈動を強め、熱はますますつよくなって心臓を赤熱させていった。

　そして、




　どんっ！　と心臓が破は裂れつして、中から小さな輝きが飛び出した。




　輝きは目にもとまらぬ速さで宙を駆けぬけ、即そく座ざにナインの胸を穿うがち、そのまま西の空へと上っていった。

「かふ……」

「ナインさん！」

　慌あわてて駆け寄る、だが胸の傷はすでにふさがりかけていた。

「……いいから、このぐらいならまだ、再生できるから……それより、アイはアリスを見てあげて……アリスの、最後の姿を……」

　いってなぜか反対ひがしの空を指さした。

　アイは振ふり返った。いつのまにか夜が終わりかけていた。太陽が昇のぼり始めている。

　太陽と同じくして、銀色の光が赤せき日じつよりも早く駆け上っていた。

　そして、アイは光の正体をその目に見た。




　光は、真っ白に輝く銀の銃じゆう弾だんだった。




　弾丸は永遠に落ちない流れ星のように天球を跨またいだ。

「……ふん、きれいじゃない……」

　自らを殺した存在を、彼女は素す直なおに、そう評した。

「何言ってるんですか！　逃にげてください！」

　あの弾丸は、なぜかナインを狙ねらっている。

「無駄よ……何なん人ぴとたりともあの輝きからは逃のがれられない──ごぼ──んだもの……」

　言っている途と中ちゆうで撃うたれている。

「～～！　……なんなんですか。あれは！」

　地面を見ると、アリスの体は肉体までもが銀色の粒りゆう子しに変わって弾丸を追いかけていった。

「あれは、アリス・カラーの夢の形……」

　ナインが答える。

「アリスが自らの能力ブザービーターで作り上げた、究極の弾丸よ」

「なんでそんなことを……」

「もちろん、私を消しよう滅めつさせるためよ──こふ──」

　また撃たれる。

「まさか、自分の能力をあんな風に使うだなんて、思いもしなかった。……アリスは最後に、ブザービーターの能力で〝自分自身を投げた〟のよ。……もはや、あの弾丸は永久機関よ……。アリスの能力をすべて受け継ついで、〝自分で自分を投げ続ける〟加速装置なんだわ──う──」

　言葉どおりに、弾丸の速度が上がってきている。

　それと同じくして、ナインの再生が遅おそくなってきている。

「……この弾丸は、あなたを狙っているのですか？」

「正確には、すこしちがうわ──くふ──」

　ナインは、泣き笑いを浮うかべた。

「アリスが本当にねらったのは〝悪〟そのものよ……」

「〝悪〟って……」

「私を狙う、なんて程度の低い願いじゃ、決して私に届かないもの、だからアリスはもっと大きなものを狙ったの。私なんてついでで倒たおせるくらい大きな。悪という概がい念ねんそのものを──けふ──」

　胸の傷に手を当てて、それでもナインは笑った。

「……あの人、私のことを本気で救おうと思っていたみたいね……私が世界を滅ほろぼす前に、ちゃんと殺して──けふ──人間にしてくれる、つもりだったみたい……」

　嬉うれしいのか、悲しいのか、わからない笑え顔がお。

「そのために、こんな神様の領域まで来てくれた……死ねない私を、殺しに来てくれた」

　あの弾丸なら、確かに神すら殺すだろう。

「ナインさん……」

　朝焼けの中を、流れ星が縦じゆう横おう無む尽じんに走っていた。

「ナインさん、あなた、死ぬ気、なんですか……」

「ううん、もちろん私は生き残る気よ。だって私は世界を救うんだもの。そういうふうに出来ているもの」

　だが、それでも、

「それでも……これなら、死んじゃうかな」

「だったら逃げましょうよ！」

「それはダメ」

　きっぱりと断った。

「なんでですか！　あなたならどうにかして、逃げられるでしょ!?」

「逃げたら、彼は次の目標に行ってしまう。それが終わったら次の次……彼が悪だと思う者、全すべてを打ち砕くだくまで終わらない。その最後には、きっと……」

　ぴたり、と指先が向けられる。

「私？」

「ええ、アイ、最後にはあなたが殺されてしまう」

「私も、悪なのですか？」

「いいえ。違ちがうわ。きっとあなたはアリスにとって、もっとも悪から遠い人だわ。……でも、それでもいつか殺してしまうの、たがが外れるって、永遠って、そういうちからなの……」

　一つの価値観で世界を救おうとすると、結果的に世界は滅びてしまう。

「でも、だからこそ、私は世界を救えるんだ」

「え……あ！」

　アイはアリスの最後の言葉を思い出した。

『今度はお前が俺を、追いかけるんだ』

「あれって！」

「そういうこと。あの人は私を、本当の意味で助けてくれた……」

　アイはようやく、二人が何を目指していたのか気づいた。

　世界を滅ぼす弾丸を前にして、ようやくナインの夢は意味を帯びた。

「私はあの弾丸を止める」

　異能同士が矛む盾じゆんした場合、より強大な方が勝つ。

「止めて、世界を救うんだ」

　だがもし、両者が完全に同等だった場合は、

　その力をすり潰つぶしあって、消滅する。

「だから、アイ。わたしもう、行くね」

　アイは、彼女のもとに駆け寄ろうとした。だが、

「だめ、来ないで、なにが起きるか、わからないんだもの……」

「ナインさん……」

「ありがとう、アイ。楽しかった。嬉しかった。あなたのおかげで、私の夢は散々だったけど、でも──」

　心臓を貫つらぬかれながら、ナインは笑った。




「お姉ちゃんが出来たみたいで、うれしかった」




　そんなのは、自分だってそうだ。

「私も──」

　涙なみだが止まらなかった。

「私も、妹が出来たみたいだと……ずっと、思ってました」

「あはは、じゃあもっとはやく、〝アイおねーちゃん〟って……呼べば良かった」

　そしてナインはにっこり笑い、

「〝さよなら〟！」

　言って、振り返らずに、走り出した。
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　同時に、アイも走り出す。

「!?」

　弱体化したナインを追い越こし、西と東の間に立つ。

「なんで！　どいて！」

　いやだ、どかない。

　アイは、ナインの夢を知っている。

　一度は自分も抱いだいた夢、この世界の残ざん酷こくをすべてなくして、光り輝く場所にしたいと願う夢。

　アイは、アリスの誇ほこりを知っている。

　気高くあろうとすら思わず、ただ存在するだけで気高い人。

　だが、そんなもの、




「関係！　ない！」




　世界なんて、知らない。

「ナインさんのバカ！　どうしてそんなに思い詰つめなきゃならないんですか！」

　滅びたければ勝手に滅べ。

「アリスさんのアホ！　なんでいっつも相談してくれないんですか！」

　二人がどう思うかなんて関係ない。そっちがやりたい放題やるならこっちもそうする。




「私も！　ちゃんと交ぜてください！」




　そしてアイは、二人の間に仁に王おう立だちした。

　ナインは、あの銃弾は世界を滅ぼすのだと言った。そしてその一番最後には、自分がいるのだとも。

　ならば、きっと、あの弾丸がもっとも貫きにくいのが自分だ。

　だったら自分が盾になる。

　一番最後を、一番先頭に持ってきて、この場所で彼を、受け止めてやる。

　世界だかなんだか知らないが、自分は絶対にそんなものより固くてしつこいのだ。

　それにアリスを助けるのなんてもう二回目だ。

　二回だって三回だって、

　この手でアリスを、救ってやる！

「世界なんて、どうでもいいです！」

　もはやアイは、その言葉をなんの躊躇ためらいもなく、それどころか誇りを抱いて言うことが出来た。

　それよりも、二人がいないことのほうが嫌いやだった。

　さあこい。

　ワン・オン・ワンだ。




　そして、銀の光が空から落ちた。
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　小さな弾だん丸がんが、まるで巨きよ大だいな旋盤のようだった。

「く！　ぐ!!」

　何者にも遮さえぎられずに貫き続けた銀の弾丸はそれまでとは違い、透とう明めいな壁かべにぶつかったように動きを止めてアイの胸の前で回転していた。弾丸は一進一退を繰くり返し、そのたびに七色の火花を撒まき散らしていた。

「アリスさん！」

　その真ん中で、アイは光を抱だきしめていた。

　自分のすべてで、その回転を止めるように握にぎりしめた。

「～～～！」

　体がばらばらになりそうだった。それでも力を緩ゆるめなかった。

「ッ～～！」

　あのとき、夕暮れの教室で、したように、

　彼をつかんで、放さなかった。

「絶対につれて帰りますからね！」

　弾丸がじわじわと突つき進み、胸に激痛が走った。

「くぅっ！」

　だがアイは逃にげずに、むしろ銃じゆう弾だんを抱きしめて、心臓と心臓をあわせるようにした。

　骨がきしむ。魂たましいが折れそうになる。それでもこの手だけは放さない。

　ドクン、ドクンと、

　二つの鼓こ動どうが一つになった。

「アリスさん！」




　そのとき、飛び散った光がオスティアの街に降り注いでいた。

　傷ス持カちーが、セリカが、アパルトメントの窓から見ていた。

　ユリーが、ディーが、車から身を乗り出して見ていた。

　街に住むすべての人が、街を訪おとずれたすべての人が、その光を見つめていた。




　人々は、神話の姿をその目に見た。




　街と荒こう野やの連なる場所で、七色に輝かがやく弾丸が、星を穿うがとうともがいていた。














　朝と夜の境界で、少女が流れ星を摑つかまえようと腕うでを広げていた。




　それは世界が驚おどろくほどシンプルだった時代の夢。だれもが子供の頃ころに抱いた幼い夢。

　あの頃にだけ抱けた、孤こ独どくな夢の、終点だった。




　やがて、夢は静かに、砕くだけ始めた。

「アリスさん……」

　もはや誰だれが見てもわかるほど回転をゆるめた弾丸を前にして、アイは両手を解いた。

　猛たけ々だけしさを失った弾丸はわずかに浮うき上がり、ゆっくりとまわる度たびに、つぼみが開くようにして体積を増していった。その様は蝶ちようが羽化する姿に少しにていた。

　銀色に輝くアリスはまるで、生まれたての墓はか守もりのようだった。

　……こうして黙だまっていれば、結構いいのに……。

　色を増すたびに、アリスは回転を遅おそくして、いつもの彼に戻もどっていった。

　アイは一歩踏ふみ出して、ふわふわと漂ただよう彼を抱きしめる。

　捕とらえた瞬しゆん間かん、彼は重力を思い出したようにどさりと落ちた。その重みが、アイにはたまらなく嬉うれしかった。

「ね、アリスさん」

　アイはそっと呼びかけた。だが帰ってくるのは健すこやかな寝ね息いきだけだった。

「もぅ……起きてくださいよ……」

　それが悔くやしくて、アイはちょっとだけ悪戯いたずらをすることにした。

　たしか、お話だとこういうときは、




「────」




　そして、光の奔ほん流りゆうが世界を照らし、

　アイは意識を失った。
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「………………おはよう」

　ものすごく気まずそうな顔がのぞき込んでいた。

　だから、アイは笑ってしまいそうになった。

「……おはようございます。アリスさん」

　アリスは、どこからか見つけてきた毛布を纏まとって、不ふ機き嫌げんそうにむっつりしていた。その体は新品で、腕も足もちゃんとあった。

　膝ひざ枕まくらだった。

　彼の膝で目を覚まして、アイはなんだかとても幸せな気分だった。

「ふふふ……ここは天国ですか？」

「さてね、俺と一いつ緒しよって事は、地じ獄ごくかもしれないぞ」

「それならそれで、いいですよ」

「…………」

　あ、照れてる。

　アイは、嬉しくてたまらなくて、ニコニコ笑ってアリスの髪かみを勝手にさわったりした。ツンツンした黒くろ髪かみは南国フルーツみたいにちくちくしていて、さっきまでのふわふわした感じとは大おお違ちがいだった。

　それでも、アイはいまのアリスの方がずっと好きだ。

「……おい」

　とがめるのとは少し違う調子でアリスが言った。だから、アイは素す直なおに手を止めて、頭を起こして正面を見た。

　そこには、白い、少女が居た。

「………………おねーちゃん……」

　地面にへたり込んで、ナインが、言った。

「……って……まだ、呼んでもいい？」

「もちろんですよ」

　妙みように思い詰つめているから何かと思ったら、そんなことか。

「でも、わたし、おねーちゃんに、迷めい惑わくかけて……」

「そんなこと、もういいですよ」

　柔やわらかい髪に手を滑すべらせて、アイはナインを抱き寄せた。

「……でもわたしきっと、また同じことやっちゃうよ？」

「……それについてはちょっとくらい遠えん慮りよして欲しいのですけど」

「無理だよぅ……」

　泣きそうになるナインを『よしよし』してやる。まあいい、こうして謝ってくる分だけ、となりで仏ぶつ頂ちよう面づらでふてくされている男より何倍もましだ。

「それについては、後で話しましょう。わたし、ちょっと思いついたことがあるんです」

「なに？」

「だから後で、ですよ。別に意地悪じゃないんですよ」

　そのとき、道の向こうから『アイー！』と呼ぶ声があった。見ると、ぶんぶんと大きく手を振ふって、ディーが青い車に乗ってきた。

　まったく不安を感じさせない動きで、アリスが立ち上がった。

「……そうだな、後にするか。……はぁ、結局なにも解決しなかったぜ……」

　骨折り損のくたびれもうけだ。とそんなことを言って大きなため息をついた。

　それは、たしかにその通りだろう。

　と、アイも思うのだが、なぜかとてもカチンッと来た。

　なので、




『────』




「は？」

　すごい、こんなバカみたいな顔した人初めて見る。

　きっと自分も、同じ顔だ。

「さ！　帰りますかね！」

　そして、アイは元気に立ち上がった。

「おい！　ちょっとまて！　いまお前なにした！」

「なんにもしてないですよー！　わたし知ーらなーい！」

「あ！　私見てたよ！　おねーちゃん！　いま──」

「わーわーわー！　ナインさん！　ナインさんナインさーん！」

　そうして、三人は街に、帰って行った。







　その途と中ちゆうだった、

「……っとっと」

　崩くずれた石いし垣がきを降りようとして、アイはカクンと膝を取られて転びそうになった。

「どうした？　流石さすがに疲つかれたか？」

　アリスが言って、振り向いた。

「あ、いえ。……ただ、なんだか少し、胸が痛くて……」

「……ふうん、手、つないでやろうか？」

「え、いいですよ別に……」

　そんなことをしたらきっと顔が赤くなってしまうではないか。ただでさえ、さっきのあれで、心臓の鼓こ動どうが荒あらくなっているの……だか……ら……？

　…………ん？

　そこでアイは気づいて、自らの胸むな元もとにそっと手を当てた。




　──荒くなって、ない？




　そのときはただ、それだけだった。

「おーい、行くぞー」

「あ、はーい！」

　呼びかけられて、アイはすぐにいまの不調を忘れて走り出した。
















　だが、そのときにはもうとっくに、アイの心臓は止まっていた。














　あとがき
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　それでは次回、最終巻にてお会いしましょう。


入江君人









[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]










神かみさまのいない日にち曜よう日びⅧ

BOOK☆WALKER special edition








入いり江え君きみ人ひと





[image: ]





平成25年7月25日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C)2013 Kimihito Irie, Shino/Fujimishobo





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『神さまのいない日曜日Ⅷ』平成25年7月25日初版発行









[image: ]




item/image/t001.jpg
L

'





item/image/t003.jpg
&
| @ T % 5 0 = 2= &
A

&7





item/image/t002.jpg
& |

g T
N OB R D= A
54

&7





item/image/p285.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p275.jpg





item/image/bwse_6.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p031.jpg





item/image/p147.jpg





item/image/bwse_5.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章



		第一章『ファイアワークス』



		第二章『ベイビードゥ』



		第三章『アリスインナイトメア』



		第四章『ウィッチハント』



		最終章『シルバーバレット』



		あとがき



		特別付録　カラーイラスト集



		奥付











item/image/bwse_4.jpg





item/image/gaiji-1003.png





item/image/p205.jpg





item/image/t005.jpg
® =
= o® s s s ¢ &
Ay A,
A

&7





item/image/t004.jpg
B 8 F e xs dédsex g





item/image/bwse_3.jpg





item/image/t006.jpg
= 5
wm F 5y a% =% &
B A
A

&7





item/image/orikaeshi1.jpg
NIBA
OLDZETHVE

E_+—RBI77VIITKRE [HE
FOVELREAITTFE21— F

FEEE, B B2EVIABDT

EDODOTET, EFEXDTE
MFERFARIBER DEF U, o
TRECLSIBZVLIELD 48
NFELU, ESPSFEREADND ’
TEWHWTT,

A5 R
AN=FHAY  RES






item/image/bwse_2.jpg





item/image/fjb_logo.png





item/image/p239.jpg





item/image/p071.jpg





item/image/p189.jpg





item/image/bwse_1.jpg





item/image/p013.jpg





item/image/k002.jpg
.

/_






item/image/bwse_0.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/bwse_8.jpg





item/image/p121.jpg





item/image/bwse_7.jpg





